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『区立幼稚園の今後の対応 中間のまとめ』      

パブリックコメント実施結果 

 

【今後の対応】 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

１ 

質
の
高
い
幼
児
教
育
の
提
供 

1 

併設小学校との連携は素晴らしいが、統廃合の

結果併設幼稚園を持たない小学校も多い。蔵前小

学校など併設幼稚園のない学校が学区校の場合

は、他学区の幼稚園を選択することになる。幼稚

園としても併設以外の小学校へ進学希望者が出て

いる場合は、地域散策などの機会を使ってそちら

の小学校ともある程度交流の機会を設けてほし

い。小学校側にも幼児と交流するメリットはある

はずである。 

 

 

現在実施している園もござい

ますが、併設小学校に加えて、

近隣小学校との交流機会を今後

も積極的に作るよう努めてまい

ります。 

意見受付期間 令和 6年 4月 26日（金） ～ 令和 6年 5月 16日（木） 

意見受付場所 

区公式ホームページ上での受付のほか、各区民事務所・分室・地区

センター、区政情報コーナー、生涯学習センター、各区立幼稚園、

各子ども家庭支援センター、各児童館、台東保健所、浅草保健相談

センター、各地域型保育園（小規模保育所）、認証保育所、学務課

窓口において中間のまとめを閲覧、意見受付。 

意見受付件数 250 人、453 件 

提出方法の内訳 
郵送 0人（0件） ファクシミリ 0人（0件） 

ホームページ 210人（388件） 持参 40人（65件） 

項目別件数 

【今後の対応】 

（１）質の高い幼児教育の提供         ９件 

（２）学級編制基準の見直し        １１８件 

（３）地域における子育て支援活動の充実    ７件 

（４）配慮を要する子供や医療的ケア児等の 

   受入れ体制の充実            ６件 

（５）預かり保育（定期利用）の全園実施   ５３件 

（６）弁当給食の本格実施          ３１件 

 

【その他項目】 

・情報発信                ８６件 

 ・園運営                 ３２件 

 ・全般                  ７０件 

 ・その他                 ４１件 
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分
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項
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１ 

質
の
高
い
幼
児
教
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提
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2 

区立、私立問わず幼稚園入園数が減っているの

は、台東区にとどまらず他区においても課題であ

ると聞く。中間のまとめにあるように、社会環境

により保護者の就労が増加したことや未就学児童

の減少を考えた場合に、保育所を増園したのであ

れば、そちらに流れていくのは想像にたやすい。

保護者にとっては一定時期、就労時間に子どもを

安心して預かってくれる場はどうしても必要であ

る。 

だが長期的にみると、その期間（0歳～6歳）の

次には小学校入学と次の段階があり、入学前には 

今度は小学校で無事に過ごせるかなど心配はつき

ない。区立幼稚園が小学校併設であることのメリ 

ットを生かし、幼小連携の長期的なカリキュラム

を編成していってほしい。保護者にとっては前述

したように一義的には「保育をする場がある」こ

とが優先されているが、本音は「自分の子ども

が、安心できる場で質のよい教育をうけてほしい

し、家庭との丁寧な連携も図ってほしい」と思っ

ている。 

 

区立幼稚園では、今後も、就

学前教育の充実と小学校への円

滑な接続に向けて、「台東区幼児

教育共通カリキュラム『ちいさ

な芽』」に基づき、「生きる力」

の基礎を培うための幼児教育を

実践してまいります。 

また、小学校併設の利点を活

かして、小学校との接続を意識

した取り組みを積極的に行って

まいります。 

 

3 

現在、5 園で試行実施している預かり保育です

が、区立幼稚園と認定保育園との違いの１つに保

育時間があると思います。共働き（パートタイム

も含む）の親御さんでもお子さんを通園させやす

いようにとの配慮から実施されていると思います

が、中には仕事の就業時間に間に合わない為、保

育時間を早めて欲しいと希望される親御さんがい

らっしゃるかもしれません。もし、その要望を受

け入れてしまうと認定保育園の保育時間とあまり

変わらず、延長保育時間の有無で比較されてしま

うことになりかねないと思いました。柔軟な対応

で保育ニーズに対応していくとのことですが、区

立幼稚園には区立幼稚園の強み（質の高い幼児教

育の提供や小学校と併設しているという利点を生

かした取り組み等）があると思うので、その強

み、特に「ちいさな芽」のカリキュラムをもっと

周知させることが重要だと思います。 

 

「台東区幼児教育共通カリキ

ュラム『ちいさな芽』」に基づ

く、子供たちの「生きる力」の

基礎を培うための幼児教育の実

践や、小学校併設の利点を生か

した取り組みなど、区立幼稚園

の魅力が十分に伝わるよう、未

就園児の会をはじめ様々な機会

を捉えて周知に努めてまいりま

す。 
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（既に取り入れているのかもしれませんが）外

国語などに親しむ時間を定期的に作るなど、より

時代に合った教育も取り入れていただきたいで

す。 

区立幼稚園でも、他国籍の子どもが増え、また

他国語に触れる機会も多い時代です。小学校併設

の強みを生かし、小学校の英語教育に携わる方や

地域の英語教室の活用などで、他国語や他国籍の

方に親しむ機会を作っていただきたいです。こと

ばの勉強よりも、実際に経験する機会が得られる

ことを期待します。 

保育園等でも、英語や体操教室など民間に委託

して取り入れているところもあると思いますが、

区立幼稚園でも同じように取り入れることは難し

いのでしょうか。 

 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育共

通カリキュラム『ちいさな芽』」

に基づき、幼児教育を実践して

います。 

また、区の事業を活用して全

園で体操教室を実施するととも

に、園の教育目標に応じて英語

教育を取り入れている園もござ

います。 

現時点で、民間委託等による

幼児教育の実施は検討しており

ませんが、頂いたご意見は今後

の参考にさせていただきます。 

5 

教育方針や内容について 

 我が子の通う幼稚園には外国籍のお子さんが何

人か在園しています。そのお子さん同士が英語や

中国語で会話をしている様子を見たことがありま

す。台東区は地域柄か外国籍のお子さんがどこに

も一定数おられ、今後ますます増えていくかもし

れないと考えると、全園児向けに英会話のクラス

を定期的に導入するなど積極的にグローバル教育

を取り入れていただきたいです。英会話を習得す

ることはどのお子さんにも役立つと思いますし、

不慣れな言語で自己表現することの大変さを実感

する体験自体が、多様な背景を持つお友達への理

解につながるのではないでしょうか。 

 幼児教育は長年の蓄積により確立されている方

法論があり、区立幼稚園はそれに則った教育を提

供してくださっているのだと思いますが、伝統的

な手法に加えてこれからの時代を生きていくため

の具体的なスキルや思考力をつけさせるような教

育をしていただけたら有難いです。 

 

区立幼稚園では、現在も英語

圏だけでなく様々な国の方々が

在籍しており、その国の言葉や

文化などを身近に感じられるよ

うな掲示や活動、外国籍の保護

者によるお話や遊びの紹介など

を通して、他の国の言葉にも興

味が持てるように工夫していま

す。 

また、園の教育目標に応じて

英語教育を取り入れている園も

ございます。 

今後も教員が様々な研修を通

じて専門性の向上を図りなが

ら、「台東区幼児教育共通カリキ

ュラム『ちいさな芽』」に基づ

き、幼児教育を実践してまいり

ます。 

現時点で、英会話クラスの定

期的な導入は検討しておりませ

んが、頂いたご意見は今後の参

考にさせていただきます。 
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入園してから、私立幼稚園・保育園に比べ、メ

リットがなくデメリットしかないことに落胆して

いる。デメリットのどれかでも改善しないと、区

立幼稚園を周囲の人に全く勧められない。共働き

でも歓迎と言っている割には、たくさんの不便さ

や不満を感じる。園児数を集めたいならば、しっ

かりと実際に通っている保護者の意見を聞いて改

善して欲しい。 

教育面の乏しさ。最初に述べた費用面でも私立

幼稚園や保育園より劣っており、さらにほとんど

の園がとりいれている教育面（特に英語教育、体

操）に対して大変乏しいため、区立幼稚園に入園

したくないのは当たり前の判断となる。この面で

魅力がないのであれば、せめて費用面で区立幼稚

園に入るメリットがないと意味がない。 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育共

通カリキュラム『ちいさな芽』」

に基づき、幼児教育を実践して

います。 

また、区の事業を活用して全

園で体操教室を実施するととも

に、園の教育目標に応じて英語

教育を取り入れている園もござ

います。 

区立幼稚園が大切にしている

教育内容については、今後も丁

寧に周知していきます。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

7 

私立のように、園の保育時間内や時間外で、習

い事があると嬉しいです。 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育

共通カリキュラム『ちいさな

芽』」に基づき、幼児教育を実

践しています。 

また、区の事業を活用して全

園で体操教室を実施するととも

に、園の教育目標に応じて英語

教育を取り入れている園もござ

います。 

現時点で、教育時間外の習い

事の実施は検討しておりません

が、頂いたご意見は今後の参考

にさせていただきます。 
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先日は田原幼稚園にて説明会を行っていただき

ありがとうございました。仕事の都合上、説明の

み聞いて退出させてもらったのですが、説明の中

で感じたのは幼稚園の「保育園化」に重きを置い

ているのかなと思いました。確かに働く親には一

番必要な事なのでそれは大前提だと思うのです

が、それを踏まえた上で大切なのは、「保育園と

の差別化」なのではと思っています。 

私は保育園から幼稚園に転園してきたのです

が、保育園のママ友から言われる事は「幼稚園っ

て PTAとか行事とか多くて大変でしょ?休みの日も

多いでしょ?親の負担が増えるでしょ?幼稚園も考

えたけど、お友達も居るしこのままの方が楽かな

って。」という、デメリットやリスクばかりで

す。つまり、そこまでのリスクを負ってまで、幼

稚園へ転園するメリットを感じていないのだと思

います。働く親は、0才や 1才からすでに保育園へ

入園させています。その人達を、わざわざ幼稚園

に転園させるには、幼稚園には保育園では叶わな

い魅力的な何か(教育、体験、行事、等)が見えて

こないと、ある一定数から増加に向かうのは難し

いのではと思います。 

幼稚園は、ローリスク、ハイリターンである事

が認知されたら、もっと変われる気がします。保

育園と幼稚園でやっている事が変わらないと、親

は楽な方を選んでしまうものです。 

「台東区幼児教育共通カリキ

ュラム『ちいさな芽』」に基づ

く、子供たちの「生きる力」の

基礎を培うための幼児教育の実

践や、小学校併設の利点を生か

した取り組みなど、区立幼稚園

の魅力が十分に伝わるよう、未

就園児の会をはじめ様々な機会

を捉えて周知に努めてまいりま

す。 

9 

区立幼稚園なのだから、もっと区立の施設を利

用する等、教育の拡充を図って下さい。今の教育

内容にとても満足しているが、これから入園を検

討する方にとっても魅力的になるのではないので

しょうか。 

 

 

現在も、生涯学習センターや

中央図書館、リバーサイドスポ

ーツセンター、近隣公園、児童

館など区立施設を活用した教育

活動を行っていますので、引き

続き、積極的な活用に取り組ん

でまいります。 
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10 

募集基準の下限を 10 人に引き上げるというの

は、幼稚園の現状を考えたら難しいのではないで

しょうか。 

今年下の娘が公立幼稚園に入園させていただき

ました。まさに入園前に辞退があったようで、下

限を割った人数でしたが、何とか入ることができ

て本当に助かりました。入園できるとわかった時

には涙が出ました。 

下限を引き下げるなり撤廃するならまだ分かり

ますが、引き上げれば希望の園に入れない保護者

と子供の双方に不利益が生じます。最寄りの園に

入れなかった場合、小さい子供を連れて家から離

れた園に通わなくてはいけません。行き帰りの安

全面にも不安が伴います。ましてや兄弟姉妹がい

れば尚更です。 

10 人以上いなければ適切な教育ができないとい

うのであれば、僻地の分校などはどうなってしま

うのでしょうか。義務教育とは違うのかもしれま

せんが、少人数なら少人数なりの良さがあると思

います。 

中間報告を拝読し、方向性が逆流しているよう

に感じます。このままでは幼稚園が無くなってし

まいます。データ上、どこにニーズがあるのかは

わかっていることから、そちらを充足させるよう

な取り組みの方が優先されるべきではないでしょ

うか。どうすれば保護者が入園させたくなるの

か、子ども園などの人気ぶりを見れば一目瞭然で

す。 

上の娘も幼稚園に 3年間通わせていただき、きめ

細かいご指導で本当に良くしていただきました。

幼稚園を選んだ一保護者として、「集まらなければ

切り捨てる」ではなく、幼稚園の良さをもっとわ

かっていただけるような、保育園ではなく幼稚園

に預けたくなるような、そういった施策を検討し

ていただきたいと思います。 

 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

11 

少子化が進んでいく昨今、新 3歳児の募集人数を

10 人以上とすることは些か困難を有するのではな

いかと考えております。台東区の場合、保育園の

数も減少していることから子供自体が減っている

可能性が高いのではないかと考えております。 



 

 

7 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

２ 

学
級
編
制
基
準
の
見
直
し 

12 

募集人数による閉園について 

区立幼稚園の良さは、①通園が近く安全なこ

と、②地域や小学生、他年齢児との繋がりの強

さ、③支援を必要とする子どもの受け入れ体制が

整っていること、④地域の子育て拠点となってい

ること、⑤身体を十分に動かせる環境にあると感

じています。 

来年度以降、募集時 9 人以下が 2 年続くと閉園

とありましたが、通園が遠くなるだけで区立幼稚

園の魅力は大幅に減少してしまうため反対です。

また、支援が必要な子どもの受け入れ先が近隣地

域になくなることは、それだけで保護者にとって

不安なことだと思います。 

まずは預かり保育や弁当給食、カリキュラムの

充実を図り、それから閉園を検討すべきではない

かと思います。人数的な集団保育の問題は、他学

年との合同教育や他園との積極的な交流により、

ある程度解消できれば良いのではと感じます。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

13 

クラスの人数が 10 人集まらないと募集が停止さ

れてしまうというのは、現在幼稚園のプレクラス

に行っていて、10 人に満たないことが多いので心

配です。そこは現行と同じように、7 人であると安

心です。 

14 

時代や環境が変わり、保育園のニーズが高まっ

てきていて人数の減少は致し方がないとは思う

が、少人数なりの良さがあるため人数に満たない

場合一律で閉園は危機感を感じる。手厚い保育

や、少人数の良さは必ずある。 

15 

学級編制基準については、とくに、3 歳について

は強引に 10 名以上というふうにこじつけているよ

うに思えてなりません。有識者というより経済効

率なのではないかということです。公立幼稚園は

高い水準の教育を提供していると考えます。もち

ろん、アピールは足らない気はします。でも、流

行にとらわれない大切な幼児教育の価値観をもっ

て先生方は指導にあたられていると思っていま

す。公立幼稚園の教育力の高さを区自体もアピー

ルできるようご協力よろしくお願いいします！ 



 

 

8 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

２ 

学
級
編
制
基
準
の
見
直
し 

16 

現在、区立幼稚園の園児の人数が減少してお

り、このまま入園児の人数が一定数を下回ると閉

園も検討せざるを得ないという厳しい状況である

ことを知りました。区の財政状況、幼児期の集団

生活の必要性などから、在園児の少ない園を存続

させるのが困難であるのは理解できます。ただ、

新たな基準により学級編制や閉園の検討をするの

は時期尚早に感じます。 

上記のように預かり保育や週 5 の給食など区が

近年始めた取り組みが共働き家庭のニーズを満た

すものであり、幼稚園を選択する決め手になりう

ることを鑑みると、全園預かり保育が浸透するま

では少なくとも募集停止や閉園はしないほうが良

いと考えます。たとえば、多子世帯で上のお子さ

んが既に保育園に通っているような場合は、下の

お子さんもまずは同じ保育園に通わせることが第

一選択になると思うので、幼稚園の預かり保育が

導入されても最初のうちは飛躍的に幼稚園希望者

が増えるわけではないかもしれません。なので、

1年 2年で結論を出すのではなく、より長期的な動

向を見ていく必要があると思います。 

また、幼稚園入園者のデータを見ると「家が近

い」という理由も幼稚園選択の主要な理由になっ

ていると見受けられました。そうだとすると、閉

園により幼稚園の施設数が減ることで「近所には

幼稚園がないから通わせられない」「幼稚園のイ

メージがわかない」とますます幼稚園が敬遠され

てしまったり、幼稚園が近くにないことで周辺エ

リアの子育て世帯自体が減少していくといった懸

念もあります。教育的な面でも、幼稚園側は徒歩

通園を推奨しているのに、閉園により徒歩で通え

る範囲には幼稚園が存在しない家庭ができてしま

うのは公的な教育機関として不平等な気がしま

す。幼稚園は最低 10名程度の学級編制が妥当との

見解もあるようですが、親目線としては少人数で

あっても近所のお子さん同士で、地域に密着しな

がら育つことにも意味があると感じます。もし一

定の人数以上を要する活動があるとしたら、その

時は複数の園の合同や区立保育園との連携などで

カバーするやり方もあるのでは？と思います。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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17 

来年度からの 3 歳児募集人数には賛成できませ

ん。5 人から 10 人が望ましいと思います。園児一

人一人の性格を理解して導いていくには人数が多

いと目が行き届かないと思うのです。小学校も大

切ですが園児時代に、一人一人が自信をもって行

動できる、友達と仲良く遊べる楽しさ、友達と協

力して成し遂げる楽しさ、失敗しても諦めないで

挑戦する、心から謝れる心が育って欲しいです。

その経験があれば将来ひきこもりにはならないと

思うのです。 

小学校の合同行事大賛成です。皆と食べれば好き

嫌いがなくなるのでは、食育を頑張っていただき

たいです。兄弟が別々の幼稚園に行くのは悲しい

です。年長と年少の姿が見たいです。人を思いや

る気持ちも成長すると思うのです。園児一人一人

が安心して通園できることを希望します。 

 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

 18 

学級編制を諦めるというのは仕方がない面もあ

るけれど、兄弟在籍しようと思っている方には辛

いですね。可能ならば避けたいです。 
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19 

上の子どもが区立幼稚園を卒園し、現在は併設

している小学校に在籍しております。下の子が令

和 7年度、同じ区立幼稚園に入園予定です。 

今回の区立幼稚園の中間報告と調査内容を読み

まして、我が子にも直接関わることでもあり、感

じたことがありましたので、伝えさせていただき

ます。 

私は、区立幼稚園が家からとても近く、小学校

とも併設していることで連携もとれ、上の子も安

心して通っておりました。そして、主人も通って

いた経緯もあり、親子共々お世話になった園です

ので、もちろん弟も入園させる予定です。 

区立幼稚園存続のために、来年度から、預かり

保育やお弁当給食のますますの充実をはかる予定

とのこと、私も周りの保護者もみんな望んでおり

ましたことで、嬉しく、現在の保護者のニーズに

合っており、素晴らしい取り組みだと思います。 

しかし、来年度の募集人数が 9名以下の場合、そ

れが続くなら閉園を検討していくとのこと、とて

も悲しく、驚きを隠せなかったです。 

区立幼稚園は 9人以下でも、必ず存続させ続け、

少ない人数での保育方法をさらに検討し続けてい

く、というぐらい提言していただきたかったで

す。そうでなければ、何年か後に閉園するかもし

れない、また、下の学年の子どもたちが入園しな

い可能性があるなら、区立幼稚園はやめておこう

かな？と、始めから私立幼稚園や保育園に入園さ

せる保護者がますます増えると思います。来年度

からの政策を 10 年？など、長いスパンをかけてや

ってみて、それから閉園？統合？などは、検討す

べきことではないのでしょうか？ 

区立幼稚園を、ますます閉園に追い込んでいる

ように感じられる文章で、とても残念です。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

また、年度当初に 7名を下回

る園が毎年出ている状況になっ

ていることから、対応策は速や

かに実施していく必要があると

考えます。 
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20 

7 ページほか「（2）園児数」について、区立幼稚

園の在籍園児数が減少傾向にあることは理解でき

るが、区立幼稚園が、日本語が話せない園児や、

配慮を要する園児らの重要な就園先になっている

ことは、「中間のまとめ」において、区も認めてい

る。 

園児やその保護者らにとって、毎日自宅から離

れた園に子を通わせるのは、想像以上にたいへん

である。とりわけ配慮が必要な子らは、朝早く起

きるのが困難であったり、かんしゃくをおこした

りと、ただでさえ園への送り迎えがたいへんであ

るにもかかわらず、さらに自宅から離れた園に通

わせるとなると、その負担は計り知れない。園児

数が減少傾向にあるとはいえ、入園児募集時に 9名

以下の場合であっても、容易に幼稚園の数を減ら

していくことなど、絶対にあってはならない。い

ちどなくした園を、ふたたび作りなおすことはむ

ずかしい。少なくとも、園児数などの数値のみ

で、園の将来を決めてしまうのではなく、さまざ

まな事情を考慮しつつ、慎重に考えるべきであろ

う。なお 27 ページ「参考資料」における篠原氏の

見解に、「学級の園児数は、最低 5～10 人が望まし

いと考える」とある。仮に園児数を基準とするの

であっても、「入園時 9 名」をボーダーとするので

はなく、まずはここで下限とされている「５名」

をボーダーとするべきではないか。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

具体的には最低 5人の集団が

複数、少なくとも 2グループ作

れることで、5人の中での関係

性に加えて、さらにグループ間

相互の刺激や協力が生まれ、よ

り良い集団教育につながると考

え、10人以上と設定しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

21 

「3 歳児クラスの学級編制基準を 10 人以上」や

「2 年連続で学級編制が行われない場合は閉園を

検討する」対応を見直していただきたいと思いま

す。通園距離や費用の面で公立幼稚園を選ばざる

を得ない家庭も一定数あると想定できることや、

4歳児、5歳児にとっても異なる学年と交流するメ

リットがあると思います。 

学識経験者の意見として「園児数は最低 5～10

人が望ましい」と挙げられているため、編制基準

を最低の 5 人に合わせても良いのではないかと思

います。 
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22 

全国的に人口が減少している中、来年度から開

園の人数を 7 人から 10 人に急にあげる、それが叶

わなければ開園できないというのは流石に期間が

短すぎるなと思います。預かり保育やお弁当が始

まって、保育園を考えていた方達が、幼稚園にし

よう！と流れるかもしれない中で、急に来年度か

らではあまりにも猶予の期間がないです。6 月の議

会で決定されてからの公表になると教育委員会の

方から説明を受けました。希望の幼稚園へ願書を

出すのは 11 月の頭だったはずです。4、5 ヶ月でど

こまでの周知が可能でしょうか？ 

そして、今上の子は年中として幼稚園に通って

いますが、下の子が来年から幼稚園に入園予定で

す。もしも来年開園できなかった場合は、2 箇所の

幼稚園に通わなければならなくなるということで

しょうか。それってすごく大変なことです。毎朝

の送り、お迎えだけでも大変です。そして、2 箇所

通っている人から聞く話では、運動会や学芸会な

どのイベントがよくかぶるそうです。私自身の親

意見としては、年長の最後の出し物を見たい。で

も年少の初めての出し物だって見たいですよ。そ

れをどちらか選べということですよね？これは本

当に私たちの為にと、より良い幼稚園生活になる

ようにと動いてくれている区の判断なのでしょう

か？上の子がすでに幼稚園に通っていて、下の子

が入れなかった場合の対応策はどのようにお考え

でしょうか？下の子が同じ幼稚園に入れなけれ

ば、上の子が年長最後の 1年だとしても上の子の転

園や他の保育施設に行くことを考えなければなら

ない家庭もたくさん出てくるはずです。そうする

と更に幼稚園の人数減少に繋がってしまいますよ

ね。 

なにもかもが急すぎて、すぐに結果が出ること

でもないはずなのに様子見の時間も与えられずに

来年度からもう変えましょうというのは、あまり

良い方向に進む気がしません。その結果素敵な幼

稚園がどんどんなくなってしまって、区は幼稚園

を減らしたいだけなのかな？と思ってしまいまし

た。1 度でも開園ができなくなると、次年度は上の

学年がいないということで、新しく入る人たち 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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 も敬遠するんじゃないかなと思います。幼稚園が

存続するかどうか、こんな大事なことを、何十年

も続いてきた歴史を、この 1年で急に切り捨てるの

でしょうか。せっかく預かり保育や給食も始まる

ことになったのだから、もう少し様子を見て決め

ていくべきかなと思います。人数が少ないと同学

年とのつながりが減って教育の質が下がると教育

委員会の方がおっしゃっていましたが、私はそう

は思いません。むしろ異年齢交流が盛んで、年齢

関係なく一緒に遊べることはとても素敵なことだ

と思います。上の学年から教えてもらうこと、下

の学年に教えてあげること、それを体験できるの

は異年齢交流のとても良いメリットです。 

人数が少ないからこそ先生の目も行き届いてい

て安心だし人数が少ないのは悪いことばかりでは

ないです。10 人いないと教育的に良くないからで

はなくて人数にとらわれすぎないで欲しいです

し、10 人いないと開園できなくするのであれば、

今急に言われてもすでに上は通っていているのに

下は入れなかったなどの兄弟の問題をどうするの

かなど対応策も考えた上でこれからの幼稚園につ

いてもっと具体的に長い目で考えて欲しいです。 
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23 

中間報告について、令和 7年度から学級編制基準

を 10 名とするのは時期尚早であり、いきなりすぎ

ます。確かに 10 名以上いた方が、保育の質の向上

や就学に向けての集団行動等につながるかもしれ

ませんが、少人数だからといって保育の質が落ち

るわけではないし、実際入園している方はむしろ

少人数に魅力を感じて選んでいる方の方が多いの

ではと思います。私の子供は発達障害があり、入

園当初より支援員さんの手配もしてくださり、毎

日手厚く接していただき本当に感謝しています。

発達障害等、大きな集団での適応が難しい子や配

慮のいる子供を受け入れという意味も込めて、せ

めて現状の条件（7 名）のままにしていただきたい

です。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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24 

現在在園している園は、他の園に比べて突出し

て園児数が減少しています。学級編制基準 7名から

10 名に引き上げる事により、閉園になる可能性が

非常に高いと感じました。来年度には兄弟が入園

を控えていますが、10 名に満たない場合は、兄弟

で同じ園に通わせる事ができません。兄弟で別々

に園に通わせる事は難しい為、上の子も転園させ

る事になりますので、兄弟児がいる家庭に対して

の救済策を望みます。 

また、現状在園児が少ない園に対しては学級編

制基準は段階的に引き上げる、設備投資等、特別

な配慮の必要性を強く感じます。数年をかけて園

を存続させる為の計画をお願い致します。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

しますが、その他特例要件は現

時点では検討しておりません。

頂いたご意見は参考にさせてい

ただきます。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

25 

学級編制基準の見直しについて、7 人から 10 人

への引き上げは変更の影響が大き過ぎるため、よ

り柔軟な編制に改善して頂きたいです。 

一度 10 人未満になるだけで必ず空白学級が生じ

る制度では年長年中の保育運営に悪影響がでるこ

とに加えて、以降の入園希望者も見込めなくなり

ます。 

仮に隣接する千束と富士が各 9 人応募だった場

合、統合すれば充分な園児になるのに今回の案で

は両園とも 0人学級が生じます。他園の状況を勘案

した柔軟な基準にできないでしょうか。 
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26 

来年度より 10名に満たない場合の学級編制を行

わないという方針については、時期尚早と考え

る。もう少し様子を見ても良いと思う。預かり保

育などの効果を見ても利用者数が増えない場合は

再度検討するなど、学級編制見合わせの基準引き

上げについては慎重な判断をお願いしたい。兄弟

が既に入園している場合、下の子どもの学級編制

がなされないことにより別園に通わせる保護者負

担が増加したり、上の子まで転園して上級学年の

人数が減少する等の影響が懸念される。学級編制

を行わないとする手段は、現時点での最終手段で

あると考える。それに至るまでに可能な限りの対

策がなされることを期待する。 

また、最低 5～10 名程度という学識者のコメン

トを根拠とするのであれば、必達条件としたら 5

名という事になるのではないか。学級編制を行わ

ない基準を 10名に引き上げる根拠としての納得感

が薄く、保護者の理解は得られにくいと感じる。

台東区の教育行政を持続的に発展させていくため

には、保護者の理解と協力は重要な要素であり、

そのためにも保護者との信頼関係を一層大切にし

て頂きたい。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、学級編制基準を見直

しました。 

具体的には、最低５人の集団

が複数、少なくとも２グループ

作れることで、５人の中での関

係性に加えて、さらにグループ

間相互の刺激や協力が生まれ、

より良い集団教育につながると

考え、10人以上と設定しまし

た。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更します

が、その他特例要件は現時点で

は検討しておりません。頂いた

ご意見は参考にさせていただき

ます。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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27 

少子化や共働き世帯の増加、保育所の増加、保

育園の待機児童の減少などで、今ある台東区の幼

稚園の数が適正であるのかどうかを見直していく

段階ではあると思いますが、公立幼稚園の保育サ

ービスがどの園も同じではなく、幼児数の地域格

差もある状況で、閉園を見据えた措置をとること

は、どうしても不公平に感じてしまいます。千束

幼稚園のように急激に園児数が減少し、そのまま

増加しない幼稚園でも、敢えて選んで入園する家

庭もあるので、集団生活を送ることが幼児教育の

ひとつであるという理論が分からない訳ではない

けれど、現時点では 10人に満たないから幼稚園の

教育が出来ないということは今通園させていた

り、1～2 年後に入園させたいと思っている保護者

には受け入れ難いと思う。延長保育の全園実施を

することにより、教育サービスはどの園も同等で

あるということですが、実際は支援を必要とする

子どもがいたり、日本語が不自由な外国籍の子ど

もがいたりで、入ってみないと分からない実情が

あると思います。それをサポートする教員が足り

ないから、規定数に満たない園は閉園の方向で進

めて行きたいのでしょうか。ということであれ

ば、そういうことも公立幼稚園の実情としてもっ

と発信して、議論すべきだと思います。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

28 

令和 7 年度から預かり保育を開始する園がある

中で、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10

名としてしまうのは、時期尚早ではないでしょう

か？預かり保育実施が浸透してから 10名以上とい

う基準を設けるなりして欲しい。 

人数を集めようとしていますが今後増えるとい

うのが難しいのであれば、逆手にとり少人数で教

育指導のアピールをしていく。 
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29 

現在、区立幼稚園の 3 歳児に子供が通園してい

ます。子供の学年は 7 人に満ちていません。人数

については、入園前から何度も悩み、正直に言え

ば今も尚、今後について不安がないとは言いきれ

ません。この現況について、次年度から募集人数

を 10人以上にする、下回る場合には学級編制をし

ない等の対策をするとのこと、我が子の年度がそ

うであったら、今のように入園後も悩むことはな

かったのかなと思ってしまう気持ちがないわけで

はありません。1番不安や疑問を感じたのは、7人

が教育の質を保つための最低人数だと明記されて

いたが、満ちていないにも関わらず入園が決定し

たことです。7人は少ないが、7人いれば、家庭と

は違う集団を経験できる（ごっこ遊び、簡単なル

ールのある遊び、他の子がやっている遊びを見る

など）、または途中入園などで、10 人程度になる

可能性もあるかもと考え、入園申し込みをしまし

た。そして、そこには 7 人に満たなければ残念で

はあるが、人数の集まっている園へ入園させるこ

とができる、そうしようという考えがあったから

です。しかし、実際は入園希望者が 7 人いたと知

り安堵していたら、入園前の健康診断や面接の日

に減っていたことを知り、どうしてだろうとショ

ックを受けました。そこから再び悩み、園長先生

にも相談させていただき、他園との交流など人数

が少ないことを補っていけるよう対策を考えてく

ださっていることがわかったので、そのまま入園

することを決めた次第です。このような思いをす

る保護者がいなくなり、通う子供達の育ちに不安

や心配が起きないようにする必要性は感じます。

しかし、現在通園している園児や保護者への配慮

に欠けている気もしてしまいます。いつかはやら

ねばならない対策かもしれませんが、これが決定

事項であるならば、あまりに唐突で受け入れ難い

気持ちもあります。「年中組さん、年長組さんて

すごいんだよ！優しいんだよ！」と今、既に憧れ

の気持ちを抱いている我が子が、１年後、進級の

喜びを感じ今度は自分が少し年上のお兄さんお姉

さんとして接したい 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

万が一、学級編制が出来ない

ことが判明した際は、速やかに

該当園を希望されている保護者

へ通知し、他の区立幼稚園への

振替希望の意向を確認しており

ます。今後も同様に、保護者の

声を聞きながら、丁寧に対応し

てまいります。 

また、該当園の在園児に対し

ても、幼児教育の質が低下する

ことがないよう、教育活動に取

り組んでまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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 と言う気持ちの育ちを経験できなくなる。もしか

したら、少人数のこの学年だけで卒園式を迎える

かもしれない。そのことについては、どのように

考えているのか知りたいです。もしも人数が集ま

らず学級編制ができなかった園の在園児への対策

は何かあるのでしょうか。子供の通っている園も

そうですが、預かり保育の拡充がまだ実施されて

いない園に関しては次年度からではなく、もう少

し様子を見てから、対策していただけたらと思い

ます。 

幼稚園の先生方に対しては、人数の少ない今年

度の学年について、今後できうる対策を考えてく

ださっていること、親の不安や心配をご理解いた

だいていること、感謝しています。信頼してお願

いしたいと思っています。 

区としては、今年度の人数の少ない学年について

の対策、次年度以降学級編制が行われなかった園

の子供達の育ちへの配慮や対策は何かお考えなの

でしょうか。知りたいです。 

 

30 

出生数が減少している中、区立幼稚園の園児数

を増やそうとすると私立幼稚園や保育園の園児数

が減ってしまう。1 クラス当たりの適正園児数を維

持していこうとすると、いずれどこかがなくなっ

ていくことは否めないことだと思う。 

親としても集団生活を学ぶ場として幼稚園なり保

育園なりへ通わせるので、人数の担保はしてほし

い。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 

31 

3 歳児クラスの学級編制基準を 10 人以上とする

ことについて、通っている子供たちの気持ちや

個々のニーズが十分に考慮されていないように感

じます。学識経験者や各園とのヒアリングから得

られた意見を踏まえての基準設定であることは理

解しますが、実際に子供たちがどのように感じ、

どのような影響を受けるかについても慎重に考慮

する必要があると思う。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

引き続き、質の高い幼児教育

を提供できるよう、より良い園

運営に取り組んでまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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32 

この中間のまとめのデータはとても分かりやす

く、また充実していて、今後、区立幼稚園にとっ

ては、廃園の危機がより厳しく迫ってくるものと

残念な方向ではあるものの、一定の理解は出来る

と思います。とても区立園やそこに通う子、保護

者に寄り添って下さり、ありがとうございます。 

また、一方的に廃園を決定されるより、このよ

うに意見を募集してくださることが、区立幼稚園

にも寄り添ってくださっているなと感じました。

お弁当給食に、預かり保育の実施と、かなりの温

情をかけて頂いており、それでも人数が集まらな

い現状は、厳しい判断があっても仕方の無いこと

かもしれません。 

ただ、区立幼稚園の素晴らしさ、区立幼稚園に

しかない素晴らしさ(※)もある為、厳しすぎない

措置をいただけたら有難いです。(※幼小の連携、

インクルーシブ教育がかけがえのない区立幼稚園

の特徴と考えております) 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

33 

令和 7 年度から学級編制基準の見直しとして基

準を 10名以上とするそうですが、まだ時期尚早で

はないかと思います。預かり保育の全園実施や今

回のパブリックコメントの意見等を参考にした対

策を 1～3年程度実施してからの見直しのほうが良

いと思います。 

34 

現在、区立幼稚園で預かり保育を利用してい

て、すごく満足しています。以前、0 歳の頃にも就

労を考えて保育園に見学に行ったことがあります

が、幼稚園の方が教室や園庭(校庭)のスペースの

広さが圧倒的に広くて施設としてすごく良く、幼

稚園の授業内容も子供の創造性を伸ばしてくれて

すごく満足しています。保育施設が少ない中、廃

園にして使わなくなるのはもったいない施設だと

思います。 

2 歳児までを受け入れる小規模保育園などからの

転園を推進するなどして 10 園残して少子化対策の

一つとして利用価値を増やしてもらいたいです。 

預かり保育を 10 園に拡大するのは素晴らしいで

すが、「人数が 9 人以下で来年度の募集を停止す

る。そして 2年連続なら廃園を検討する」措置を始

める時期が R7 年度というのは早いのではないかと

思います。5 園での預かり保育が始まって 2 年。全

園で始まってすぐの段階では早いと感じ、保護者

に浸透するまでもう少し様子をみてもらいたいと

思います。 
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35 

廃園を検討する条件の実施が時期尚早と感じる 

預かり保育を現在おこなっている園と令和 7年度

から開始する園とでは、預かり保育実施園という

浸透率の違いがあるし、半年後には令和 7年度の募

集が始まるのに次年度より 10 名以下がクラス編制

可否基準というのは大変厳しい条件に感じるの

で、全園預かり保育実施がもう少しだけでも浸透

してから 10 名以上という基準を設けていただきた

い。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 36 

来年度からクラス編制基準を 10名にするのは時

期尚早であると思います。 

預かり保育があるとはいえ、知らない人も多い

し、知っていても 8 時半からでは仕事に間に合わ

ない為利用を諦めているという話も聞きます。突

然来年度から募集人数を 10名とするのは厳しすぎ

なのではないでしょうか。 

37 

来年から週 5 で 10 人という事が中間まとめで出

されましたが、平等性にかけています。まず日に

ちが足りない、半年後には入園を募集します。R3

から試行している 5園は 2年以上保護者、地域に浸

透してきたことを考えると、週 2で試行してきた園

との差はあきらかに違いがあります。もう 2年全園

で一律に週 5で 7人ですべきだとおもいます。何も

急ぐ事はないのでは。反発を買いお互い遺恨も残

ります。 
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38 

区立幼稚園の預かり保育実施、弁当給食の実施

はとても心強いです。働こうか迷っている中で、

どの園でも預かり保育があるというのは選択肢が

広がると思います。これまで預かり保育を実施し

ていた園は、園児が増加傾向にあるとありました

が、今後全園で預かり保育をはじめるとなれば、

今までより人数がバラけるようにも思います。 

募集時に 10 人以下となった場合に学級編制を行

わない、また 2年連続となった場合は閉園を検討す

るというのを、来年度から実施するのは早すぎる

と思います。 

区内の子持ち家庭に、預かり保育や弁当給食を

来年度から全園で実施していることを周知させる

までには時間がかかると思います。せっかく新し

く選択肢が増える中で、周知できずに閉園を迎え

る園があるのはとても悲しいです。 

1学年の編制が無くなった園はその翌年度も10人

を上回る可能性は低いと思います。特にここ数年

で子供を幼稚園に通わせようとしている親は、応

募したい園にもし人が集まらなかったら、どこに

入ればいいのかと不安な日々を過ごします。 

区立幼稚園で預かり保育を始めることを時間を

かけて周知されてから、閉園に向けて動いても遅

くないのでは無いでしょうか。11 月に願書の提出

があり、それまでに来年度の対象者に周知するこ

とは可能なのでしょうか？ 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

39 

令和 7年度から預かり保育を開始する園がある中

で、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10 名

としてしまうのは、時期尚早だと思います。 

40 

子供の出身園です。人数が減っていることは在

籍中から感じており、PTA としても新年度の新入園

児集めに、近隣へのポスターはりやチラシ配り、

地域行事への参加等かなり努力をしておりまし

た。それは、区立園に閉園をしてほしくないその

一心からです。当時から 7人の壁でさえ高く感じて

おりましたが、最低人数を引き上げることは閉園

に直結しかねない問題です。それなのに R7 年度か

ら実施するのは早すぎるのではないでしょうか。

まだまだ区立園で預かり保育や給食の実施が行わ

れていることが浸透していない中で、突然人数が

増えるとは思えません。 
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41 

幼稚園に入園するのにも小さい地域や学区で

は、その年によりバラつきが出たりするのではと

思います。今回、条件によっては 2年で閉園の決断

をする事は、本当にもったいない話ではないかと

思います。園によっては長時間保育をすでに 2年前

から開始して安定しているところがあったり、そ

うでない園もあったりのようで、一律に同じ条件

をつけてしまうと、入りたかった園が入園の年齢

には閉園してしまっているというような寂しい事

にもなりそうです。 

台東区の区立幼稚園と区立小学校の連携はとて

もすばらしいもので、もう少し長い目で見たご判

断ができるような、優しい条件にしていただける

と、さらにファミリーが住みやすいグローバルな

台東区になるのではと思います。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

42 

7 年度より預かり保育を全園で実施、週 5 回の弁

当給食を実施としていますが、令和 7年度入園児募

集分から学級編制基準の見直し適用としていま

す。 

これでは、ニーズへの検証をする時間があまり

にも短いと考えます。新しい施策を検証して、見

直しの猶予を設けて頂きたいと思います。 

43 

 

来年度から全園預かり保育が始まる旨を未就学

児を持つ保護者に周知徹底し、その後の入園状況

を見てから募集人数の基準について再検討をして

欲しい。周知する前に募集人数に制限をかけるの

は早いのではないか。 

44 

預かり保育実施が浸透・定着するまで閉園する

のは時期尚早だと思います。もう少し時間をかけ

て検討したほうが良いかと思います。 

45 

学級編制を令和 7 年度の園児募集時点、4 月時点

の人数で決めるのは時期尚早すぎます。これから

預かり保育全園実施、お弁当給食週 5実際などを行

っていくのに、その結果を今秋の募集人数ですで

に出すなんて早すぎます。 

もう少し浸透するまでの猶予期間を設けてくだ

さい。現時点での非拡充園と拡充園において不平

等な条件だと思います。 
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46 

通っている幼稚園や近くの幼稚園は人数少ない

状況です。預かり保育やお弁当給食が増えるのは

とても嬉しいですが、開始が来年度で、まだ未就

園児のお母様方の周知も得られていないのに、2 年

連続でとはいえ、来年度から可否基準が 10 名なの

は時期尚早な気がします。 

未就園児達が集まる場所などに告知なり周知し

て欲しいです。これで近くの幼稚園が閉園になる

と困ります。また、今は子供が少ない状況が続い

ていますが、これから先増える可能性もあるの

で、大幅な閉園は避けた方がよいかと思います。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
47 

令和 7年度から預かり保育を実施する園もあり、

周知も進んでいない中で令和 7年度からの募集人数

を基準に閉園等を決めてしまうのは時期尚早では

ないでしょうか。リフレッシュ目的での預かり保

育も令和 5年度から始まったばかりのため、知らな

い保護者の方が多いと思います。 

48 

募集時 9名でも開園時に 9名欠ける状況が、2年

連続の場合は閉園になると伺いましたが、この条

件を今年から長時間保育開始の園と、既に開始し

ていた園とを同一にするのは不平等だと思いま

す。ぜひ再決議して下さい。よろしくお願い致し

ます。 

49 

預かり保育実施が浸透・定着するまで閉園する

のは時期尚早、もう少し時間をかけて検討してく

ださい。よろしくお願いいたします。 

50 

預かり保育の導入は良いと思うが、全園で行っ

ていることが浸透しないうちに閉園が決まってし

まうと感じ、閉園に関しては時期尚早と感じる。 

51 

令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10 名と

してしまうのは、時期尚早と感じています。預か

り保育実施がもう少し浸透してから 10 名以上とい

う基準を設けたほうがいいと思います。 

52 

これから預かり保育を実施する幼稚園は、周知

に必要な時間も必要と考えられます。その為 7 年

度から 9 名以下で判断すると言うのは、時期尚早

ではないかと思います。 

53 

令和 7年度から預かり保育が始まるのに、それが

まだ浸透していないであろう同年から直ぐに 10 人

に満たない場合はクラスを開設しないというの

は、時期尚早ではないかと考えます。 
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54 

預かり保育の全園での実施は素晴らしいことだ

と思います。園児数が満たない場合の閉園に関し

て、条件が厳しいのではないかと感じます。数年

は様子を見てからではないと時期尚早と思いま

す。時期の見直しについてご検討お願いします。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

55 

令和 7年度から預かり保育が全園実施されるとは

言え、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10

名としてしまうのは、時期尚早だと思われます。

入園募集までに預かり保育実施の周知が完全に行

き渡るのも難しいと予想されるので、せめて令和 8

年度から 10 名以上という基準を設けて欲しいで

す。 

56 

令和 7 年度から預かり保育を開始する園がある

中、令和 7 年度のクラス編制から可否基準 10 名と

してしまうのは時期尚早ではないでしょうか。預

かり保育実施がもう少し浸透してから 10 名以上と

いう基準を設けるなりしていただきたい。 

57 

全園での預かり保育をスタートするのは令和 7年

からなので、もう少し預かり保育が浸透してか

ら、10 名以上という基準をもうけて欲しいです。

令和 7 年度から 10 名を 2 年連続で下回ると閉園を

検討するのは時期尚早だと考えます。 
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58 

子供が台東区の待機児童の状況が最も良く無い

時に、こども園、区立保育園にも入れませんでし

た。私共の子供は、私立幼稚園ではなく公立の大

正幼稚園に入園しました。親としては、長時間保

育をする保育園や私立幼稚園を選びたかったです

が、見学した子供の直感で大正幼稚園に決めまし

た。結果は、子供は小学校と連携した指導が出来

るので、併設した大正小学校へスムーズに通えま

した。一年生時に、身支度も学習姿勢において

も、一様に落ち着いて通学出来たと思います。 

子供が悩む時、幼稚園時代の先生を見かけて声

を掛けて頂くなどという環境は、子供にとっても

安心材料だったと実感しました。公立の幼児教育

指導の一番の強みだと感じます。現在では、給食

や長時間保育を実施する公立幼稚園も増えた事

で、5 年前が今の状況ならば、公立幼稚園の教育

を受けさせるが一択だと思います。心配なのは、

段階的に数園から始めた給食開始や長時間保育を

始めた事で、実施出来た幼稚園と後に残されて実

施が始まった園があるにも関わらず、入園者の数

が少ないと 2 年足らずで閉園を決めてしまう現行

は良くないと思います。 

条件が良い所に人が集まるのは市場原理なの

で、給食と長時間保育を実施してからの経過や園

児数の増加や保護者の意向確認を実施してから統

合閉園の判断をするべきだと思います。 

身体的にマイノリティがある方や公立でないと

通えない方も居ると思います。入園者数だけで閉

園などを決めずにきちんと精査してほしいです。

公立幼稚園における教育の質の高さは実感してい

ます。出来れば維持して欲しいと強く願います。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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59 

令和 5年に娘が区立幼稚園を修了しました。 

学級編制基準の見直しについて、共働きの家庭

が増えて預かり保育を利用しないと区立幼稚園へ

の通園が難しい子供たちが多い現状の中で、預か

り保育が全園で開始されるのは、本当にありがた

いと思います。 

多くの子供たちに区立幼稚園の素晴らしい幼児

教育を体験してもらいたいと考えるなかで令和 7年

度のクラス編制から可否基準を 10 名としてしまう

のは、時期尚早ではないかと思います。預かり保

育実施をきちんと浸透させてから 10 名以上という

基準を設けるなりして欲しいと思います。 

幼稚園近隣の保護者が、区立幼稚園での預かり

保育について認識できずに利用したいと思った時

に募集停止や廃園という事態にならないようしっ

かりと周知していただきたいです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

60 

学級編制基準の見直しについて、令和 7年度入園

の募集時点で 10 名以下であれば令和 7 年度の編制

はありません。とありましたが、そういった情報

を未就園児の母親が集まる場所や、募集案内時な

どに早めに伝えるべきかと思います。 

未就園児の母親ならこういった情報を出来るだ

け早く知りたいのではないでしょうか。 

現在、在園している方々も、急に来年度入園の

希望者が少なかったので編制なし。と言われたら

不安になると思います。 

学級編制基準の見直しに関して、令和 7年度から

ですと少し早いかと思います。 

61 

長男が区立幼稚園でお世話になり、とても充実

した園生活を送ることができました。今後次男も

入園を控えているところで、全園で令和 7年度から

預かり保育を開始されることはとても有難いで

す。ただクラス編制の最低人数を 10 名としてしま

うのは、時期尚早ではないかと思います。預かり

保育実施が浸透し、今後の入園人数の状況をみて

から基準を決めることを希望します。 

62 

全園の預り保育開始後、預り保育が地域に浸透

してから、10 名以上の基準にするべきではないで

しょうか。 
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63 

令和 7 年度から全園預かり保育が始まるとある

が、浸透するには時間がかかるはず。実施年度か

らの入園児数を参考にするのは早すぎる。 

令和 4年度から預かり実施の園も令和 6年度にや

っと浸透してきたようなのに急に実施年度からの

人数を参考にするのでしょうか。時期見直し希

望。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

64 

預かり保育を始める年に可否基準を適応してし

まうのは、預かり保育の認知が進む前に、閉園に

なってしまう可能性があるのではないでしょう

か。可否基準の、適応は数年様子を見ても良いの

ではと思います。 

65 

公立の幼稚園に通っています。今後閉園の可能

性がある為、もどかしさを感じています。来年度

からは急すぎるかと感じます。預かり保育実施が

もう少し浸透してから 10 名以上という基準を設け

てほしいです。 

66 

 

令和 7 年度から預かり保育を開始する園がある

中で、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10

名としてしまうのは、乱暴な気がする。預かり保

育や弁当給食実施の周知をもっとしてほしい。 

67 

共働きが多くなり幼稚園の役割も変わって来て

いる事と思われます。子育て世帯、地域全体にこ

んな取り組みをしていますよともっとアナウンス

して区立幼稚園の良さを知って頂き、結果は 2-3

年では浸透しないと思うので 1 年以内に人数が満

たなかったら廃園だったとしたら反対です 

68 

区立幼稚園に 2 人の子どもがお世話になりまし

た。担任以外の先生方からも声をかけてもらった

り、園長先生にも気軽に子育て相談ができ、とて

も良い環境でした。 

区立幼稚園は少人数だからこその教育力の高さ

が魅力だと思います。 

令和 7年度からの預かり保育を開始する園がある

中で、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10

名としてしまうのは、時期尚早であると思いま

す。預かり保育の実施が浸透してからの基準を設

けた方が良いと思います。 
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69 

田原幼稚園に息子が在籍している者です。 

先日は幼稚園までお越しいただき、今後の対応

についてのお話をありがとうございました。真摯

なお姿を見て、安心感と感謝の気持ちでいっぱい

です。その場でも質問させていただきましたが、

他の内容も送らせていただきます。 

・クラス編制を 10名からと基準を改めるそうで

すが、これから預かり保育を始める園もあるので

時期尚早なのではないでしょうか？園が少なくな

っては、更に幼稚園の需要が減ってしまうのでは

ないかと懸念しています。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

 

 

 

70 

「中間のまとめ」及び「概要版」を拝読致しま

した。p.28に記載の通り 

区立幼稚園は幼児教育の本質を丁寧に実践して

きた歴史があり、現在もその重要性は全く変わっ

ていないこと 

様々な子供の受入れを行っており、どんな子供

であっても等しく大切に育てられる権利を保障す

る、重要な就園先となっていること 

この 2 点において、地域に区立幼稚園が存在す

ることの意義・重要性は他では変え難いものとな

っております。保育園、私立幼稚園が重要な社会

インフラであると同時に、区立幼稚園は地域の幼

児教育の質を支える大切な使命を担っており、廃

園ありきの方策ではなく、存続のために力を尽く

していただきたいです。そのためには、「令和 7年

度からの学級編制基準の見直し」の案を見直して

いただきたいです。預かり保育の全園実施開始と

同じタイミングで学級編制基準の引き上げが行わ

れるのは時期尚早で、区立幼稚園でも働きながら

子供を通わせることができる事実が地域社会に十

分に認知された後に初めて、学級編制基準の引き

上げを考えていただきたいです。 

71 

来年度から預かり保育を全園実施とのことです

が、10 人以下であればいけないことや 2 年人数下

回れば閉園も急すぎる。もう少し段階を踏んで考

えていただきたいです。歴史ある園を簡単に閉園

に持ち込む、持ち込みたいとも受け取れる内容に

は不信感を抱きました。再度、閉園という選択肢

が無く各園を存続させるべく取り組みを検討して

いただけるようお願いしたいです。 
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72 

現在、台東区の区立幼稚園に通っています。入

園時より、週 5日の給食、預かり保育の実施、リフ

レッシュ目的の預かり保育利用が可能…と、保護

者のニーズに対応していただき、皆様のご尽力に

深く感謝しております。この度の対応案につきま

して、今後の区立幼稚園の教育をより良くする為

のものだと承知しておりますが、僭越ながら私の

意見を申し上げます。 

来年度からクラス編制基準を 10 名にするのは時期

尚早なのでは？ 

来年度から全園で預かり保育実施予定ですが、

そのことをまだ知らない人も多いはず。それなの

に来年度から募集人数を 10 名とするのは厳しすぎ

なのでは？もっと区民の方に区立幼稚園について

周知をし、預かり保育についての情報等が浸透し

てから、募集人数の基準について再検討をお願い

したいです。保育園や私立幼稚園との兼ね合いも

あり、区立幼稚園だけ…というのは難しい事も

多々あるとは思いますが、ご検討いただけますと

幸いです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

73 

令和 7 年度から全園預かり保育が始まるとある

が、浸透するには時間がかかるはずなので、実施

年度からの入園児数を参考にするのは早すぎると

思う。 

令和 4 年度から預かり実施の園も令和 6 年度に

やっと浸透してきたようなのに急に実施年度から

の人数を参考にするのは早すぎるのではないかと

思う。 
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74 

区立幼稚園に通う子どもがいます。来年度に下

の子も入園する予定です。その立場から意見致し

ます。 

地域の子育て支援活動や預かり保育全園実施な

ど、とてもよい対応だと思いました。仕事もした

い、子供との時間もたくさん取りたい、色々な家

庭のニーズに対応できる素晴らしい、新しい幼稚

園になることを期待します。 

しかし、来年度から 3歳児クラスの学級編制基準

を 10 名に変更すること、4 月時点で 10 名を下回る

場合は翌年度の学級編制を行わないことについて

は、まだ時期が早いと考えます。理由は以下の 3つ

です。 

①周知期間の短さ 

例年区立幼稚園の申込みは 11 月です。今から

「今後の対応」を周知してももはや半年もなく、

改善点を含めた区立幼稚園の良さを知ってもらう

のに十分な期間と思えません。 

また、広報誌や SNSの情報発信も良いですが、実

際に園を利用している人の生きた声(口コミ)も園

の選択には重要だと思います。来年度から実際に

預かり保育等を利用し、現在通っている園の良さ

を周りに伝えたくとも、基準に達せず入園できな

かった場合、それすら不可能になり、とても悔し

いです。 

②来年度入園の家庭に「今後の対応」が影響し

にくい可能性 

来年度に入園を控える家庭で、この時期に全く

進路を考えていない家庭は少数で、幼稚園か保育

園かくらいははっきり決めている方が多いと思い

ます。そんな中「今後の対応」を知り、急に保育

園から幼稚園にシフトできるのか。そんな方もき

っといらっしゃると思いますが、それを来年度入

園の方に求めるのは難しく、来年度に入園者数が

大きく変わることは稀であると思います。「今後の

対応」は来年度よりもっと先に入園を控える家庭

により影響するものと考え、従って学級編制基準

を来年度から引き上げてしまうのは早いと考えま

す。 

 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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③先行して預かり保育を行なっていた園の優位

性 

一部先行して預かり保育を行なっていた園にこ

こ数年は園児が集中し、周辺の園が園児獲得に苦

戦を強いられています。すでに上の子が入園して

いれば、下の子も同じ園にと言う家庭が多いでし

ょうし、そうなれば先行して預かり保育を行なっ

ていた園は依然有利です。全園等しく預かり保育

を行い、定着したのちでないと全園は対等でな

く、不公平が生じます。 

以上の点から、来年度から 3歳児クラスの学級編

制基準を 10 名に変更すること、4 月時点で 10 名を

下回る場合は翌年度の学級編制を行わないことに

ついて反対です。 

データを見て、区立幼稚園を取り巻く環境につ

いては理解できました。今後も園児獲得には厳し

い状況が続くことと思います。そんな中でも、地

域の区立幼稚園に行きたいという家庭はありま

す。そんな家庭のために、またそういった家庭を

増やすために、区立幼稚園には窓口を広く持って

いて欲しい。 

「今後の対応」は特効薬ではなく、運用するう

ちに一定の評価を得、じわじわと効果がでるもの

と思いました。まずは全園預かり保育実施など

「今後の対応」で改善された内容にて運用し、今

後数年の園児数の伸び率と運用した中での問題

点・改善点を踏まえた上で、改めて学級編制基準

を検討することを強く求めます。 
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75 

コロナ禍をへて社会の生活様式が変化、国も子

育て世代にも両親に仕事をする事を推奨する世の

中において服部区長がおっしゃっている子育てす

るなら台東区、幼稚教育の大切さを再認識して欲

しい。 

預かり保育を開始する園がある中で、令和 7年度

のクラス編制から可否基準を 10 名としてしまうの

は、10 名と言う基準は何を根拠にしているのか、

また実施するなら時期尚早ではないでしょうか。 

預かり保育実施がもう少し浸透してから可否基

準の人数の再考して何人以上という基準を設ける

なりして欲しい。 

幼稚園は義務教育ではないけど現代社会におい

てはとても重要です。 

また区は区立幼稚園でも共働きでも通園出来る

様に子育て世代に周知また対応出来る様にして欲

しいです。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

具体的には最低 5人の集団が

複数、少なくとも 2グループ作

れることで、5人の中での関係

性に加えて、さらにグループ間

相互の刺激や協力が生まれ、よ

り良い集団教育につながると考

え、10人以上と設定しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

また、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

9年度入園分からの適用と変更

します。 

76 

全園預かり保育が実施できると安く預けて働き

たい人に人気の区立子ども園以外でも選択肢が広

がるのは良いと思う。区立、私立、または保育園

も園児が分散される可能性もありますが、令和 7

年度から最低 10名以上でないと閉園を検討するの

は預かりの世間への認知が、充分でないと思うの

でまだ早いのではないかと思う。保育士が 14時以

降担当することや料金の違いや PTA の活動内容な

ど認知してもらえてから基準を設けたらいいので

はと思う。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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77 

来年度からクラス編制基準を 10名にするのは時

期尚早であるのではないでしょうか。来年度から

全園で預かり保育実施予定ですが、そのことを知

らない人も多いと思います。また始まってから知

れ渡るのにも数年かかると思います。それなのに

来年度から募集人数を 10名とするのは厳しいと感

じます。質のいい教育のための人数設定は専門家

の先生のご意見であり、ごもっともだと思います

が、もっと区民の方に区立幼稚園について周知を

し、預かり保育についての情報等が浸透してか

ら、募集人数の基準について再検討をお願いした

いと思っています。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

78 

来年度から全園で預かり保育を実施することと

クラス編制の人数を 10名以上に引き上げることを

同時に行うことには断固反対です。 

先に預かり保育を実施し、その情報が子育て世代

全てに浸透して、保育園と幼稚園どちらに入園さ

せようか、と選択肢が広がるまでクラス編制の人

数を引き上げるのは時期尚早だと思います。 

79 

千束幼稚園に子どもを通わせていて、感じたこ

とは公立の幼稚園の教育内容はとても良いと思う

ので、出来たらこのまま存続してほしいです。 

来年から毎日延長が始まるとの事なので、そこか

らしばらく周知して子どもの人数が増えるまで様

子を見てほしいです。 

80 

慣れてから預かり保育をスタートさせる方もい

ると思いますので、預かり保育の実施年度からの

入園児数を参考にするのは少し早いのではないか

と思います。 

そもそも預かり保育についてのアピールが少ない

と思うので、さあ実施しました…さあ検討しまし

ょうでは早すぎると感じます。2～3 年は検討期間

があるべきかと… 

81 

1 学級編制基準の見直しについて：令和 7 年度か

ら基準を 10 人以上とするのは同年度から預かり保

育を開始する園がある中で時期尚早かと思いま

す。 

 

82 

令和 7 年度から預かり保育の全園実施等が始ま

るとのことですが、それらが周知されるにはある

程度時間がかかるかと思います。そのため令和 7

年度より学級編制の基準を 10人としてしまうのは

時期尚早ではないかと感じます。 
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83 

来年度、区立幼稚園全園で預かり保育が拡大す

るということで大変嬉しく思います。 

ですが、それに伴いクラス編制の最低人数が 10

人というのは、かなり厳しいのではないでしょう

か。 

来年度から預かり保育がスタートする園がある

中で、最低基準が 10名にしてしまうのは急ぎすぎ

ではと思います。 

もし 10名を 2年連続下まわってしまい、閉園の

幼稚園が出てしまったら、区立幼稚園に通わせた

くても近所になくなってしまい、遠くまで通わな

くてはならない状況が出てきてしまいます。 

折角預かり保育やお弁当給食があっても保護者

にも園児にも負担が大きくなることと思います。 

もう少し預かり保育があること、お弁当給食があ

ることが広まってから最低基準 10名としてほしい

です。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

84 

保育園利用で悩んでいたところ、たまたま預か

り保育のポスターをみつけ、共働きでも幼稚園へ

通わせられると知ることができ、いま、のびのび

とした敷地で豊かな経験ができる幼稚園教育にと

ても満足しています。幸運だったと思います。そ

のため、預かり保育が他園でも広く実施されるこ

とは素晴らしいことだと思いますが、同時に、閉

園条件が厳しくなるタイミングが近いのが、疑問

に感じます。というのが、私たちはたまたま保育

園利用に悩んでいたから小さなチラシの情報もキ

ャッチでき、そしてチラシを見つけたのは幸運だ

ったと思います。これからは幸運だから入れた、

というのではなく、幼稚園教育と預かり保育が周

知し、純粋に保育園か預かり保育のある幼稚園

か、子供を持つ親さんたちが知っていて選べるよ

うになる状態で、閉園条件が変わるのが良いので

はないでしょうか。 

85 

区立幼稚園の預かり保育がまだまだ浸透してい

ない中、可否基準を 10名にしてしまうのは時期尚

早だと思います。 

86 

10 人を切ったら閉園などを考えるには時期が早

すぎると思います。台東区に住んでいる幼稚園児

の数が減っている事に、対策をしてからだと思い

ます。 
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87 

小学生の我が子は公立幼稚園出身です。地域と

の繋がりと保護者の雰囲気が良く、良い思い出し

かない幼稚園に 4 歳差 6 歳差の妹弟が通っていま

す。妹弟はここに入るのが当然かのようでした。

令和 7 年度から預かり保育を開始する園がある中

で、令和 7年度のクラス編制から基準を 10名とし

てしまうのは、少々時期が早過ぎるのではないで

しょうか。2歳差 3歳差が多い兄弟枠のことを考え

ると、2年後 3年後に入れたい。でもそこで弟妹が

同じ園に入れないというのは保護者にとってあま

りに負担であり、せっかく入れたかった園に絶望

すると思います。また、万が一定数が少なくクラ

ス編制をされなかった園に、親は我が子を預ける

場所の対象にするでしょうか。是非とも預かり保

育実施がもう少し浸透(まずは 3 年経過)してから

10名以上という基準を設けていただきたいです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

88 

台東区に住む子どもたちや子どもを持つ家庭の

ために様々ご検討いただきありがとうございま

す。区立幼稚園において、預かり保育や給食が始

まり以前より選択肢が増えたこと大変うれしいで

す。同じ小学校に通う保護者から、預かり保育が

利用しやすくなり、小学校の保護者会や PTA 活動

の際など仕事以外の用事のときでも下の子を預け

ることができとても助かっていると話を聞きまし

た。令和 7 年度からは全園で実施ということでよ

り助かる方も増えるのではと期待しています。 

ただ、今後の対策の部分で気になることがありま

す。「令和 7年 4月、令和 8年 4月と 2年連続で、 

4 月時点で 9 名以下の場合は、翌年度（令和 9 年

度）の学級編制は行いません。」という点につい

てです。令和 7 年から全園で預かり保育が始まる

のに、存続の可否基準を令和 7 年からとするのは

ちょっと早すぎませんか。なぜ同年なのでしょう

か。全園で預かり保育が始まるということをもっ

と周知し、その上で希望者が少なかったら、とい

うことなら理解できるのですが、令和 7 年、令和

8年の 2年連続で 9名以下の場合は学級編制なしと

いうのは時期尚早と思います。 
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89 

令和 3,4 年度と台東区立幼稚園 PTA 連合会の会

長を務めてきました。その中で、やはり拡張型預

かり保育が始まった 5 園と始まらなかった 5 園

（石浜橋場こども園を除く）で色々と差が出てき

たように感じました。試行期間 2 年が過ぎ、ある

程度効果が見えてきたおかげで、来年度から全 10

園で始まるのは大変ありがたく思います。コロナ

前とコロナ禍～コロナ後では保護者の働き方のス

タイルなども大きく変わり、区立幼稚園に対する

ニーズが変わってきました。 

清島幼稚園で説明会を開催していただいた際に

伺った話でもありますが、試行期間が 2 年間あっ

た 5 園はそれなりに認知されてきたように感じま

すが、来年度から始まる残りの 5 園に関しては、

まだまだ周知がされない状況になるかと思いま

す。学務課の方々も色々な場所に告知していただ

けるとおっしゃっておりましたが、その期間の差

はかなり大きいと思います。（保育園とは違っ

て、延長保育は有料という課題ももちろんあると

は思います。） 

10 月頃から令和 7 年度の園児募集が始まるかと

思いますが、それまでの期間を考えてもどれだけ

来年度年少クラスに入る対象の親子に周知した

り、その対象となる親子が園を検討したりできる

のか非常に不安です。年少クラス開設の最低ライ

ンの条件が底上げされ、どの園もかなり厳しくな

ってくるとは思いますが、このような状況で条件

に満たなかった場合、あくまでも検討ですという

お話しではありましたがクラス開設しない、2 年

連続の場合は廃園を検討するというのはかなり厳

しいと思いました。せめて試行期間を延長保育の

施策同様 2年見てもらいたいです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

90 

学級編制基準の見直しについて、少子化が進む

現在、致し方のない妥当な基準だと感じます。

が、来年から施行するには時期尚早すぎないかと

感じました。全園預かり保育実施がもう少し浸透

してからこの基準で実施、検討しても良いのでは

ないかと思います。 
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91 

学級編制基準について、令和 7 年からクラス編

制基準を 10人にするのは早すぎるのではないので

しょうか？ 

全園預かり保育を開始するのはとても喜ばしい

ことではありますが、同時期にとなるとまだ預か

り保育が全園でできることを知らない方もいるで

しょうし、知らない場合、もともと預かりを実施

している園しか考えていない方もいるのではない

でしょうか？せめてあと 2、3年、全園で預かり保

育や弁当給食の実施などをしていることを周知、

浸透してから考えていただけないでしょうか？ 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

92 

学級編制基準の見直しについても、預かり保育

全園での施行をしてからもう少し様子をみてはい

かがでしょうか。特に区立幼稚園の預かり保育に

ついて、保育園利用者は情報が取得されにくいよ

うに思います。保育園の案内通知の中に記載いた

だくなど預かり保育についてももっと広報すべき

と思います。区立幼稚園で子供が質の高い幼児教

育をうけ成長が著しいことを思うと、もっと多く

の方に区立幼稚園の存在をしってもらえれば、人

数の拡大にもつながると思います。区立幼稚園の

教職員の方々は高い志をもって職務にあたってい

ただいています。どうかその方々の思いを大事に

し働く場の維持をお願いします。 

93 

預かり保育(定期利用)が浸透していない中、令

和 7 年度から預かり保育を開始して令和 7 年度の

クラス編制から基準を 10名としてしまうのは、あ

まりにも時期尚早ではと感じる。告知から 5 ヶ月

ほどで入園申し込みが始まるのに、保護者として

入園を判断する材料として不十分では。実際、預

かり保育実施が始まり数年後に入園者が増えた園

もみられる。数ヶ月の告知のみですぐにこの 10人

というクラス編制基準により学年編制が行われな

い場合、次年度の入園数が増えるとは保護者とし

て到底思えない。また兄弟姉妹で同じ幼稚園に通

園を希望する場合、万が一クラス編制が行われな

い場合の説明や対応策が不十分と感じる。 
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94 

現在 5 園で実施されている預かり保育を令和 7

年度から全園で実施いただけることにとても感謝

します。しかし令和 7 年度から預かり保育を開始

する園がある中で、令和 7 年度のクラス編制から

可否基準を 10名としてしまうのはあまりにも時期

尚早ではないかと考えます。少なくともこれから

実施する園の預かり保育がもう少し浸透してから

基準を設けるなりしていただきたいです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

95 

令和 7年度から預かり保育を開始する園がある中

で、令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10 名

としてしまうのは、時期尚早ではないかと思いま

す。預かり保育実施がもう少し浸透してから 10 名

以上という基準を設けるなりして欲しいです。 

96 

2 年連続でクラス編制最低人数を下回った園につ

いては、閉園を検討とありましたが令和 7年度から

預かり保育を開始する園がある中で、同年度のク

ラス編制から可否基準を 10 名としてしまうのは、

時期尚早ではないでしょうか。（20 人近くの園児の

担任が 1人では目が行き届かない不安もあります） 

近くの公立幼稚園に通いたいと考えている家庭

には台東区に転入する際には知りたい情報かと思

います。（未就園児の親だけでなく、子どもを希望

する家庭も） 

預かり保育実施がもう少し浸透してから基準を

設けてもよいのではないでしょうか。集団教育の

質を保つためとはいえ、単に閉園ではなく統合な

り残せる形を検討していただきたけることを希望

します。 

97 

令和 7 年度より預かり保育が実施される園があ

る中で、預かり初年度より可否基準を 10名として

しまうのは時期尚早であると考えます。 

98 

令和 7 年度より預かり保育（定期利用）を全園

で実施については、保護者のニーズも高く、今後

の入園希望者の増加にも繋がると思うので、ぜひ

実施していただきたい。しかし、閉園が検討され

る 2 年間ではそれが周知されない可能性もあるの

で、預かり保育（定期利用）実施から閉園までも

う少し期間を設けてほしい。 
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99 

台東区 HP にある「台東区の将来人口推計につい

て」にあるように、今後台東区の人口は増加傾向

にあると予測されています。新しいタワーマンシ

ョンの乱立による人口増加により、隣接区の小学

校では教室が足りないケースもあると聞きます。

谷中小学校が現校舎に建て替わった際、谷中は人

口が減少すると予測され、校舎はいずれ高齢者施

設へと転換させる予定だった頃の未来予想図とは

大きく異なることは言うまでもありません。 

また、労働人口の減少や円安の影響などから、

暮らしやすい台東区での外国人人口の増加が見込

まれます。区立幼稚園では、入園時には日本語が

できない子供が修了時にはクラスの一員として、

堂々と言葉を操れるようになっています。また、

配慮が必要な子供は、大人数の幼稚園では入園拒

否をされることもあると聞きますが、区立幼稚園

ではきめ細かく対応することができます。先生方

も時代に即した教育の実践のために、色々な研修

を受け、その学びを日々の保育の場に活かした

り、保護者に伝達しようと努力してくれていま

す。多種多様な背景を持つ子供たちの保育の受け

皿になると同時に、それ以外の子供達にとって

も、当たり前の様に様々な個性の中で成長するこ

とが、未来を生きる力を育んでくれています。こ

のような実践力をすでに備えている区立幼稚園を

存続させていくことは、今後の社会にとって大切

なことです。そのため、資料 P.23 にある様な学級

編制基準 10 人以上との提案は、預かり保育やお弁

当給食など、導入後まだ日が浅い保育サービスに

対する認知度がもっと上がった後に検討していた

だきたいと要望します。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

100 

学級編制基準の見直しについて、"質の高い幼

児教育"を目指すという点で基準を見直されてい

るという事は理解致しました。それでも学級編

制、閉園の条件が少し厳しいように思います。全

園での預り保育、弁当給食の実施が始まり、3 年

は今までと同じように、その後、また見直す様会

があっても良いのではないかと思います。実際に

経験した親子がどうか、検証する時間が必要なの

ではないかと思います。 
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101 

令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10 名と

するとありますが、対象の区民へ全園で預かり保

育を実施することや、給食実施などの情報が行き

届くか疑問です。今と変わらない周知方法では 1年

では短すぎると思います。台桜幼稚園の延長保育

もまだまだ知らない方も多い状況なので、まずは

子育て世代への PR が第一だと思います。ご存知の

通り台桜幼稚園も預かり開始後 3年で少しずつ人数

が増えています。情報が浸透するには時間がかか

ります。ご検討お願いいたします。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

102 

昨今、区立幼稚園の入園数は年々減少しており

閉園の危機との瀬戸際で存続してる状態といって

も過言ではないのではないか。我が子は皆区立幼

稚園に通わせていた。子供らしく伸び伸びとした

幼児教育、経済面、小学校入学、未就園児の会か

ら通っていたこと、近所ということや子供の親が

通園していたことで迷わず区立幼稚園の入園を希

望した。1 番下の子は年少クラスが開室するか厳し

い学年であった。 

数年前から一部の幼稚園で預かり保育や給食が

実施され、入園希望する保護者の増加と同時に在

園する保護者や卒園保護者、先生方は毎年入園募

集時には不安や緊張感をもたらし、年少クラスが

開室できた時には存続の安堵感と喜びでいっぱい

だった。そんな同じように思う園はたくさんあっ

たのではないだろうか。 

令和 7年度からは全園で預かり保育や給食が始ま

る。同時に年少の最低人数が 7 名→10 名で集まら

ないと開室出来ない話があがっているが、先日の

文教委員会で令和 2年度をピークに区内の子供の人

数が減少している話を聞いた。これから預かり保

育が始まる園もあり少しずつ浸透している最中、

なぜ来年度から 10 名に増加させたのか、満たない

場合開室されない、2 年連続満たない場合は閉園に

なるのか、早々に決定した理由を聞いみたいと思

うし、これから預かり保育が実施始まる園もある

ため時期尚早ではないでしょうか。 
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103 

3 歳児クラスの学級編制基準を 7 名以上から 10

名以上にする、2年連続で 9名以下の場合翌年度の

学級編制は行わないという案に関してですが、台

東区では、令和 3年・4年から預かり保育を一部で

拡充されたようだが、昨今では、共働きの夫婦が

多くなっており、預かり保育がない場合、保育園

に入園せざるを得ない状況かと思いますが、預か

り保育を拡充した以上、今の時点で、判断するに

は、時期尚早ではないかなと思います。 

実際に、今年度 3 歳クラスは人数が増えてきて

いるように思います。保護者が保育園以外に選択

肢を広げるまでにまだ時間が必要かと思います。

また、保護者としても、小学校を見据えての教育

や学区内で預けられること、幼稚園の高い教育レ

ベルは安心して子供を預けられる環境として、親

も仕事に専念出来、有難い場所だと思います。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

104 

保育園との入所者が増加している現状をみる

と、区立幼稚園にも長時間のあずかり保育をすべ

ての区立幼稚園で実施すべきである。先行してあ

ずかり保育を行った 5 園と比較するとまだ実施し

ていない区立幼稚園の入園児数は、少ないことは

あきらかである。この現状を鑑みると長時間あず

かり保育を導入した初年度では 3 才児クラス学級

編制基準をみたす事は困難である。その為先行し

て行った 5園と同等程度の猶予期間(2年～3年)を

設けるべきである。就学前の教育保育の質の向上

に資する区立幼稚園の幼児教育は今後も社会にと

って必要不可欠である。 

105 

学級編制基準の見直しについて R7年度の入園児

の募集分から学級編制基準を引き上げるのは時期

尚早ではないかと思います。預かり保育の実施が

しっかりと広まってから検討してほしいです。 
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106 

今回、区立幼稚園、全園あずかり保育 5 日間と

れるという事で、大正幼稚園に通っている保護

者、喜んでおります。ただ、来年から 10人以上入

園しなければ、休園するかもしれない条件を知り

ました。先にはじめた 5園は、2年のおためし期間

があって、今、10 人以上園児確保できているの

で、来年からあずかり保育する園も 2 年のおため

し期間をいただかないと、不平等だなと感じまし

た。私は、4人子どもがいて、上 3人は大正幼稚園

で育てていただき、下の子も今年から入園してい

ます。あずかり保育があるから保育園ではなく、

幼稚園にあずけて、働きながらでも、子供の教

育、育ててくれる園にたくさん入園して下さる事

を願います。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和９年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

107 

昨今の少子化の中、幼稚園存続をかけてのご検

討ありがとうございます。一卒園児の母として、

全園で預り保育とお弁当給食を実施して頂けると

のこと、非常にありがたく、嬉しく思います。一

方で、来年度からクラス編制可否基準を 10名とす

るのは時期尚早ではないでしょうか。数年前に預

りが導入された 5 園にここ数年は入園児が偏重し

ています。この事実を前に、来年度から導入され

る園にまで同等に可否基準を適用するのは、テス

ト導入していた５園に対し不利なように思いま

す。テスト導入から数年経ての今回の検討案であ

ることから、全園導入から同程度期間様子を見て

から、閉園検討に向けての施策を実施していただ

きたいです。 

108 

6月に最終案がまとまり、11月上旬に入園申込が

あるのに、4(2)の学級編制基準の見直しを行おう

としている点について。最長でも 5ヶ月しかない上

に、「周知する」という言葉に終始しており、考え

の甘さを感じた。人によっては、働き方の見直し

や会社との調整も発生する内容であり、入園希望

があっても準備がまにあわない(故にあきらめる)

こともあるように思った。また 7、8 月は長期休み

となり、幼稚園側からのアプローチも難しい期間

となる。4(2)については今後の課題ではあれ、時

期尚早のように思われる。 
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109 

預かり保育の拡充によって、幼稚園の使い勝手

が良くなると感じたが、すぐに園児の人数を理由

にした廃園の可能性を示唆することは、非常に遺

憾である。現時点で通っている幼稚園児が年下の

子との交流の機会を奪いかねない。また、地域の

幼稚園の距離の近さは親の負担軽減に直結するた

め、預かり保育の一律実施の影響を見るためにも

兄弟の影響が少なくなる 4 年間は様子を見るべき

と思う。 

仮に幼稚園が廃園となる場合には、家庭の希望

があれば兄弟共に同じ教育施設に入れるような手

当が必要だと思う。兄弟が別々の施設に通うこと

はその家庭の負担がとても重く、家庭が崩壊しか

ねないです。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

万が一、閉園を検討する際に

は、0～5歳の就学前人口や周辺

の幼稚園の分布状況等、様々な

データを基に総合的に判断いた

します。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

110 

様々な方策(確保のための)をとった上での学級

編制基準の見直しは止むを得ないものと考える。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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111 

・万が一募集停止になった場合に入園希望してい

た方の行き先について：兄姉がまだその園に在園

しているとき兄姉・弟妹が別の幼稚園に行くこと

は大きな負担であり、そのために兄姉が転園する

ことは子供にとって大きな負担になります。その

場合、どのような措置がとられるのか 

・特別支援を必要とするお子さんが通いやすいと

選択した幼稚園が募集停止になった場合、通園し

やすい幼稚園がない、遠くなり大変等が生まれる

可能性があることに対してどう対処していくか 

新たな学級編制基準の適用に

ついて、預かり保育（定期利

用）非拡充園に対しては経過措

置を設けますが、その他の特例

要件を設けることは検討してお

りません。 

また、現在も、募集時に定員

に達していない園があった場合

は、該当園を希望されている方

に対して、他の区立幼稚園への

振替希望の意向確認を行ってお

り、今後も同様に対応してまい

ります。 

万が一、学級編制が出来ない

場合に、どういった対応が取れ

るか、頂いたご意見も参考に、

検討してまいります。 

112 

・小学校の学区外と知りながら、よりよい、ベタ

ーな幼稚園選びをする人もいる。校庭の環境(日あ

たりのよさ)、ひらけた雰囲気(関わったり挨拶し

たりする先生の多さ、遊べる場所、質問しやすい

雰囲気か)外的要因によらない自主的な活動や園の

魅力について語れる先生たちか、実際に通わせた

いと思える園は 1つだけだったので、人数が足りな

かったらどうしようと入園が確定するまでは辛い

気持ちになった。現在、通いたいと思っていた園

に行くことができ、親子共々充実した毎日をすご

せている。学級編制するかどうかの検討も、数だ

けにとらわれず、総合的に判断すべきである。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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募集で定員割れした際の子供たちの行先はどう

お考えでしょうか？ 

区立幼稚園は、文章にもあった通り、外国籍の

子や、障害のあるお子さんも多く通っていらっし

ゃいます。その子たちは、特別な配慮ができない

私立幼稚園で受け入れて貰えないという就園への

ハンディキャップがあります。ハンデのあるお子

さんや、その保護者が社会から断絶されてしまわ

ないよう、ご配慮願います。(例えば近隣の幼稚

園、保育園などで、区立幼稚園が開園できないせ

いで溢れてしまった場合に、預け入れ、加配が可

能なのかをきちんと検討していただきたいです。) 

また、インクルーシブ教育という面で、色々な

背景の子供たちが育ちあう区立幼稚園は、ハンデ

のある子にもない子にも、素晴らしい学習の機会

があると思います。開園しない基準が厳しくなる

為、そういった機会が失われていくのではという

ことはすごく残念に思います。 

預かり保育の全園展開などは新たな希望者の獲得

にとても良いと思いますが、元から希望者の少な

い園は預かりがあっても希望人数が増えていない

現状があります。いっその事廃園などもお考えな

のか、お聞きしてみたいです。 

現在も、募集時に定員に達し

ていない園があった場合は、該

当園を希望されている方に対し

て、他の区立幼稚園への振替希

望の意向を確認しております。

今後も同様の取り扱いで対応し

てまいります。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

114 

現状も、7 名集まらなかった園は年少クラスを編

制しないというルールだが、実際は 6名以下でも年

少クラスが編制できてしまっている。人数を 7から

10 に引き上げたところで、同じことが起こるので

あれば意味がない対応だと思う。 

現在は「募集時に 7 名以上」

という基準で運用しており、募

集時に基準を上回るため、学級

編制を決定しておりますが、そ

の後保育園への入園等による辞

退のため、年度当初時点で 7 名

を下回る園が出てきています。 

今後は、3歳児クラスの学級

編制基準を 10人以上とし、「募

集時に 9名以下の場合」や、「2

年連続で、4月時点で 3歳児が 9

名以下の場合」は翌年度の学級

編制を行わないこととして、一

定の園児数が確保された環境が

整うよう努めてまいります。 
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子供は社会の宝なので幼児教育は何よりも重要

と思っています。・「令和 7年度から募集時点で 3歳

児が 9 名以下」に基準変更とする。・「2 年連続で 4

月時点で 3歳児が 9名以下」の場合は、翌年度の学

級編制は行わない。・2 年連続で学級編制が出来な

い場合は閉園検討。・「園児数は 5～10人が望ましい

とあり現在の基準は「募集時点で 7人以上」 少子

化なのにどうして基準人数を「10 人以上」と増や

すのでしょうか?以上の事は「閉園ありき」で始ま

っているのでは?と思いました。 未就園児の会や

支援活動を充実させるよう各幼稚園で努力されて

いるのに「7 年度から基準見直し」では早い気がし

ます。活動を充実させてからにして欲しいです。

「預かり保育」は現在５園だけで全園実施は７年

度から、それなのに基準見直しが一律なのはどう

してですか？ 万が一、地域の幼稚園が閉園にな

っても区立幼稚園での教育を受けさせたいと思っ

たら遠方へ行く事になります。その場合通園にか

かる時間やその他、諸々のことが親御さんにはか

なりの負担が生じます。その負担の軽減方法は区

にどういう案があるか聞かせて下さい。近隣住民

との触れあいや地域で教育を受けるからこそ郷土

愛が育つのではないでしょうか？区立小学校に併

設なので小学校(小学生)との交流が自然に出来て

いるのは嬉しい事です。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

なお、新たな学級編制基準の

適用時期について、預かり保育

（定期利用）非拡充園は、実施

後の浸透期間も考慮して、令和

９年度入園分からの適用と変更

します。 

また、万が一、閉園を検討す

る際には、0～5 歳の就学前人口

や周辺の幼稚園の分布状況等、

様々なデータを基に総合的に判

断してまいります。閉園時の対

応については、頂いたご意見も

参考に、引き続き検討してまい

ります。 

116 

田原幼稚園などは近々改修の予定があると聞い

ている。大規模改修を控えている幼稚園について

は工事期間中園児が減少し、完成後に園児が増加

されることが予測される（直近実績としては育英

幼稚園がその傾向であったと思う）。工事期間に学

級編制基準を割るケースについては慎重に対応し

てほしい。 

これまで大規模改修を実施し

た園の募集状況も踏まえたうえ

で、今回、学級編制基準に特段

の配慮事項を加えないこととし

ています。 

今後、大規模改修実施にあた

っては保護者に十分な説明をし

たうえで、改修中においても適

切な教育環境が維持できるよう

注力してまいります。 
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117 

令和 7 年度からクラス編制の可否基準を 10 名と

引き上げるのは、時期尚早なのではないかと思い

ます。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和９年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
118 

令和 7年度より区立幼稚園全園で毎日、長期休暇

中も預かり保育の実施や毎日お弁当給食の導入は

大変助かりますが、変更点が認識されるまである

程度の時間がかかると思うので、令和 7年度 4月の

時点で 3歳児クラスが 9名以下の場合は学級編成を

行わない、また 2年連続となった場合は閉園という

のは厳しい条件かと思います。せめて令和 7年度か

らではないもう少し猶予期間が欲しいです。ま

た、令和 7年度からの変更点をより多くの人に認識

してもらう為に区のホームページやそれ以外でも

わかりやすい形で伝わる様に工夫していただきた

いです。兄弟姉妹がすでに区立幼稚園に通ってい

る場合、関園等の理由で同じ園ではなく別々の園

に通わなければならないとなると送迎や園行事へ

の参加の面から見ても現実的ではなく、保護者の

負担が増え、更に区立幼稚園入園希望者は減って

しまうと考えます。また、在園児がいる保護者か

らすると、お世話になった園が閉園になってしま

うのはとても悲しいです。柔軟な対応をお願いし

たいと思います。 

119 

令和 7年度の学級編制をいきなり行なわないとい

う点はとても急すぎると思われます。預かり保育

の全園実施の広報をすみやかに行なって先に預か

り保育を行っている園との格差をどのようになく

すかの方法も示されていない中で行うのは不公平

だと思います。令和 4年から預かり保育を行ってい

る台桜が 10 人以上の入園者が入るまでに 3 年間か

かっているので最低でも 3年は学級編制を行って園

としての運営が続いていくようにして欲しい。ま

た、三社祭に園児が町会に行ったり、小学校の校

庭で行う盆踊りでも、園児が参加したり地域との

つながりがとても多い園なのでなくすような事は

避けたい。 
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120 

区立幼稚園での預かり保育が実施されるにあた

り、周知され、実際に利用したいとなるには数年

かかるのでは。様々な情報が溢れていますが、子

どもの事に関してはネットなどの情報よリも、経

験者からの話が 1番安心感と信頼ができるため、口

コミが重要な情報源となっている親が多くいる。

経験者からの情報もない中、初年度から預かり保

育が始まったからと預けるのは正直迷う。数年た

ち、通園されている方の話や、卒園された方から

の話を聞いてから通園させようと決めるのでは。

預かり保育をはじめる初年度から募集時点で 9名以

下の場合には翌年度のクラス編制をしないと決め

てしまうのは、まだ周知されていない中では時期

尚早。もう数年様子を見るべき。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和９年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

121 

令和 7 年度のクラス編制から可否基準を 10 名と

してしまうのは、時期尚早ではないでしょうか。

その年度によって、そもそもの子供の人数が少な

い年もあるでしょうし、どうしても集まらない年

もあるかと思いますが、とても良い幼稚園ばかり

なので閉園はどうしても避けて欲しいです。 

122 

可否基準 10 名に基準上げることについて。預か

り保育や弁当給食が未就園児の保護者にとって入

園基準になる内容に改善されてこれから園児数増

えていくのではないかと思われる中、認知もまだ

まだですぐ結果が見える状況でもないのに基準も

一緒に上げますは時期尚早なのではと思われます

ので再検討願います。 

123 

未就園児として会に参加していたり、園の見学

に来てくれたりしていた人達も、預りが週 2回だっ

た為に、他園を選ばれていた方が数名いました。

その為、新入園児の数が少なくなり、その少ない

人数を見て、園をどう選択するかを悩まれている

方もいました。その為、現在すでに新入園児が少

ない園は、はじめから 10 名を集めるのに不利な状

態となってしまっています。令和 7 年度からの 10

名に満たない場合は学級編制なしという条件は、

もう少し先延ばしにしていただけないでしょう

か。 

124 

預かり保育を令和 7 年度から開始する園がある

中、クラス編制の可否基準を 10 名としてしまうの

は、時期尚早ではないかと思います。各園の預か

り保育がもう少し浸透してからでもいいのではな

いでしょうか。 
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125 

園児数が多い方が望ましいのは理解できます

が、平成 23年のデータで最低園児数 10人というの

はハードルが高すぎます。12 年以上経って明らか

に子供の数も減っている上に、無償化の影響で保

育園や私立幼稚園に流れているので、最低園児数

は変更しない方がいいと思います。また、2 年連続

で人数が満たない場合、閉園を検討するとのこと

ですが何園も閉園してしまった時に、近隣の園に

集中し、逆に収まりきらない事になったり、抽選

になった時に近隣の幼稚園に通えなくなり、せっ

かく預かり保育を実施しても有効活用できないと

思います。これまで週 5預かりがなかった 5園は預

かり希望や預かりを考える親御さんがこれまで検

討しなかったと思うので、兄弟やママ友等の繋が

りで次の子も既に預かりを行っている園に行く可

能性が高く、条件がさらに厳しいと思います。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。国の考え方、区の現

状、学識経験者からの意見など

を踏まえ、今回、学級編制基準

を 10人以上に見直しました。 

また、万が一、閉園を検討す

る際には、0～5歳の就学前人口

や周辺の幼稚園の分布状況等、

様々なデータを基に総合的に判

断してまいります。 

126 

来年度長男が年長、次男が年少になります。そ

のため、もし人数が足りず次男が同じ園に入園が

出来ないとなると長男の転園を考えるしかなくな

りますし、その場合他の区に引越しも考えていま

す。もちろん人数がいないと十分な教育を受けら

れないかもしれませんが、せめて来年度に関して

は兄弟枠を作って同じ園に確実に入園できるよう

にして頂けますと幸いです。 

新たな学級編制基準の適用に

ついて、預かり保育（定期利

用）非拡充園に対しては経過措

置を設けますが、その他特例要

件は現時点では検討しておりま

せん。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

127 

学級編制基準の見直しで、この基準を作ること

は妥当だと感じますが、在園児の兄弟が学級編制

を行わない状況になった場合、どこまで対応を考

えているのか知りたいです。兄弟別の園に通わせ

るのか、またはそろって転園するのか、保護者の

負担しか想像できず、少数的な状況になりますが

明確にしてほしいと思いました。全園で預かり保

育が浸透してから、実施した方が良いと思いま

す。 

新たな学級編制基準の適用に

ついて、預かり保育（定期利

用）非拡充園に対しては経過措

置を設けますが、その他特例要

件は現時点では検討しておりま

せん。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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128 

2 歳児クラスからのプレスクールについてです

が「親が同伴で園内で遊ぶ」だけではなく【満 3

歳を迎えた月以降、数時間の母子分離が可能】や

【日によってテーマのある活動を設ける】（←児

童館で行われている幼児タイムのような、ボール

プール・制作活動・室内アスレチック遊び・楽器

遊びなどメリハリを持たせ、予め毎月のお便りや

HP でお知らせし、この日は行きたいなと保護者に

感じさせるような宣伝）を取り入れそのまま入園

へと持ち込んでいけると人数の確保につながるの

ではないでしょうか。 

現在のプレスクールのやり方（出ているおもち

ゃで自由に遊んで時間を過ごす）では児童館に通

うのと然程変わりないように感じます。 

 

2歳児を対象とした親子登園は

今後全園で実施してまいります

が、母子分離による実施につい

ては現在検討しておりません。 

現在も、各園で工夫した未就

園児の会を行なっていますが、

今後さらに、入園検討する際に

どのような要望があるか、保護

者の声も聞きながら、必要に応

じて対応策を検討してまいりま

す。 

129 

大正幼稚園のカンガルーステーション的な未就

学児童への対応をしてくれる場所として使わせて

くれるとうれしいです。入谷竜泉のあたりは公園

や支援センターが手薄に感じるので。 

 

園内スペースや職員体制、園

児数の関係から、大正幼稚園の

取り組みを一律に全園で実施す

ることは困難ですが、地域にお

ける子育て支援施設の一つとし

て活用していただけるよう、今

後も柔軟な施設利用について検

討を進めてまいります。 

130 

自分の子どもが未就園児だった頃は、幼稚園で

の未就園児の会が少なかったので、これからさら

に定期的な会が開催されるようになると、自宅保

育の方は息抜きにもなり、色々な情報交換や相談

もできるし、幼稚園の良さも知っていただけると

思います。 

 

今後、未就園児の会の実施回

数や内容の充実を図り、子育て

相談や保護者同士の交流促進の

さらなる充実に取り組んでまい

ります。 

131 

様々な施策を進める中で、人員の確保や教職員

の働き方など、たくさんの問題も出て来ると思い

ますが、どうか子ども達の育ちに天秤が少しでも

傾くように進めて頂きたいです。 

未就園児親子向けに地域子育て拠点の機能を持

たせるのは、とても素晴らしいと思います。これ

はまさに地域の中の幼稚園だからこそできると思

います。現職の先生に子育てを相談できたら、保

護者も幼稚園に対してのイメージを持ちやすくな

ると思います。心配なのは、先生方がその相談業

務に関する研修などでまた忙しくなってしまうの

ではないかということです。実現できたら本当に

素晴らしい取り組みではありますが、教職員の労

働環境（園長や主任は適しているかも含め）にさ

らに気配りして頂きたいです。 

今後、未就園児の会の実施回

数や内容の充実を図り、子育て

相談や保護者同士の交流促進の

さらなる充実に取り組んでまい

ります。 

また、現在、区教育委員会で

は、持続可能な教育環境の整備

に向けて、台東区立学校園にお

ける働き方改革に取り組んでい

ます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 
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132 

地域における子育て支援活動の充実について、

現在も多くの園で未就園児の会が PTA や教職員で

行われています。私が心配になるのは、教職員の

負担が増えないかというところです。おそらく、

保育時間中に開催される機会があると思うので、

教職員の人数配置がしっかり出来ている状況で無

理なく開催してもらえたらと感じます。 

今後、未就園児の会の実施回

数や内容の充実を図り、子育て

相談や保護者同士の交流促進の

さらなる充実に取り組んでまい

ります。 

また、現在、区教育委員会で

は、持続可能な教育環境の整備

に向けて、台東区立学校園にお

ける働き方改革に取り組んでい

ます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 

133 

未就園児の会や、プレ保育について、充実させ

ていくことは大切であるが、画一化の必要はな

く、無理のない範囲で行ってほしい。園の多様性

は認められるべきだと思う。それ故に、園の数も

必要であると考える。というのも、長時間預かり

保育実施園の未就園児の会に参加した際、関わる

先生の少なさ、遊べるスペースのせまさ、先生た

ちの疲れともとれる表情、当日 HPで誤っていた開

催時間帯の変更をこっそり行うなど、心象の良く

ないことがたくさんあったためである。定員に満

たずともそれなら、そもそもの改善も必要である

ように思う。 

 

今後、未就園児の会の実施回

数や内容の充実を図るととも

に、２歳児を対象とした親子登

園を全園で実施してまいりま

す。ご意見も参考にしながら、

より良い園運営に努めてまいり

ます。 

134 

未就園児の会の実施回数を増やしてほしい。

(月 2～3回) 

 

 

 

今後、未就園児の会の実施回

数や内容の充実を図り、子育て

相談や保護者同士の交流促進の

さらなる充実に取り組んでまい

ります。 
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135 

外国籍の園児の受け入れ態勢が必要とのことで

すが、両親共に外国籍という親御さんもいらっし

ゃると思います。その場合、園だけではなく、ク

ラスの親御さんとも連携して（例えば PTA を通し

て等）お互いに助け合うことがあっても良いと思

います。もちろん、台東区教育委員会の対応も必

要と考えています。 

公立幼稚園はすべての子供た

ちが等しく教育を受けられる機

会を大切にしています。 

今後も様々な背景を持つ子供

たちを受け入れられるよう、教

員や支援員の対応力向上や適正

配置など受入れ体制の充実を図

ってまいります。 

また、現在も保護者会などを

通じて、様々な背景を持つ子供

たちを区立幼稚園で受け入れる

ことの意義などを説明していま

すが、引き続き保護者に丁寧に

説明してまいります。 136 

配慮を必要とする園児、外国籍の園児が一定数

いるとのことですが、その子ども達のケアにリソ

ースは十分に割けでいるでしょうか。誰も排除し

ない体制を敷くことで「多様性」や「理不尽」、

「不可抗力のどうにもならないこと」などの理解

が子どもに自然に身につくのではと期待する一

方、その子ども達のせいで教育機関として目指す

教育を十分に受けられていないのではないかと不

安になることもあります。 

様々な子を受け入れる意義や受け入れ態勢につ

いて保護者へもっと丁寧な説明が必要だと思いま

す。 

137 

配慮を要する子供の受け入れ体制の充実：受け

入れ基準を明確にすること、受け入れ後の看護職

員支援員等の充実を図る。 

 

 

 

 

様々な背景を持つ子供たちを

受け入れられるよう、教員や支

援員の対応力向上や適正配置な

ど受入れ体制の充実を図ってま

いります。 

また、医療的ケアが必要な子

供に対しては、区立学校等にお

ける医療的ケア児への支援に関

する基本方針及びガイドライン

に基づき、受入検討委員会によ

る決定後に看護師を配置して、

安全かつ適切に医療的ケアを実

施し、園での生活を支援してま

いります。 
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138 

現在台東区立竹町幼稚園に在籍している園児の

保護者です。まず現在の幼稚園の職員の皆様の深

い洞察と愛情に満ちた保育の様子に心から感謝し

ております。一方で幼稚園側ではどうにもならな

い仕組み的な問題も散見され、行政側のフォロー

をお願いしたく意見をお送りします。 

(1)外国籍の家庭に対するフォロー 

外国籍の子供と保護者に対するケアの拡充をお

願いしたいです。各家庭の日本語能力にはかなり

ばらつきがあるなか、職員の皆様はポケトーク等

で対応しておられますが、翻訳ミスや電話口での

対応などに苦慮されているようです。また現在実

施されている翻訳サービスも卒園までに 20時間ま

でと聞いていますが、全く足りているとは思えま

せん。言語だけでなく生活習慣そのものが異なっ

ている家庭から一人幼稚園へ送り出される園児に

対し、入園直後のフォローから就学時期まで継続

したサポートが必要だと考えます。担任の先生を

サポートする専属の支援員の配置を強く求めると

ともに、職員の外国語習得や異文化理解につなが

る講習への参加に補助があるとよいのではないで

しょうか。あわせて保護者へ向けた各園共通のお

知らせ(SumaMachi の利用方法等)は、行政側で翻

訳版を作成してもらえるとスムーズかと考えま

す。また活字の文書なら各家庭でも Google翻訳し

やすいのですが、手書きのものは読み取れない場

合も多いため、各幼稚園の IT環境の整備にも期待

したいです。 

縁あって台東区に居住する外国籍の方々がまず

幼稚園でしっかりとサポートされ、そして就学し

ていくことの意義は彼らだけでなく我々にとって

も小さくないと考えますのでご配慮をお願いしま

す。 

様々な背景を持つ子供たちを

受け入れられるよう、教員や支

援員の対応力向上や適正配置な

ど受入れ体制の充実を図ってま

いります。 

また、各園の保護者あて通知

等について、現在、手書きの文

書はほぼなく、ほとんどが活字

で対応しています。 

今後も、多言語対応の充実

や、スママチのさらなる活用、

日本語支援のサポート体制の充

実など可能なことから速やかに

取り組んでまいります。 
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139 

区立幼稚園の存在意義。やはりありとあらゆる

子供達の受け皿であること。家庭環境や自身の性

質(発達に関しても含めて)故に私立幼稚園ではな

かなか受け入れてもらえない、受け入れてもらっ

ても自己発揮できない子供達のための就学前教育

機関として地域にあるべきだと思います。そし

て、そのような幼稚園で教育を受けた子供達は、

インクルーシブルな社会を築いていく根本的な受

容ができているので、小学校へ進学して様々な子

供達とグループ活動をする時周りとの橋渡しや緩

衝材という役目を自然と担える子に育っていま

す。区立幼稚園は、一握りの特別な子たちのため

に存在するのでなく、その子達と日々一緒に遊び

生活をする周りの子たちの確かな育ちを保証する

ために存在しています。だからこそ、人数が少な

いからと言ってなくしてはいけないと私は強く主

張します。 

公立幼稚園はすべての子供た

ちが等しく教育を受けられる機

会を大切にしています。 

今後も様々な背景を持つ子供

たちを受け入れられるよう、教

員や支援員の対応力向上や適正

配置など受入れ体制の充実を図

ってまいります。 

140 

区立幼稚園はこの受け皿を決してなくしてはい

けないと思います。子どもたち同士は自然にお友

達を受け入れますし、保護者同士もとてもいい経

験になりました。子どもたちを 1 人も取りこぼさ

ないような受け皿をよろしくお願いします。 
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141 預かり保育は続けていただきたいです。 預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

142 

預かり保育については、全園で初めから実施す

るべきだったと思います。そのために、希望する

園の偏りが顕著にみられると実感しています。特

に、大正幼稚園が園児数が激減したことに関係が

あると個人的には思っています。そして、来年か

らは預かり保育ということを導入しても、元通り

の状態に戻るには、数年かかると思います。兄弟

関係などもあるので。 

143 

習い事や預かり時間が延長されるのであれば幼

稚園に通わせるという選択をする人は増えると思

います。 

144 

私の 3人の子供達は、台東区の区立幼稚園でお世

話になりました。子供達はのびのびとした環境で

育てていただき、担任の先生だけでなく、園長先

生をはじめ、担任の先生以外の先生方や支援員の

先生方も子供達一人一人をよくみて、その子に合

った接し方でご指導くださいました。 

我が家の子供達は、幼稚園が大好きで楽しい毎

日を過ごさせていただきました。毎日の送迎の

際、担任の先生から子供達の 1日の生活を聞く事が

でき、また、育児の悩みにも、我が子のように一

緒に考えてくださいました。毎日の送迎があった

からこそ、先生方との交流があり、子供達の園で

の生活を見る事ができたのだと思います。 

小学校と隣接しているため、小学校の広い施設

を使わせていただいて思いっきり遊んだり、小学

生との交流もあり、兄弟以外のお兄さんお姉さん

にも可愛がっていただけました。 

私立幼稚園では味わえない、素晴らしい経験が

でき、本当に感謝しております。 

しかし、子供達がお世話になった園は、長時間

保育の対象外となっています。区立幼稚園の中

で、数園のみ長時間保育を実施しているという状

況は納得がいきません。長時間保育を行うのであ

れば、全部の園で平等に行っていただきたいで

す。現在の状況は、長時間保育を実施していない

園を廃止にしたいのでは？というように思えま

す。区立幼稚園は、子供達に優しく、のびのびと

育ててくれます。私は区立幼稚園でお世話にな

り、本当によかったと思っております。是非全園

平等な保育環境にしてください。 
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145 

預かり保育について。全園で預かり保育を実施

してほしいのと同時に、働く親にとって平日だけ

でなく夏休みなどの長期休みも実施してほしいで

す。長期休みだけ他の預け先を探すというのは大

きな負担になっていると感じます。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

 

146 

長時間保育に対応するべきだと思います。ここ

最近の物価高や円安などにより、ますます共働き

せざるをえない状況が進み長時間保育が必要にな

ると思われます。現在 1歳と 0歳の子どもがいます

が、仮に 9～14時までの預かりだと仕事をすること

が不可能です。そのため幼稚園に入園させるとい

う選択肢がなくなります。 

147 
延長保育の全園開始はとてもありがたいですの

でぜひずっとよろしくお願いします 

148 
引き続き現状の預かり保育をよろしくお願い致

します 

149 

平日の預かりだけでなく夏季の預かり保育も開

始されたら働いていても預かってもらえるから区

立の幼稚園に通おうかなと思うと思います。 

 

150 
働く世帯が多いと思うので、夕方までの延長保

育を実施して欲しいです。 

151 

区立幼稚園に通っていた現在小 2 の子どもがい

る母です。私がフルタイムで働いていたら、時間

的な問題で幼稚園に預けるという選択肢はなかっ

たと思います。無理にフルタイム層にまで広げる

のではなく、ターゲットはパート主婦や専業主婦

だと明確にしたらよいと思いました。 

朝の開始時間を無理に広げる必要はなく、それ

よりも帰りの時間に焦点をあてるべきではないで

しょうか。パートも残業などがあるため、帰る時

間が決まっていると預けにくいです。14時～17時

までお迎えはどの時間でもいいよ、みたいに柔軟

にしたらよいのかもしれません。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7 年度よ

り全園で実施してまいります。 

現在も、預かり保育の時間内

の中で、各家庭ごとにお迎えの

時間を設定していますので、引

き続き同様に対応してまいりま

す。 

152 

リフレッシュ預かりを年 12 回試させていただき

親はリフレッシュでき子供は保育時間とは違う楽

しさを味わうことができました。 

その楽しみが来年度から全園で実施されるのは

とても素敵な情報だと思うのですが情報が行き届

かないと意味がないので、これも区の健診など未

就園児の保護者が集まる機会がある場所に資料配

布したりするとよいのではないでしょうか。 

令和 7 年度より、預かり保育

（定期利用）を全園で実施する

ことについて、区立幼稚園への

入園を検討される保護者に向け

て、様々な機会を捉えて周知に

努めてまいります。 
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153 

保育園に以前通ってから幼稚園に移行しまし

た。かなり自立できるようになり、とても満足し

てます。延長制度もあり感謝さておりますが、予

定を全て手書きや取り消し、2 ヶ月前の仕事の予

定は現状わからないので苦戦しています。デジタ

ル化にするなり、簡単に取り消しができるように

して欲しいです。 

預かり保育利用にあたっての

利便性向上については、引き続

き検討してまいります。 

154 

預かり保育について。就労や通院などとリフレ

ッシュ目的では利用条件や回数が大きく違う。う

ちの子が通っている園ではリフレッシュ目的では

年 12回まで。でも夏休みや春休みなど長期休みな

どもあり 12回ではとても足りない。仕事をしてい

ない専業主婦でも、サポートがなくワンオペでず

っと育児をしている人もいるし、逆に仕事をして

いても夫婦で協力できていたり親のサポートがあ

ったりする人もいるし仕事をしている、していな

いでわけるのがよくわからない。利用料金を値上

げしてもいいので利用回数を増やしてほしい。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

155 

「区立幼稚園は預かり時間が短い」「親の出番

が多くて大変」というイメージはなかなか払拭さ

れていないため、延長保育をいつでも利用できる

私立・こども園を選ぶ方が多いように思います。 

区立幼稚園での隔週 16時までの『ウキウキタイ

ム』や親のリフレッシュ目的での預かり保育が利

用できることが大変ありがたいのでその部分を更

に強化・宣伝していく必要があると思います。ま

だまだ周知されていないです。 

就労していない保護者のリフレッシュ理由の預

かりの利用も年 12回（月 1回平均）となっており

ますが、回数制限なく利用できるようにして欲し

いです。せめて 16時までは誰でも毎日延長保育可

能、16時以降回数制限ありなど・・・ 

156 

預かり保育と保育園の料金差。任意の保育園に

入園できない中で、預かり保育があるので幼稚園

に通わせている人も多い中、3 歳以降無償化であ

る保育園と比較し幼稚園の預かり保育が高くなる

点を検討して欲しい。 

157 

保育園と違い、預かり保育の利用料がかかって

しまうのは働く親として多少といえデメリットだ

と感じます。 
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158 

現在 3 歳未満の子がいて、幼稚園も検討してい

ます。認可外保育園に預けて仕事をしています

が、区立幼稚園の預かり保育の定期登録利用要件

に満たないためこのままの勤務形態では区立幼稚

園に預ける際に、抽選に漏れてしまい預かり保育

を利用できない日はどうしたらいいか？という不

安があります。勤務形態が週 5 未満でも、例えば

勤務曜日が固定している場合はその曜日の定期利

用を可能にしていただくなど利用要件を緩和いた

だけると助かります。同じような親は多いのでは

ないでしょうか(保育園と大差なくなるため難し

いかとは思いますが)。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

 

159 
預かり保育の定員割れには対応していただきた

いです。 

160 

預かり保育の終わりの時間が 18 時ですが 18 時

半にすれば今保育園に預けている人ももっと区立

幼稚園の預かり保育を使う人が増えると思いま

す。9:30～17:30 の定時の会社が一般的に多く、

小一時間の通勤時間をかけて通勤している人も一

定数いると想定した場合 18時のデッドラインは厳

しく、18 時までということで区立幼稚園の預かり

保育を諦める人も多いかと思います。18 時半まで

の運用にしてみて、どのくらい応募・利用者が増

えるのか試験的に導入してみてはいかがでしょう

か。 

161 

会社経営をしています。基本的には 2 時にお迎

えに行けるので、預かりの定期利用はしていませ

ん。しかし定時の仕事ではないので急な出張や急

用が多々入ります。そういった場合に延長保育な

ど急な対応はしていただけないので、改善されれ

ばとても助かります。 

162 

預かり保育の内容ですが、園行事(歓送迎会な

どの)参加の一般保護者も一時利用の理由として

有りにしていただけないでしょうか。園行事なの

にリフレッシュ消化になってしまうのは見直すべ

き点かと思います。 

素晴らしい教育をみんなが受けられる公立幼稚

園の受け皿を是非とも、広くゆとりを持って作っ

ていただければ幸いです。 
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163 

0 歳児の子供がおり、以前区立幼稚園を見学に

いったことがあります。環境も雰囲気も申し分な

いです。都内に暮らす多くの夫婦は共働きであ

り、今後は、8 時半～19 時半くらいまでの間は、

子供を預けることができる施設が必要かと思いま

す。両親からの支援などがない限り、都内に暮ら

すのは金銭的に余裕が必要です。 

幼稚園を選択するような家庭は郊外に住んでい

ることのほうが多いと思われます。 

それらを踏まえて、幼稚園(9-15 時の預かり？)

などの施設が過疎化していくのは自然な流れと思

います。幼稚園も延長保育や、働く両親二人にと

って有効な制度を、もっと増やしていくことが大

切だと思います。可能か分からないが、幼稚園用

のバスを走らせる(送り迎え時間の短縮)、もっと

長い時間預かりをできる制度をつくる、専業主婦

でも誰でも、長時間預けることができる制度をつ

くる(預けてから、仕事を探すことができ、フル

タイムでの正社員雇用を得ることができる)など

の取り組みは有り難いと思われます。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

164 

「預かり保育・長期休み期間の保育の充実」

と、「3 歳児の進路の不安要素の解消」「時間数・

内容の面で積極的に選びたくなる幼稚園」をお願

いしたいです。（また、新堀通り・菊屋橋交差点

周辺の「幼保園の少ないエリア」に施設が増えた

らありがたいです） 

我が家の子供は認証保育園の 2 歳児クラスにお

り、朝 8時半～18時までお世話になっています。 

保育園待機児を減らす意図で作られた認証保育

園は、幼稚園進級を視野にしているため 2 歳児ク

ラスまでしかないと認識しています。現在の両親

の状況では、非拡充幼稚園では選択肢になりませ

ん。また、家から通いやすい範囲での拡充幼稚園

では田原幼稚園が視野に入ってきますが、定期預

かり保育が抽選であること、また、区役所 HPの情

報を見ると、抽選から漏れている園児もいるとい

うことで、こちらも消極的な選択肢になっていま

す。預かり保育・長期休み期間の保育の充実をお

願いしたいです。 
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165 

両親が働いてることを前提にした保育/教育を

お願いしたいです。 

・子供の預かり時間（例 朝 8時～夕方 19時頃

まで可能）→もし幼稚園に子供を預けられないの

であれば、園児帰宅後は場所を一般開放する（区

立施設なので可能では？と思いました） 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

166 

特に南部地域において、園庭が広くのびのびし

た園風の幼稚園となると、公立幼稚園が第一選択

肢となる。なお、ことぶきこども園の教育枠（3

歳児）はほぼ毎年抽選である。公立幼稚園も預か

り保育が入ったことで必ず需要があるはず。今後

も経過を見ながら預かり時間やリフレッシュを含

めた預かり枠の拡大など利用者のニーズに寄り添

ってほしい。 

167 

預かり保育については非拡充園なので、今年度

は利用できる見込みがありません。リフレッシュ

目的と言っても実際には通院や兄弟の予定のため

といったケースも多いと思うので、緊急対応も含

めて柔軟に対応していただけるとありがたいで

す。実際に近隣のお友達で預かり保育の利用が見

込めないために遠方の私立幼稚園を選んだ人もい

ます。こども園の人気が高いのも預かり保育の影

響も大きいと思います。 

区立幼稚園を選択できる人が増えるよう、ぜひ

今後も拡充を検討していただきたいです。 

168 

延長保育にはとても満足しています。さらに対

象日時を広げていただけると、助かります。土曜

日や、幼稚園振替休日は、現在延長保育もお休み

ですが、保育を受け入れていただけると助かりま

す。 

延長保育の費用負担についても、保育園並みに

無償となることを希望します。 

169 

リフレッシュでの預かり保育が年に 12回をもう

少し増やしてほしいです。保育参観や幼稚園での

保護者が参加しなければいけない時に下の子を連

れていきにくい状況の人もいます。(他に見ても

らえる人が居ない、活発でわんぱくで連れて行く

と邪魔になりかねないなど)そのような時に下の

子を見てもらえる配慮があると参加しやすくて助

かります。 
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竹町幼稚園の就労で週 2 回の預かり保育を受け

ていました。4 月から下の子が年少で利用しよう

と思っていますが、年少は 9 月からしか利用でき

ません。これだと年少の半年は利用できないとい

うことになるので、就労している家庭にとっては

区立幼稚園という選択はなくなると思います。定

員も 10人と決まっており、週 2回抽選に落ちて預

かってもらえないという家庭もありました。 

リフレッシュで利用できるとうたっています

が、現状就労枠でいっぱいなので、1 度もリフレ

ッシュで利用できなかった家庭がたくさんいると

思います。先生方のボランティア(通常保育外の

保育となるので)というか負担でしかない業務と

なっているのも問題だと感じています。 

文京区の区立は人気で抽選になっていると聞き

ます。人気の 1 つとして「料金が発生するが(450

円/回)就労でなくても預かり保育をしてもらえる

のと、預かり時間が 8:00～18:00」ということで

した。やはり、16:30 までとなると保育園に通っ

ている家庭が区立幼稚園の預かり保育で行けるか

なとは思わないと思います。もちろん保育園に通

われている家庭も、区立幼稚園で質の高い先生方

と一緒に大事な幼児期を過ごして欲しいと思いま

すが、現状選ばれない気がします。パートであれ

ば区立幼稚園でも可能かもしれませんが、正社員

として働いてる家庭は無理ではないかと思いま

す。 

令和 7 年度から全園で週 5 の預かり保育開始は

とても嬉しいですが、年少の預かり保育開始の時

期が 4 月早々であって欲しいですし、料金を取っ

て就労ではない家庭にも預かり保育を提供するべ

きだと思っています(月 4回とか上限をつけて)。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

サービス内容の更なる充実に

ついては、その後の利用状況や

要望などを分析しながら、必要

性を検討してまいります。 

 

171 

全園実施は、非常にありがたいです。ただ、区

立幼稚園だけ預かり保育の利用条件が厳しく、早

急にこども園と同様にしていただきたいです。（利

用の優先順位は現状で良いと思います） 

実際に、預かり保育の有無や条件を重視して公

私幼稚園、こども園を選択する保護者が多いよう

に感じます。経済的な負担があっても、利用した

い保護者は負担しますし、働きながらも、保育園

ではなく幼稚園を希望する保護者もいます。区立

幼稚園の預かり保育を更に充実させるよう、是

非、教職員や支援員さんの人員配置に子育て予算

を使っていただきたいです。 
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我が家には 2人の子どもがおり、上の子どもは区

立幼稚園に、下の子どもは民間認可保育園に通っ

ています。上の子どもは 2歳まで保育園に通い、そ

の後幼稚園に入園しました。もともと我が家は共

働きのため、幼稚園は選択に入っていませんでし

た。しかし、区立幼稚園も預かり保育や給食など

共働き家庭でも負担なく通園が可能な制度が整っ

てきていることを知り、説明会や未就園児向けの

行事への参加を通して、我が子にはぜひ幼稚園で

の様々な経験を通して育って欲しいと考え入園に

至りました。 

身近に我が家と同様に 2歳まで保育園に通い、年

少から幼稚園に移るご家庭もいくつかあり、お話

を伺ったところやはり預かり保育の拡充や弁当給

食の提供があることが転園の決断に至った大きな

要因になっているようでした。また、入園前には

預かり保育を利用するお子さんは少ないと聞いて

いましたが、実際には我が子の学級では定期登録

の定員に近い人数のお子さんが預かり保育を利用

しているようで、共働き家庭のお子さんが幼稚園

に入るケースも増えているのだと実感していま

す。先生方も、様々な家庭があることを前提に教

育をしてくださっているので、行事なども柔軟に

対応していただけていてありがたいです。 

一方で預かり保育を利用しても、現実的には両

親がフルタイムで働くことには困難があります。

まず朝の登園時間が早くても 8時半、夕方の預かり

は 18時までのため、一般的な 9時始業で 17時から

18 時に終業という形での仕事との両立はかなり厳

しいです。実際、区内の知人で幼稚園を検討して

いたものの、両親の就労時間の兼ね合いで諦めた

方がいます。我が家は私が時間に融通がきく職業

のため、預かり保育の時間内に収まるように仕事

をセーブしている状況です。それでも仕事場との

移動時間も含めると、いつも出勤もお迎えもギリ

ギリです。預かり時間を朝8:15から、夕方が18:30

までに拡大してもらえると尚有難いです。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

サービス内容の更なる充実に

ついては、その後の利用状況や

要望などを分析しながら、必要

性を検討してまいります。 

 

173 

預かり保育は共働き家庭以外にもリフレッシュ

などがあるがかなり利用回数が少ないのでもっと

利用数を増やして欲しい。 

174 

全園で預かり保育が始まるのはとてもありがた

いです。現在行っている園と同じように、週 5日勤

務でなくても申し込んで空いているときに利用で

きる制度も同様にあると助かります。 
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今年から田原幼稚園に在籍しております。先生

方にとてもよくしていただき、親子とも感謝して

おります。ありがとうございます。 

さて、預かり保育（あさがおタイム）ですが、

定期の利用を希望者全員にしていただけたらと思

います。先生方のご負担を考えると、おこがまし

いお願いですが、幼稚園在園中にフルタイムで働

くには抽選はハードルが高いからです。ご負担は

重々承知しておりますが、ご検討いただければ幸

いです。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

176 

我が家は 5人兄弟で、自営業を営んでいます。保

育園に入れたら 3人目から無償ですが区立幼稚園で

は所得制限で半額補助しか出ません。働きながら

でも子どもとの時間を大切にしたいとの思いから

幼稚園を選択しましたが、当日の急な預かりに対

応してもらえなかったり、病気等による欠席でも

預かり費用がかかってしまったり、区営ならでは

の子育てに寄り添った柔軟な対応を望みます。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

サービス内容の更なる充実に

ついては、その後の利用状況や

要望などを分析しながら、必要

性を検討してまいります。 

177 

教育内容はとても良いと思っており、実際、子

供を通わせたいと思ったことがある。しかしなが

ら、仕事を持っていると長期の夏休みや預かり時

間がネックになり選択から外さざるを得ない。長

時間の預かりと、長期休みの短縮は働いている、

いないに関わらず子供の預け先としては今や必要

な条件のように思えます。働いている親でも幼稚

園を選択肢に入れられる体制ができればもっと状

況も変わるのではないかと思う。 

178 

各区立幼稚園によって預かり保育のニーズは一

様ではないと聞いていますが、少なくとも竹町幼

稚園では多くの保護者が更なる拡大を希望してい

るのに回数も人数も改善されておりません。今後

も就労をされる保護者は減ることはなく、それ以

外の通院・介護や研修などによる就労以外での預

かりのニーズは確実に存在しています。一方、現

在の人員ではケアしきれないのも実情かと思いま

す。小学校で導入されている放課後子供教室のよ

うに、外部のスタッフに委託するような仕組みは

できないでしょうか。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

また、預かり保育の実施形態

については引き続き検討してま

いります。 
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179 

令和 7 年度から、預かり保育を全園で実施され

るとのことで、かなりの朗報です。ありがとうご

ざいます！あとは、それがどのように実施される

のかなという点が気になります。 

◯定員がすぐ埋まってしまわないか？（そもそ

もの定員が少なくないか） 

◯延長保育を渋られたりしないか？（子供の年

齢が低いとその傾向が強いように感じます） 

◯預かり保育の質は？（保育時間の終わり頃は

一室に集めて保育するというのはわかりますが、

最初から最後までずっと同じ部屋でいるというの

は子供も窮屈かなと思います。）保育園と同等も

しくはそれ以上の質の高さを求めます。園庭の利

用など、幼稚園の強みを生かした預かり保育に期

待します。これは私案ですが、幼稚園児は普段か

ら園庭でしか遊ばないので交通ルールを知らない

という話をよく聞きます。預かり保育の時間を使

って天気の良い日は近くの公園にお散歩にいくと

いうのもよいのではないでしょうか？普段の外遊

びは園庭で、預かり保育の時は公園で。これは保

育園プラスアルファの内容になるのではないかと

思います。 

 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

安心して預かり保育を利用で

きるよう安全管理に十分注意す

るとともに、これまで試行して

きた預かり保育（定期利用）の

質を維持しながら全園での円滑

な実施に努めてまいります。 

また、サービス内容の更なる

充実については、利用状況や要

望などを分析しながら、必要性

を検討してまいります。 

 

180 

■預かり保育の減額及び無償化 

預かり時間と保育料金が区立保育園と同等程度

になるように配慮していただきたい。保育料は大

きな検討材料の一つであるので、段階的にでも可

能な限り預かり保育料金の減額をしていただけた

らもっと区立幼稚園を選びやすくなると思う。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和 7年度より

全園で実施してまいります。 

現在も、預かり保育料につい

ては減額や無償化の対象として

おりますが、サービス内容の更

なる充実については、その後の

利用状況や要望などを分析しな

がら、必要性を検討してまいり

ます。 

181 

預かり保育料の自動引き落とし対応を早急に進

めていただきたいです。毎月払込が時間的に負担

になります。 

預かり保育料助成金の申請について、一度支払

った後に書類を作成→窓口に提出→助成額振込と

いう流れも手間になるので、最初から助成額を差

し引いた額を請求していただけると助かります。 

日々慌ただしい中で細々とした手間を減らして

いきたいので、効率化を進めていただければ幸い

です。 

預かり保育利用にあたっての

利便性向上については、引き続

き検討してまいります。 

また、預かり保育料償還の申

請は、子ども・子育て支援法に

定められた方法に基づいてお願

いしているものです。 

何卒ご理解いただきますよ

う、よろしくお願いいたしま

す。 
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預かり保育の充実について 

1. 申請手続きの見直し 

現状、定期登録をしていても毎月紙の申請が必

要であり、また変更の際は、別紙の提出が必要と

なるなど、利便性が良いとは言えません。定期登

録については、月毎の申請廃止、ないしはオンラ

イン申請への切り替えなど、利用プロセスの見直

しを望みます。 

2. 預かり保育を含めた教育内容 

預かり保育の時間延長は共働き世帯を取り込む

上で欠かせない点だと思いますが、一方、預かり

時間を延長した場合、そちらで過ごす時間の方が

長くなる可能性も出てきます。現状のように幼稚

園カリキュラムの後に預かり保育を付け足しただ

けの内容で、教育の質を担保できるものでしょう

か。トータルでのカリキュラムを考えている保育

園等と比べ、却って質の劣るものとならないかと

いう懸念が残ります。 

もちろん、どの程度、保育園に近付けていくの

か、逆に一線を引いて独自性を保っていくのかと

いう点については、検討が求められる所だと思い

ますが、預かり保育含めた教育という視点も持っ

ていただきたいと思います。 

 預かり保育利用にあたっての

利便性の向上については、引き

続き検討してまいります。 

また、預かり保育の実施内容

については、保護者の声も参考

にしながら、より良いものとな

るよう努めてまいります。 

183 

本年度より、保育園から幼稚園に転園しており

ます。園庭や広い教室があったり、遊具や絵本、

おもちゃなどが充実しており、子どもが毎日、身

体をめいいっぱい動かして、のびのび楽しく過ご

しており、環境面で保育園との違いをまざまざと

感じております。 

幼稚園でも預かり保育を利用し、共働きでも幼

稚園に通わすことができておりますが、年齢的な

制限もあり、今後は全ての幼稚園を子ども園にす

るなどの転換があっても良いように感じます。 

また、受け入れ時間(特に朝)の拡大や、PTA の

必要性の再検討などしていただけると共働きには

ありがたいです。(日中に親が参加しないといけ

ない機会が多いように思います) 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

また、頂いたご意見は各園と

共有し、PTA活動の負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 
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あさがおタイムについて 

①土曜保育も実施して欲しい。 

②長期休業中の預かりの実施。（お盆の時期な

ど現在実施していない期間が長い） 

③園行事が土曜日に行われた際の、振替月曜日

の預かりの実施。（他園と協力しての実施など。

根岸が休みの日は、大正でみますとか。） 

④朝の受け入れ時間を早めて欲しい。 

⑤入園前にあさがおタイムの見学の実施 

入園前の預かり保育見学につ

いては、行っている園もあるの

で、拡充してまいります。 

その他サービス内容の更なる

充実は現時点では検討しており

ません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

185 

【預かり保育時間の内容充実化】 

内容は簡単なもので良いので様々な体験ができ

る時間を作る（昼寝を必要としない 4・5 歳向け

に、習字に触れる、お花を生ける、体操教室、簡

単なおやつを作る、押し花をする、カードゲー

ム、迷路や間違い探し等のワークシート等）預か

り保育時間に何をしているのか、もう少しアピー

ルできるような事があると良いと思います。幼稚

園が終わってみんなが帰る中、預かり保育が寂し

く始まるというイメージを持っている親御さんも

少なからずいました(保育園派の方)もっと活気が

あって楽しいイメージができるといいなと思いま

した。 

【預かり保育の定期利用の定員増加】 

入園児の数に応じて決定してほしい。入園希望

者の共働き世帯は全員定期利用が実現できるよう

な体制にしてほしい。そうでないと共働き世帯は

幼稚園を選択肢に入れないと思います。 

安心してお子さんを預けられ

るよう、引き続き、預かり保育

の質の向上に努めてまいりま

す。 

また、預かり保育（定期利

用）の全園実施に加えてのサー

ビス内容の更なる充実は現時点

では検討しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 

186 

預かり保育については全園で行ってほしい。(出

来れば) 

 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和７年度よ

り全園で実施してまいります。 
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187 

変化する保育ニーズに柔軟に対応していくとい

う点において、全園での預り保育を提供していく

事に替成です。自分の我が子も、幼稚園に入れた

いと思いつつ、私自身が働くとなると、保育園を

選択せざるおえない状況でした。兄 2人は富士幼稚

園でお世話になり、本当に大きく成長しました。

働く「母」が増え、保育園への入所を希望する方

が増える中、”幼児教育”を受ける選択が増える

手はとても素晴らしい事だと思います。是非実施

に向けて宜しくお願い致します。また。そういっ

た情報を分かりやすぐ”台東区のお母さん方”に

提示して頂く事も必要だと思います。 

 

預かり保育（定期利用）につ

いて、ニーズが高いことが確認

できましたので、令和７年度よ

り全園で実施してまいります。  

また、園児の募集案内をはじ

め区立幼稚園の基本情報や特色

について、未就園児保護者が利

用する施設や健診事業等へのチ

ラシ配布など周知の強化に取り

組み、保護者の方に必要な情報

が適切に届くよう努めてまいり

ます。 

188 

 

(1)園児確保のための方策を積極的に進める。ex 

①預かり保育の定員増、受け入れ条件の緩和(2 号

申請等についても)スポット預かりの無償化、おや

つ代等の無償化 

預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。預かり保育

（定期利用）の全園実施後に、

利用状況や要望などを分析しな

がら、必要性を検討してまいり

ます。 

189 

週 5の預かりスタッフも配置をよろしくお願いい

たします。配置されないと、園の職員の負担が大

きいと思います。 

これまで試行してきた預かり

保育（定期利用）の質を維持し

ながら全園での円滑な実施に努

めてまいります。 

190 

近年の働き方などの変化により子どもを長い時

間預けたい保護者が多いと思うので、保護者のニ

ーズに合わせた対応や取り組みをしていくことが

重要だと思う。 

預かり保育（定期利用）につ

いて、令和 7 年度より全園で実

施してまいります。今後も、変

化する保育ニーズに柔軟に対応

できるよう、より良い園運営に

努めてまいります。 
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191 

預かり保育のシステムをより簡素化して下さ

い。毎月の申し込みではなく、年単位でお願いし

たい。しかも、2 ケ月前は前すぎる。アプリで管理

してほしい。また、返還していただけるのは有り

難いが、システムがとても複雑で、とても大変で

す。返還する金額を引いた額に最初からしてほし

い。・長期休暇中の預かり保育の値段を安くしてほ

しいです。  

預かり保育利用にあたっての

利便性向上については、引き続

き検討してまいります。 

また、預かり保育料償還の申

請は、子ども・子育て支援法に

定められた方法に基づき、申請

をお願いしております。 

何卒ご理解いただきますよ

う、よろしくお願いいたしま

す。 

また、預かり保育（定期利

用）の全園実施に加えてのサー

ビス内容の更なる充実は現時点

では検討しておりません。預か

り保育（定期利用）の全園実施

後に、利用状況や要望などを分

析しながら、必要性を検討して

まいります。 

192 

預かり保育が始まって必要受け入れ窓口(リフレ

ッシュ理由)を拡大して下さり有難うございます。

私自身は定期利用となりますが、そちらの書類の

フォーマットが非常に見づらい（〇月利用分がと

ても小さい枠に収めてある。)2 か月前の利用見込

みはほぼ当てにならず、1 ヵ月前にキャンセル追加

とやり直す手間がある。紙媒体ではなく、電子書

類操作できるようにお願いしたいです。加えて、

利用料金に支払いも引き落とし対応にしていただ

きたいです。（ＰＡＹＰＡＹなど可）民間は勿論、

他区他市でしたらもう少しフレキシブルな対応と

思います。世界有数の観光地である台東区の誇り

として時代に添った旧態以前の態勢見直しを進め

ていただきたく思います。どうぞ宜しくお願いし

ます。 

預かり保育利用にあたっての

利便性向上については、引き続

き検討してまいります。 

193 

預かり時間の延長を希望します。 預かり保育（定期利用）の全

園実施に加えてのサービス内容

の更なる充実は現時点では検討

しておりません。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 
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194 
給食週 5 日提供はありがたく、今後も続けてほ

しいです。 

弁当給食について保護者ニー

ズが高いことが確認されたの

で、令和 7年度より週 5回の弁当

給食を実施してまいります。 195 
両親が働いていることを前提にした保育/教育

をお願いしたいです。（給食提供についても） 

196 

今年度から子どもが区立幼稚園に入園しまし

た。猛暑が多い昨今の状況からしても週 5 日の給

食提供はとてもありがたく思っており、子どもに

とっても色々な食材を食べる貴重な時間だと思い

ます。 

197 

来年度から予定されている基本的に全員が給食

週 5 回というのは料理が苦手な人にはとても助か

ると思います。私立幼稚園はお弁当が週 2 回の所

があると聞いた事があるので、そういった負担は

私立幼稚園よりも少なくなるので賛成です。 

198 
給食無償化の補助はとてもありがたいですので

ぜひずっとよろしくお願いします。 

199 給食の実施は良いですね！ 

200 

お弁当給食の本格実施について賛成です。保護

者としては経済的にも負担が軽くなり、子ども達

にとっても色々な食材に触れる事が良い経験につ

ながっていくと思います。 

201 

例外（アレルギー、宗教など）を除き、給食の提

供をすることは賛成です。ただし、親のお弁当を

食べる機会も作ってあげて欲しい。園のイベント

として『お弁当 DAY』などを作って欲しい。 

令和 7年度より週 5回の弁当給

食を実施してまいります。 

家庭のお弁当を食べる機会に

ついては、食育推進の観点か

ら、様々なご意見があることも

踏まえて検討してまいります。 

202 

給食の実施を行い無償化が望ましい。 弁当給食について保護者ニー

ズが高いことが確認されたの

で、令和 7 年度より週 5 回の弁

当給食を実施してまいります。

また、令和 6 年度より弁当給食

は恒久的に無償化としていま

す。 
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203 

給食について。R7 年度から週 5 に確定されると

のことですが、回数の選択肢をなくさないで欲し

いです。我が子と同じような理由で弁当給食を選

んでいないお子さんは一定数いると思います。 

→息子は現在、弁当給食を利用していない 8％

に該当します。自閉症特有のこだわりを持ち、食

べられるものが限られ、初めての物や複雑な味付

けは絶対に食べません。冷たいごはんは苦手で

す。 

毎日の持参するお弁当の中身は年少の頃から

色々と試してはみたものの、年長の現在では本人

が確実に食べられるものということで、毎日同じ

メニューに落ち着きました。 

支援員の先生からも、「毎日頑張っているのだ

から、お弁当は好きなもの、食べられるものを食

べきれる量だけ入れてあげて」と言っていただ

き、食べて来ないよりもそれでいいのではない

か！と安心することができました。それでも日に

よっては残してきて、最近では、新学期になった

ことで落ち着かず、お弁当を残す日が多々ありま

す。お弁当を残さず食べた日は誇らしげに、「今

日は頑張って全部食べてきた」と報告してくれま

す。 

来年度からは小学校なので、できればお弁当給食

を食べてもらいたいという希望はありますが、我

が子はこのままこのペースで行きたいです。食育

に取り組むことはとても素晴らしいことだと思う

のですが、我が子にとってはとてもハードルが高

いことのように感じ、給食が食べられないことで

お昼の時間が苦痛になってしまう気がします。 

令和 7年度より週 5回の弁当給

食を実施してまいります。 

中間のまとめでは、「アレルギ

ーや宗教上の理由から弁当持参

が必要な場合を除く」としてい

ますが、ご意見にあるような理

由から、弁当給食を利用してい

ないお子さんも一定数いると考

えます。 

そのため、「アレルギーや宗教

上等の理由から」と記載を修正

し、お子さんの状態によっては

保護者と協議しながら、弁当給

食とするかどうか決定いたしま

す。 
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204 

弁当給食の本格実施について、目玉になること

は大いに感じます。が、選択肢のある対応をして

ほしいです。手作り弁当を食べさせたい保護者が

少数いることを理解していただきたいです。ま

た、集団生活における子供の心の安定に「食」は

大いに影響が出ると思います。給食嫌いになる子

を作らない為にも満足に提供されたものが食べら

れない場合は持参弁当に変更ができる、臨機応変

さを加えてほしいです。 

給食に関して週１回または週 5

回の利用者が合わせて 9 割以上

で、うち週 5 回の利用が 7 割を

超えています。 

弁当給食の無償化が恒久化し

たことに伴い、最も多い利用回

数で統一させていただき、保護

者負担の軽減を図ることとしま

した。 

家庭のお弁当を食べる機会に

ついては、食育推進の観点か

ら、様々なご意見があることも

踏まえ検討してまいります。 

また、アレルギーや宗教上以

外の理由で弁当給食を利用して

いないお子さんもいると考えま

すので、中間のまとめの「アレ

ルギーや宗教上等の理由から」

と記載を修正し、お子さんの状

態によっては保護者と協議しな

がら、弁当給食とするかどうか

決定いたします。 

205 

現在は弁当か給食かを選択できるが、次年度か

ら完全給食制となる件について、宗教上の理由や

アレルギーには配慮するとのことでしたが、偏食

や少食のため給食ではなく弁当を選ぶ場合には対

応されるのでしょうか。入園時は弁当にし、慣れ

て来て、本人も給食を食べたいと思えるようにで

きる現在の仕組みは、子供に寄り添ったものだと

感じていました。多様なニーズに応えていくこと

が区立幼稚園に必要とされていることとありまし

たが、完全給食制への移行は矛盾を感じます。我

が子については、まだパブリックコメントを書い

ている現段階で弁当が始まったばかりのため、次

年度以降、毎日給食となることについてどうなる

か見通しがたたず、なんとも言えません。選択制

のままであれば安心ではあると思います。選択制

によるデメリットがないのであれば、そのままで

もいいと思います。少数派かもしれませんが、そ

れによって安心して過ごせる親子もいることは事

実だと思います。 

206 

弁当給食の週 5回の実施については反対です。 

偏食の子供にとっては、冷めた状態での提供・

食べなれない味で食事の時間が負担になっている

ように思います。（子供は弁当箱からのプラスチ

ックの臭いが苦手だと申しています） 

現在の週 1 回から週 5 回に急激に変えるのでは

なく、週 2 や 3 回など段階的な施行をお願いしま

す。 
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207 

給食に関しては、今までどおりお弁当か給食か

を選べるようにしてほしい。 

 

 

給食に関して週１回または週 5

回の利用者が合わせて 9 割以上

で、うち週 5回の利用が 7割を超

えています。 

弁当給食の無償化が恒久化し

たことに伴い、最も多い利用回

数で統一させていただき、保護

者負担の軽減を図ることとしま

した。 

家庭のお弁当を食べる機会に

ついては、食育推進の観点か

ら、様々なご意見があることも

踏まえ検討してまいります。 

208 

給食は弁当給食とのことであるが、小学校併設

のメリットを生かして自園調理を検討してほし

い。ことぶきこども園教育枠が人気なのは、自園

調理の給食も影響しているのではないか。年少児

は食材の大きさの関係で課題が多いということで

あれば、まずは年長児からだけでも試行してはど

うか。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

なお、園児の小学校給食体験

は、ほぼ全ての併設小学校で実

施しており、頂いたご意見も参

考に、全校で実施できるよう検

討してまいります。 

209 

小学校と併設しているメリットを活かし、自園

調理だと通わせたいなと思います。 

保育園での、できたて、おかわり可能な自園調

理に対し、お弁当給食はあまり魅力を感じませ

ん。 

210 

12 ページほか「（4）区立幼稚園の取り組みに対

する保護者の声」について、「弁当給食」とある

が、小中学校と同様の給食にはできないのか。で

きたてのあたたかい給食の方が、食育の側面から

もふさわしいと思われるし、小学校に隣接する幼

稚園であれば、予算的にも、給食のほうが、区の

予算も節約できるのではないか。 

211 

弁当給食は、家庭では偏りがちな様々な食材を

口にする機会があったり、友だちと同じ食事をす

ることで苦手なものにも興味を向けるきっかけを

もてたりすることからとても良いものだと思いま

す。希望としては、小学校では給食室で作ったあ

たたかな給食を食べられるので幼稚園も同じよう

に給食室からの供給をして貰えたら大変喜ばしい

ことだと思います。 
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212 

こども園のように施設内で昼食を作ってもらえ

たら嬉しいです。小学校に併設され近くに給食室

がある幼稚園がほとんどだと思います。まずは学

期に１度でも工夫して幼児用にも作ってもらえな

いかと希望します。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

なお、園児の小学校給食体験

は、ほぼ全ての併設小学校で実

施しており、頂いたご意見も参

考に、全校で実施できるよう検

討してまいります。 

213 
小学校と併設している施設であれば給食を作っ

て欲しい。 

214 

お弁当給食ですが、区立で学校とくっついてい

るので、毎日ではなくても月に何回かなど、学校

の配膳給食を食べる機会が増えたらいいなと思い

ます。 

215 

今の弁当給食も良いですが、せっかく小学校が

併設されているので、小学校と同じ給食が毎日食

べられたら嬉しいですし、区立幼稚園の魅力の一

つになり得るのではないかと思います。 

216 

今年年中になる子供が区立幼稚園に通っていま

す。預かり保育も利用しています。 

弁当給食は無いよりは良いという状況です。年

少の時は美味しくないからと、ほぼお米とデザー

トしか食べていませんでした。家でお弁当美味し

そうだねーと話したりして年中になり少しは食べ

始めました。 

親が味を分からない状況で、美味しそうと伝え

てるのもおかしい部分もありますが、なんとか弁

当給食を食べてもらおうと必死です。年少のとき

にあまりにも食べなかったので、持込弁当に変更

しようか悩みました。 

保育園にするか幼稚園にするか悩んだ時、幼稚

園の１番のデメリットが昼食とおやつでした。自

園調理にはかないません。実際保育園に通ってい

た時は残さず給食を食べていたので給食弁当をほ

とんど食べていないと知った時には衝撃でした。

保育園を選べば良かったかなと思った出来事で

す。 

給食弁当を提供しているから良しとせず小学校

の給食も検討いただきたいです。食材のサイズ感

や小学生の長期休みの時期など課題は多いとは思

いますが… 

お弁当を見たことはあるが食べたことがないの

で保護者向けの試食会があればありがたいです。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

弁当給食の試食について、現

在は、在園児の保護者に向け

て、申込前に試食する機会を設

けている園もあります。また、

入園説明会では、写真等を使っ

て、保護者に周知するようにし

ています。 

今後は、募集案内時にも弁当

給食の情報を十分に伝えられる

よう、募集案内のチラシやホー

ムページなど工夫してまいりま

す。 
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217 

弁当給食の提供は、非常にありがたいです。た

だ、私立幼稚園、保育園、こども園の自園で作る

給食に比べて、栄養面やあたたかさなど弁当給食

が見劣りしてしまうのも正直なところです。 

小学校の給食と、幼稚園の給食で異なるのはわ

かりますが、給食室で作る給食の提供なども検討

していただきたいです。 

また、今後、食育にも力を入れるとのことです

が、実際に子どもとおにぎりやおやつを作る機会

を持つなど、食材の説明にとどまらず、実体験を

する機会も作っていただけるとありがたいです。 

家庭でもできることではありますが、お友達や

先生方と一緒に経験することで、更に楽しい経験

となり、良い教育になると思います。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

食育については、自分たちが

育てたものを食べる体験や調理

体験など、各園、園の実態に合

った可能なことを工夫しながら

行っています。今後も各園で大

切に取り組んでまいります。 

 218 

温かい出来たての食事、おかわりすることの喜

び、保育園や私立幼稚園のような給食化を小学校

の給食室を利用して実現はできないか。食育への

取り組み強化（芋掘りなども大事ですが、収穫後

の野菜の皮をむく、混ぜる等）食べムラの多い年

代なのでお友達と作ったり、自分でやることで少

しでも食へ繋がる教育を増やしてほしい。 

※保育園ではよく取り組まれている印象がありま

す。(野菜ピザ、白和え、おにぎり等) 

※どうしても「お弁当より給食が美味しい」と

いうイメージをお持ちの方多いと思います。 

219 

弁当給食で使用されている食材や産地の説明を

保護者にもしてもらいたい。また、弁当給食の試

食会を実施してもらいたい。 

弁当給食の食材説明について

は、現在もメニュー表を保護者

に配布しています。また、食材

の産地を示す資料については、

掲示している園もあり、要望に

合わせて開示していくこともで

きます。 

また、弁当給食の試食につい

て、現在は、在園児の保護者に

向けて、申込前に試食する機会

を設けている園もあります。ま

た、入園説明会では、写真等を

使って、保護者に周知するよう

にしています。 

今後は、募集案内時にも弁当

給食の情報を十分に伝えられる

よう、募集案内のチラシやホー

ムページなど工夫してまいりま

す。 
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220 

冷たい弁当給食ではなく、小学校との合同調理

など、あたたかいものを食べさせたいです。うち

の子どもも弁当給食を食べたのですが、量が多か

ったです。少食な子、食いしん坊な子、偏食気味

な子など様々ですし、食欲ある日もない日もある

し、好き嫌いなメニューもあります。残すことが

普通になってしまうのもマズイので、ある程度、

量を調整できる給食がいいなと思います。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

量の調整について、現在も、

子供の様子に応じて個別に対応

しながら適量を食べられるよう

にしています。 

引き続き、子供たちが無理せ

ず楽しく食べられる弁当給食の

実施に努めてまいります。 

221 

給食及びオヤツについてですが、こちらも保育

園と同等もしくはそれ以上の質を求めたいです。

園で調理するのは施設の問題から難しいかとは思

いますが、単にカロリー接種のためだけでなく、

原材料や調理法、添加物不使用など子供達の健康

に十分配慮したお弁当給食を提供できる業者を選

定していただきたいです。       

よく食べよく寝てよく遊ぶ。これが幼児の一番

大切なことだと私は考えます。幼稚園の持ち得る

施設や財産をフル活用して、子供がのびのび成長

できる時間を作っていっていただくことを期待致

します。幼稚園の保育内容（というより形態）が

保育園のように充実したら、幼稚園に通わせたい

なと思っているのは私だけではないかと思いま

す。 

弁当給食の開始にあたり、食

事の提供内容やアレルギー対応

の可否などについて、複数の事

業者を比較検討して、現在の事

業者を決定しています。 

引き続き、保護者からのご意

見も参考に、必要に応じて見直

しを図りながら、より良い弁当

給食の実施につなげてまいりま

す。 

 

 

 

 

222 

味の満足度が半数以下で、今後提供回数を増や

すとの事でしたが、それでは利用者の満足度は上

がらないと思います。業者の再検討をお願い致し

ます。味の満足度が上がってから提供回数を増や

すよう、ご検討の程、よろしくお願い致します。 
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223 

個人的な意見、少数派の意見になってしまうか

もしれませんが、娘が幼稚園に通っていた頃週 5

で申し込んでとても助かりました。好き嫌いのな

い娘だったので毎回完食、おかわりがある時はさ

らに食べていたくらい。帰宅時はお腹がぱんぱん

で夕ご飯を食べられなくなる場合があり少し困る

ことも…。好き嫌いがあり食べられないよりはと

は思うのですが夜ご飯食べられないのも問題でし

た… 

娘が在園の時は実物のお弁当をちゃんとよく見

たことがなく量もわからず… 

卒園した後、在園の保護者に試食する機会が設

けられていたとお聞きしたので、在園ではなく入

園前に未就園児の親子で見たり試食できたりする

機会があると食べられる子に対しての対応、好き

嫌いがある子に対しての事前対応を保護者がしや

すくなるのではないかなと思いました。 

また区立幼稚園のｲﾒｰｼﾞ【お弁当作りが大変】

だから保育園かこども園に入れようって考える方

まだまだいる中、少しずつ改革され【給食お弁当

が週 5 出る＝お弁当作りから解放】未就園児の保

護者にとってかなりﾒﾘｯﾄがあり区立幼稚園も入園

視野に入る内容だと思うのですが区立幼稚園で給

食お弁当が出ている現状はまだまだ認知不足なの

ではと感じますので、区の健診の時など未就園児

の保護者が集まる時に資料（写真付きなど）配っ

たり、お話があると認知されていくのではないで

しょうか。 

弁当給食の試食について、現

在は、在園児の保護者に向け

て、申込前に試食する機会を設

けている園もあります。また、

入園説明会では、写真等を使っ

て、保護者に周知するようにし

ています。 

今後は、募集案内時にも弁当

給食の情報を十分に伝えられる

よう、募集案内のチラシやホー

ムページなど工夫してまいりま

す。 

224 

給食も学校の給食と同じ施設で作られたその場

で調理する手作りの出来たてを食べさせたいで

す。（預かり保育のおやつも同様）毎日市販のお

かしは体に悪いと感じます。 

幼稚園給食は、目標や基準と

なる栄養量が小学校とは異なる

ため、栄養管理における基準量

を幼稚園用に設定して提供して

いく必要がございます。また、

窒息事故防止の観点から、幼児

での使用禁止の食材があるなど

特に注意すべき点もあり、併設

小学校の給食を幼稚園でそのま

ま提供していくことは困難で

す。また、幼稚園給食用の調理

スペースを新たに確保すること

も現在難しい状況です。 

預かり保育のおやつについて

は、頂いたご意見も参考に検討

してまいります。 
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225 

そもそも幼稚園入学時期に案内等もなく、自分

で調べないとどの幼稚園にどんな特徴があるの

か、延長保育があるのか等分からない。預かり保

育が保育園より短かったり夏休み冬休みが無かっ

たり働きたいママは保育園一択になってしまう 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

226 

区立幼稚園でも預かり保育長時間保育を実施予

定とのことを大々的にアピールしていただきた

い、例えば保育園志望の保護者に勤務体系等で区

立幼稚園でも保育可能なことを積極的に伝えてほ

しい。保育園を選択する保護者は保育園しか選択

肢がないと思いがちである。個々の区立幼稚園で

積極的なアピールの場を設けることには限界があ

ると思うので区で総合の幼稚園説明会を開催する

など区立幼稚園存続へのバックアップを必要と感

じる。特に小学校と併設の幼稚園の強みなどは幼

稚園入園児の保護者には実感がわかず小学校入学

後に気が付くことが多い。 

227 

区立幼稚園の Instagram なども始めているよう

ですが、まだまだ情報が届きづらいと思います。

区立幼稚園で新しく取り組み始める内容を記載し

た冊子など、各幼稚園の取り組みの情報やパンフ

レットを対象者に配布して欲しいです。 

幼稚園入園前の子がいる家庭には、対象者全員

にむけて郵送し、情報漏れがないように確実に早

急に、周知に向けて対応してください。 

そして周知が済んで数年経ってから人数の増減

を見て、閉園するかを判断するべきだと思いま

す。 

228 

昨今の時代背景から、保育園を選ぶ保護者が多

いことは当然だと思います。しかしながら第一子

の保護者が保育園と幼稚園の違いをきちんと理解

しているでしょうか。きちんと違いがわかれば、

幼稚園に入れたいと考える保護者も沢山いるはず

です。幼稚園の素晴らしさを区としてきちんとア

ピールしていただけたらと思います。 

そして、区立園に入りたい、区立園がいいと選

ぶ人が少なからいることを切り捨てずに考えてい

ただけたらと思います。 



 

79 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

情
報
発
信 

229 

私は子育てが終わった者ですが、三人の子供が

幼稚園でお世話になりました。幼稚園事情から長

いこと遠ざかっておりましたので有意義な回答は

出来ないかと思いますが意見を述べさせて頂きま

す。当時は何かにつけ保護者の協力が必要で登園

後そのまま集まり打ち合わせや作業があり仕事を

しながらでは負担が大きかったのを記憶しており

ます。ですが、幼稚園は教育の場であるというこ

とが保育園を選択しなかった理由です。今後の対

応を拝読させて頂きましたが、時代のニーズや少

子化などで課題解決は容易ではないと思います

し、保育園のようなものを求められ、それをしな

いと園児が集まらない現状だと理解します。が、

幼稚園に通う意義や魅力をアピールして、幼稚園

は教育の場である事に自信と責任を持って頂き保

育園化して欲しくないです。小学校との連携も大

きな魅力の一つであると思いますので、重複しま

すが幼稚園の魅力をもっと発信してほしいと思い

ます。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

230 

もっと未就学児の保護者が今後の入園候補に区

立幼稚園を検討してもらえる様に、集団検診や児

童館、支援センター、区立図書館等に PRチラシ等

を配布、掲示してもらい広く周知をして頂きた

い。 

231 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、2 歳児までの保育施設、児童保育課・児

童館・1 歳児健診等、未就園児の母親が集まる場

所でのさらなる周知の徹底を行って欲しいです。 

232 

未就園児の母親が集まる場、できる限り広範

囲、乳児を連れている保護者の方が必ず用事があ

って訪れる場所(健診の資料に入れてもらったり)

に力強く周知してください。 

233 

預かり保育(リフレッシュ理由での預かりも

可)、お弁当給食があることも周知が進んでいな

いように思うので、未就園児の保護者が集まる場

(台東区近隣の産婦人科、ゆりかご面談、1 才児健

康診断、児童館等々にてアナウンス、パンフレッ

ト配布、掲示するなど)大体的な周知をすべきと

思います。 
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234 

区立幼稚園のいいところは併設の小学校との関

わりが多いことも魅力です。小学校の施設を使わ

せてもらったり、広い校庭や体育館をお借りし

て、都内でものびのび遊ばせてもらっています。

小学生との関わりが多いので、イメージもできて

いるし、就学時もスムーズです。これはもっとア

ピールすべき点ではないかと思います。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

 

 
235 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知を行ったほう

が有効のではないかと感じています。 

236 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知を行って欲し

い。とにかく情報が無い中での子育てをしている

母親が多い印象を受ける。 

237 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知を行って欲し

い。とにかく情報が無い中での子育てをしている

母親が多い印象を受ける。 

238 

新しく区内に引っ越してきた時に土地勘がなく

区からのお知らせにあった支援センターや児童館

によく行っていました。 

そこにある幼稚園の情報を見ると地図と住所く

らいしかわからず職員の方に相談してもわからな

い。と言う反応でした。普段の園の様子やそれぞ

れの幼稚園の PRポイント、コメントなどあれば未

就園児のお母さんの選択基準にできるのではない

かと思いました。 

239 

区立幼稚園の取り組みの周知に課題があるとの

ことですが、たしかに入園前に幼稚園のことを知

る機会は非常に限定的でした。我が家は自ら情報

収集をして初めて幼稚園が預かり保育をしている

ことを知りました。未就園児のいるご家庭全体に

幼稚園をアピールする機会があると良いと思いま

す。区の予防接種や健診のお知らせと一緒に幼稚

園のパンフレットを送付する、健診会場や子ども

家庭支援センターでパンフレットを配ったり就園

相談の窓口を開設するなど、あらゆる層に届くよ

うな働きかけが必要だと感じます。また、台東区

が子育てアプリを作ると聞いたことがあります

が、そのようなアプリで幼稚園情報を配信するの

もひとつかもしれません。 
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240 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知について徹底

して行って欲しいと思います。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

 

241 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知について徹底

して行って欲しいと思います。 

242 

また自分が幼稚園を調べている時、区立幼稚園

は情報が少なく、入園後を想像しづらかったで

す。「よくある質問」のページを増やしたり、わ

かりやすいデザインのチラシを作り 1 歳 6 ヶ月健

診で配布する等、未就園児の母へのアピールをも

う少し工夫すると、よりわかりやすくなるのでは

と思います。情報をどこまで出すか、難しいとは

思いますがご検討お願いします。 

243 

ニーズの高い預かり保育とお弁当給食の全園実

施の件についても、令和 7 年度からの実施を行う

園もあるということですので児童保育課や、児童

館・1 歳児健診など、未就園児の母親が集まる場

所での周知をしていただけたら入園希望者数が増

えるのではないでしょうか？ 

244 

台東区幼児教育共通カリキュラム「ちいさな

芽」に基づいて「生きる力」の基盤を培うための

幼児教育を実践していることを未就園児の保護者

にもっと伝えるべきだと思います。幼児期のとて

も良い学びを提供しているのに、知らない保護者

は多いと思います。 

また、未就園児の母親が集まる場所、児童館、

未就園児の会、区の検診などで、台東区の幼児教

育、預かり保育実施、週 5 給食について、伝えて

欲しいです。 

245 

区立幼稚園でも給食や預かり保育を実施してい

ることを知らずに保育園を検討されている保護者

の方はたくさんいると思います。未就園児の集ま

る場所での周知を積極的に行って頂けるといいか

なと思います。 

246 

区立幼稚園のアピール方法を見直したほうがよ

いのでは？未就園児の母が必ず関わる区の検診開

場で区立幼稚園の説明ブースを設けたり、未就園

児を子育て中のお母さんの目の付場所、場面への

アピールをしたらどうか。 
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247 

現時点で保育園に預けている家庭では、幼稚園

預かり保育を実施していることを知らない事も多

く、幼稚園へ入れるという選択肢が出てこない家

庭も多いかと思いました。保育園利用の家庭も含

め、未就園児のいる家庭への周知ももっと必要か

と思いました。（健診時、掲示板での周知など） 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

248 

【預かり保育・お弁当給食の全園実施の周知方法

として未就園児の母親が集まる場での周知の必

要】 

児童保育課・児童館・1 歳児健診等でチラシを

配布・0歳～2歳までの保育園への積極的なポスタ

ー・チラシ等の配布・台東区 HPでの見やすく分か

りやすい掲示。 

※2 歳までの保育園に通っている保護者の方々に

知ってもらう事は入園児増加に特に効果があると

思います。 

※児童保育課などでも点数が低く希望の保育園

に入所出来ない方にもう一つ選択肢があることを

伝えることも効果があると思います。 

249 

預かり保育やお弁当給食の全園実施の周知方法

として、もっと未就園児の母親が集まる場での周

知を行った方が良いと思います。閉園を考える前

に対応策を考えて欲しいです。よろしくお願い致

します 

250 

預かり保育実施が浸透するように、未就園児の

母親が集まる場でポスターやパンフレットでの周

知をして欲しいです。よろしくお願いします。 

251 

現在、台東区の区立幼稚園に通っています。入

園時より、週 5 日の給食、預かり保育の実施、リ

フレッシュ目的の預かり保育利用が可能…と、保

護者のニーズに対応していただき、皆様のご尽力

に深く感謝しております。この度の対応案につき

まして、今後の区立幼稚園の教育をより良くする

為のものだと承知しておりますが、僭越ながら私

の意見を申し上げます。 

未就園児が集まる場での区立幼稚園の周知ついて 

0～3 歳までの今後幼稚園や保育園の入園を検討

している保護者がいるような場所での周知をお願

いしたいです 

・保育園入園希望の人が来所する児童保育課に区

立幼稚園のチラシを置き、PRしてもらう 

・1 歳半健診など区内の子供が必ず来る機会に

PR…など 
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252 

区立幼稚園の PRに関して、もっと未就園児が集ま

る場での周知をするべきだと思います。（児童館

や 1 歳半健診や 3 歳児健診、区開催のイベントな

ど）幼稚園の先生方や PTAも毎年幼稚園 PRに力を

入れていますが、限られた場での周知（近所の看

板へのポスターや未就園児の会での PR、地域イベ

ント等など）しかできず、もっと区役所の方から

も PRしていただきたいです。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

253 

預かり保育やお弁当給食の実施といった対応

が、児童館や保健所、保健センターなどの未就園

児の親が集まるような場所でもっと伝わるように

工夫してもらいたいです。 

254 

幼稚園の応募を考えるまで、預かり保育や給食

を利用できることを知りませんでした。ぜひ未就

園児の親が集まる場所でアピールをお願いしま

す。 

255 

預かり保育、お弁当給食の全園実施、及び区立

幼稚園が行っている教育の質の高さについて、未

就園児の保護者に周知を図っていただきたいで

す。就園先として保育園しか選択肢がないと考え

ている保護者や未就園児の保護者全体に 

・預かり保育の全園実施により区立幼稚園でも

働きながら子供を通わせることができること 

・区立幼稚園では様々な配慮を要する子供も等

しく大切に扱われており、子供一人一人に向き合

った丁寧な教育が行われていること 

・専門性の高い教員が質の高い教育を行ってい

ること などが周知されるよう、周知のやり方、周

知場所や周知方法などを工夫して増やしていただ

き、地域社会に十分な理解がなされるように取り

組んでいただきたいです。 

256 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、小児科・児童館・1 歳児健診等、未就園

児の母親が集まる場所での周知を行って欲しいと

考えます。 

また、区の広報紙などにも掲載をして欲しいと

考えます。 
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257 

全園、サポート保育を行うと言うことでした

が、入園前にはサポート保育がどういうものなの

か、利用条件はどういったものなのか、園によっ

て偏りが生じるものなのか、どういった立場の人

が預かり保育時に子どもたちを見てくれるのか、

ということを知らない人や今後入園を検討してい

る方へ、他園となるべく同じように伝えていただ

く、もしくは伝えられるような環境にしていただ

きたいです。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

258 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知を児

童保育課・児童館・1 歳児健診等、未就園児の母

親が集まる場所での周知を行って欲しい 

259 

未就園児が集まる場での区立幼稚園の周知つい

て、もっと今後幼稚園や保育園の入園を検討して

いるママさんがいるような場所で紹介してほしい

です。 

保育園入園希望の人が来所する児童保育課など

に区立幼稚園のチラシを置き、預かり保育もでき

ている点を知ってもらう。また 1 歳半健診や児童

館の幼児タイムなどに PRしてもらうなど。 

260 

預かり保育やお弁当給食が区立で実施できると

いう周知方法として、未就園児の保護者が集まる

場や幼稚園、保育園を検討する時期に情報を得ら

れる場所（区役所、公園、区 HP、図書館、児童

館、支援センター、広報誌たいとう）など大々的

に PRしたらよいと思う。 

261 

以前自分の子供が区立幼稚園入園を検討するに

あたって、なかなか情報を得られなかったという

記憶があります。児童館など未就園児の母親が集

まる場所を利用して周知していただけると良いの

ではないかと思います。 

262 

預かり保育や弁当給食の全園実施について、あ

まりにも情報が少ないと思いました。 

児童館や健診の場、図書館など、未就園児の母

親が集まる場所にもっと周知していくべきです。 

ただでさえ出生人数が年々低下していて子ども

の数が減っている状況で、入園人数を引き上げる

のは区立幼稚園にはかなり不利な条件です。 

263 

園児確保のために預かり保育やお弁当給食の全

園実施について PRは必須と考える。特に園選びに

感度の高い未就園児の保護者が集まる場で、積極

的に周知をして頂きたい。 
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264 

預かり保育についてですが、私自身もプレ幼稚

園で実施を知りました。また就業していなくても

年数回使える制度は入園後に知りました。もっと

早く 3 歳児検診や 1 才児検診、児童館など、入園

前に色々と知ることがてきたら良かったと思うの

で、もう少し周知する場を設けてはいかがでしょ

うか？ 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

265 

預かり保育とお弁当給食が全園で実施している

ことの周知が足りないと思いますので、未就園児

の母親が集まるところや、保育園での周知を希望

します。 

保育園に通っているご家庭で、本当は幼稚園に

通えるご家庭もあるかと思います。 

266 

区立幼稚園で預かり保育の全園実施と弁当給食

の本格実施や質の高い幼児教育の提供等している

ことの区民への周知ができれば園児数を増やして

いけると思います。周知方法として児童保育課、

児童館、1 歳・ 3 歳児検診等、未就園児の親が集

まる場所での周知や説明会、1歳・3歳児検診の手

紙にチラシを同封するなど、もう少し広く知って

もらえる様になっていくと良いと思います。 

267 

未就園児の保護者の方が区立幼稚園の預かり保

育があること、お弁当給食があることを知る機会

が増えるよう、未就園児の母親が集まる場所でも

っと広く知らせてほしいです。 

それと幼小の連携の架け橋のお話しも伺いまし

た。こちらも是非もっと広く未就園児の保護者の

方々に広めて知っていただきたいです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

268 

次年度からの「預かり保育」と「お弁当給食の

全園実施」の周知方法についてですが、もっと積

極的に行って欲しく願います。児童館、家庭支援

センターはもちろん、健診時の保健所など未就園

児の保護者が集まる場での周知も積極的にしてほ

しいです。もちろん在園保護者としても周知して

いきたいと思っていますので、共に宣伝できる方

法をお願いできれば幸いです。 

269 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、HP の検索方法や児童保育課・児童館・1

歳半児健診等、未就園児の母親が集まる場所での

周知を行っていただくなど見直しをお願いしたい

と思います。 
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270 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・1 歳児健診等、未

就園児の母親が集まる場所での周知を行って欲し

いです。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 
271 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、未就園児のいる家庭にお手紙の配布や、

児童館・1 歳児健診等での周知を行ってもらいた

い。 

272 

預かり保育やお弁当給食について、区立幼稚園

で行っている事をそもそも知らない人も多く、や

っている園もあるよ、と話すと驚かれる事もあ

る。そもそもないとの思い込みから、区立幼稚園

を選択に入れていなかったとの話を聞くこともあ

る。なので周知されるために、もっとアピールす

る必要があるのでは。児童館や、図書館など未就

園児が集まるような場所も大事ですが、検診や予

防接種を行っている小児科・地元の歯科・皮膚科

などでポスターを貼らせてもらうなど、アピール

する場所はたくさんある。未就園児の親だけでな

く、相父母や親戚、近所の人など、いろいろな人

が目にする場所でアピールし、口コミを広げてい

く必要があると思う。家の近くにある区立幼稚園

からはじまり、隣や近くには区立小学校があり、

区立中学校もあり、何年も子どもたちはその地域

で過ごす子が多いと思います。幼稚園や小学校の

イベントでは地域の方々との交流もあり、名前ま

では知らなくても顔は知っている人たちがたくさ

んいます。そんなことで、子どもたらが地域を自

分の居場所だと、安心感を持って生活できること

が、心や成長にとても大事だし、ありがたいと思

っています。利便性も大事ですが、それだけでは

ない素晴らしさをもっと発信していくべきです。 

273 

令和 7 年度から預かり保育を開始するにあた

り、未就園児の母親が集まる場である、児童館・

健診等で周知を行って浸透させて欲しいです。 

274 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、健診や、小児科など未就園児の母親が行

く場所で、チラシを配布するなどして情報提供い

ただけると良いのではないでしょうか。 

275 

預かり保育と弁当給食が全園実施となること

を、未就園児の母親が集まる場所で伝えていって

ほしい。児童館や、支援センター、健診を行う保

健所など。 
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276 

区立の幼稚園募集を早く出してください。大正

小幼稚園とのふれ合いがあるのでその事を明記し

て下さい。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

277 

預かりが全園になる事は、今の状況を考えると

良い事と思います。保育園とこども園と幼稚園の

預かりの違いがいまいち分かりづらく、預かりが

ある事すら、認知していない保護者も多いと思い

ます。そこを改善しないと難しいのかなと思いま

す。フルで働く人には、預かり保育は難しいです

が、扶養範囲内で働きたい方で保育園に入れない

方も沢山いるので、その方達の目にとまるように

告知をしていく事が必須と思います。児童館関

係、保健所で行う、健診関係などを活用して、選

択幅を広げられる事をもっとアピールしてもらえ

たらと思います。 

278 

預かり保育の全園実施・弁当給食の本格実施

は、今のニーズにとても合っていると思います。

が、この事については、なかなか認知されていな

い所が現状だと思うので保健所で検診時に伝える

等が必要だと思います。 

279 

預かり保育の全園実施、弁当給食の本格実施の

周知方法について：未就園児の母親が集まる場で

の周知をもっと行ってほしい。働いている知人は

17 時まで預かり保育をしてくれる幼稚園をさがし

ていました。 

280 

来年度入園希望者がより希望する園の選択肢を

広げられるよう、未就園児の母親が集まる場での

積極的な周知をされてはいかがでしょうか。 

281 

区立幼稚園の今後の対応について幼稚園の実情

を踏まえ、対応してくださっていることに感謝い

たします。7 年度の募集までに未就園児の保護者

への周知を早くもれなくしていただきたいと思い

ます。預かり保育を始める園に関してはなおさら

早くお願いしたいです。 

282 

預かり保育、お弁当給食実施の周知について、

周知が全く足りていない事が大きな問題かと思い

ます。私自身も園に通う人から聞いたのみで、そ

れ以外の場所で見聞きする事はゼロでした。区か

らもらう様々な案内はもちろんですが、児童館や

健診等未就園児の親が集まる場所での周知を行っ

ていくべきかと思います。 
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283 

全園での預かり保育と給食の取り組みはとても

良いと思います。近年、働く家庭が当たり前にな

りつつあるのをとても感じます。時代に合わせた

取り組みと変化は必要だと感じます。0 歳児から

保育園に入れたい方からすると、3 歳からとなる

と多少劣る部分はあると思いますが、待てないや

働かざるをえないなどあると思いますので、保育

園と提携するなどあると良いかと思います。0～3

歳児は保育園その後は提携の幼稚園になる等、双

方の負担も変わるかと思いますし。正直 1 度入っ

た保育園を変更してまで幼稚園の預かりに変える

かと・・・となると、慣れている生活が親子共々

いいと感じると思うので中々難しい所もあると思

います。それでも需要はあると思うので、子育て

広場や児童館等の保育園、幼稚園に入る前の場所

へのアプローチ等が今一度大切ではないかと思い

ます。とても素敵な取り組みをしていても、知ら

れていないと今後につながりにくいと思います。 

 園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

284 

併設小学校がある園は、0～2 歳児の保護者に小

学校とのつながりが深いことをもっともっと発信

したほうがいいと思う。 

285 

区立幼稚園（預かり保育）のアピール方法を見

直してみるのはどうか。未就園児の母が必ず関わ

る１歳児健診会場で区立幼稚園の説明ブースを設

けてみるのも良いかと。 

未就園児を子育て中のお母さんの目の付く場

所、場面へのアピールが弱い。 

児童保育課に来た家庭にももっとアピールして

はどうか。 

 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

関係部署と連携した周知につ

いても、引き続き取り組んでま

いります。 

286 

今後も区立幼稚園の良さを周りに伝えていきた

いので、周知に力を入れてもらい、多くの方々の

選択肢に入るように存続していけたらと思いま

す。 

選択肢の一つとして、区立幼

稚園を検討していただけるよ

う、区立幼稚園の基本情報や特

色などについて、様々な機会を

捉えて広く周知してまいりま

す。 

287 

未就園児が集まる場での区立幼稚園の周知につ

いて、今後幼稚園や保育園の入園を検討している

保護者がいるような場所での PRをする等、選択肢

として選ばれるようにした方が良いと思います。 

選択肢の一つとして、区立幼

稚園を検討していただけるよ

う、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 



 

89 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

情
報
発
信 

288 

園児や未就園児親子が集まる場所（保健所、一

時保育所、児童館、図書館など）にパンフレット

やポスター等で周知していただけると嬉しいで

す。 

園でも未就園児の会などでお話ししたり、園に

通うママさんたちの口コミが広がったりもありま

すが、それだけでは周知が難しいと思うので、区

からも周知、宣伝していただきたいです。 

配慮が要する子供や医療的ケア児の受け入れに

関しても、当事者の親御さんははじめから区立に

入れるという選択肢が無かったり、無理だと思わ

れる方もいらっしゃるので、園内のバリアフリー

化、受け入れ体制の充実化を知らない方も多いと

思います。 

こちらについても健診時や、療育などで周知し

て、未就園児の会に来ていただくなどできたら良

いと思います。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、配慮を要する子供や医

療的ケア児の受入れに関して、

必要とする保護者の方に情報が

十分に届くよう、情報発信の強

化に努めてまいります。 

289 

区立幼稚園の強みは教員の質だと考えます。皆

さん四大卒業者で一般教養を身につけており、ま

た学科試験と実技試験の狭き門を通過した方しか

区立幼稚園に就職できないと理解しています。そ

の点が私立幼稚園と大きく異なる区立幼稚園の強

みだと考えます。しかし、その強みが一般家庭に

は伝わっていない（知らない）と思われます。現

在共働き世帯は預かり保育のある先に魅力を感じ

るのでしょうが、私の勤務先を含め企業の育児休

暇制度も充実してきており、会社の理解も得やす

い環境になってきています。そうすると今後は預

かり有無よりも教員の質や教育内容を重視して幼

稚園選びをする家庭が増えると考えます。区立幼

稚園の教員がいかに優秀（表現の仕方は色々ある

と思いますが）であるかをアピールした方が園児

が集まると思いますので、是非ご検討をお願いし

ます。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、未就園児の会など直接

的に幼稚園の様子を知っていた

だく機会もあるので、一層の周

知に努めてまいります。 

290 

学級編制基準の見直し内容に関し、周知時間が

なさすぎと思います。周知方法は、周知場所等の

数を増やす、ホームページ、SNS だけではなく区

報、町会掲示板、区町会連合会、町会長会議や回

覧板の活用もあっても良いかと思います。 

都としては管轄外かと思うのですが他区での状

況事例、成功事例等も有ると嬉しい。台東区だけ

での事例は？小学校学区域の検討も今後課題かと

思います。 

 

 

今後の対応策について、パブ

リックコメントの実施にあわせ

て、台東区町会連合会への説明

及び資料送付のほか、広報たい

とう、公式ホームページ、公式

SNSなどを活用した周知に取り組

み、広くご意見を頂戴しまし

た。 

引き続き、対応策の決定後

も、十分な周知に努めてまいり

ます。 
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291 

我が家の子供 2 人とも、富士幼稚園卒園児で

す。 

まず何より、区立幼稚園のこの素晴らしい環

境。小学校併設が多いので、きょうだいが小学校

へ上がっても同じ施設内にいる安心感、園児は小

学生を見ながら自分の成長に見通しを感じられ、

スムーズに就学できているように思います。また

教育内容も素晴らしく、よそから転園して来られ

たり、下のお子さんで初めて区立園に関わる方

は、「こんなにたっぷり自由に遊んでいるのに、

先生方が園児の何気ない言動をすぐに捉えて成長

へ繋げる環境を作ったりして、そこに全く無理が

なく、本当に自然に園児を伸ばして下さる」と驚

かれます。子ども達は生きる力の基礎が確実に築

かれ、保護者も信頼してお任せできます。 

ただ、この良さが子育て世代に伝わりにくいこ

とが 1 番の課題だと痛切に感じます。預かり保育

やお弁当給食の拡充は、時代感に合った素晴らし

い施策です。14 時でお帰りする事もでき、給食も

お弁当も選べる、これは大人だけでなく当の子ど

もの立場でも利点が大きいです。余裕のない世の

中で子どもの最善の利益がさて置かれがちな時代

にあって、区立園は子どもが主体でいられる質の

良い教育機関だと思います。この良さを、園選び

を始める前の保護者、特に母親に、区が躊躇せず

に伝えていくこと、これが課題です。教育委員会

や園長会だけでなく、小学校の校長先生方、PTA

連合会とも力を合わせて、それぞれの立場から伝

える努力をしてはいかがでしょうか。幼稚園選び

の親子に伝える最適な場所は 1 歳半検診だなと、

過去の自分の肌感覚で感じます。それは、園児増

員のためだけでなく、台東区に暮らす女性の生き

方の選択肢を増やす事にもなります。母子が健や

かに共に育ち、子育てに悔いを残さず、そして母

自身の人生も犠牲にしない、そんな視点からも区

立園を是非宣伝し選択肢に加えられるようにお願

いします。 

関係部署と連携しながら、健

診事業の機会を活用するなど周

知強化に取り組んでまいりま

す。 

選択肢の一つとして、区立幼

稚園を検討していただけるよ

う、区立幼稚園の基本情報や特

色などが保護者の方に適切に届

くよう努めてまいります。 
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292 

預かり保育とお弁当給食の全園実施の周知方法

として、児童保育課・児童館・3 歳児健診等、未

就園児の母親、保護者が集まる場所での周知を行

って欲しい。 

ただ単に HPに記載がありますだけでなく、園と

在園の保護者以外にもきちんと告知のための方法

や人的配置、または保育園入園と迷っている方へ

の 1 つの提案としても PR していただきたい。(管

轄外であっても保護者には１つの選択肢として残

る可能性があるため) 

園や保護者だけでは周知するにも限界がある。 

時代とともに変化する幼稚園の形ではあります

が、園児や保護者にこれからもよい形で幼稚園教

育の場が提供されることを第一に希望致します。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、関係部署と連携しなが

ら、選択肢の一つとしてしっか

りと認知されるよう、情報発信

の強化に取り組んでまいりま

す。 

293 

地域の未就園児にこの内容が伝わっているとは

感じにくく、未就園児の集まる場にもっと伝えて

いくことが必要と感じる。 

未就園児の保護者が集まる児

童館や子ども家庭支援センター

などの施設や健診事業等での周

知の強化に取り組むとともに、

各園で実施する未就園児の会の

周知に努めてまいります。 

294 

まず、乳児健診で集まる保護者にパンフレット

を配るのが一番効果的だと思います。区立幼稚

園・子ども園のそれぞれの特色が分かるような写

真があるとイメージしやすいし、遊びに行ってみ

ようと思うのではないでしょうか。区幼 P で毎年

発行している「区幼 P だより」も各幼稚園・子ど

も園の紹介が載っているので活用できると思いま

す。 

また、台東区の子どもが減少しているのなら、

子育てをしたい魅力的な街づくりを目指し、移住

者を増やすことも方法かなと思います。子どもは

未来の希望で、国の宝です。子育てしやすい街は

これからも発展していくと思います。地域に根付

いた子育てができる台東区だと感じているので、

PR 次第では子どもたちも増えて行くのではないで

しょうか。移住のテレビ番組を見ていると、どこ

の市区町村も子育てを重視しているようなので、

台東区もその一員になれるよう応援しています。 

そして、出産を考えている世代にも情報を発信

できるといいと思います。HP の見つけやすさや工

夫が必要だと思います。 

ご検討よろしくお願いします。 

 

 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、ホームページで的確に

情報が届けられるよう、分かり

やすい発信に取り組んでまいり

ます。 
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295 

区立幼稚園の良さを知る区民として意見しま

す。「区立幼稚園の今後の対応 中間のまとめ」

にあるように、台東区立幼稚園は園児数減少のた

め、現時点では非常に難しい状況にあると理解し

ています。一方で、歴史のある区立幼稚園は、設

備が整い、自然環境も豊かで、園児一人当たりの

スペースも広く、行事や日々の幼児教育も何年も

かけて実践され、練り上げられています。地域の

住民からも温かく受け入れられています。小さな

世界でたくさんのことを日々吸収する子供達にと

って、少人数で専門の教育を受けた教諭のもと、

のびのびと幼稚園生活を送ることは、長期的な成

長として見ると非常に大きな利点であるのではな

いでしょうか。 

また、小学校と併設されている環境は、進学後

の学校生活との接続もスムーズで、クラスの中で

も落ち着いたグループになるので安心と聞き及ん

でいます。一方、需要により近年増加した小規模

保育所や保育園は、園児数は多いものの、地域に

開かれた園というイメージはありません。求人広

告も園の外に貼ってあるようなことも多く、「教

育の質」はどのように担保しているのか不明瞭で

す。資料 17ページに②問１のニーズ調査で「保護

者の幼稚園離れが顕著に表れています」とありま

すが、子育て世代の実感として、台東区内の認可

保育所は平成 30年度よりも令和 5年度には激増し

ていた印象があり、保育先の選択肢として認可保

育所が増えたことによる影響もあると考えます。

保育園に預けている保護者の中には、幼稚園の教

育を受けさせたいと転園を考えたり、低年齢では

小規模保育園を利用したのちに区立幼稚園を検討

する方もいます。実際に保育園から転園して、大

満足だったというケースも区立幼稚園に通ってい

ると聞こえてきます。 

入園先を検討する際、少人数すぎて不安になっ

てしまう保護者とは裏腹に、実際に通わせてみる

と魅力あふれる区立幼稚園ですが、平日忙しい保

護者も多く、実際にその園に通わせた家庭の体験

談を聞く機会は限られているように思います。ま

た、地域に長く住んでいる層も、祖父母世代が子

育てをした頃の区立幼稚園のイメージであった

り、数年前から始まった預かり保育の実施やお弁

当給食など、最新の情報を知らないことも多見さ

れます。その年度の幼稚園がどのような保育を行

い、保護者の負担がどのようなものか、またそこ 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

今後も、ホームページや公式

Instagram、ケーブルテレビでの

区立幼稚園紹介番組など様々な

媒体を活用して、情報発信に努

めてまいります。 



 

93 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

情
報
発
信 

 

に通う園児がどれくらい元気いっぱいに過ごし

ているかなどのアピールを、SNS や台東ケーブル

テレビ、またその番組を保健所の健診時に流すな

どして、未就園児のいる家庭層に知ってもらう努

力を区に担って欲しいと願っています。 

 

296 

子供が育英幼稚園に通わせていただいていま

す。いつもお世話になりましてありがとうござい

ます。 

子供が 2 歳の時に未就園児の会に参加させてい

ただきました。先生や支援員の先生方がとても優

しく素敵な園でしたので入園を決めました。まだ

その時は、預かり保育が始まる前でしたので、よ

く分からなかったのですが、いま預かり保育が始

まりとても良いと思いました。私の家庭でも今月

から利用させていただきます。 

今後、期待したいのは、もっとより多くの入園

前の保護者の方へ幼稚園でも預かり保育につい

て、周知していただきたい事です。 

乳幼児検診など、チラシを配っていただいたり

するのも良いかと思います。 

友人も 4 歳児を育てていますが、保育園に通園

しており、預かり保育についてはあまり知らない

ようでした。 

園児が少なくなっている幼稚園もあるかもしれ

ませんが、まだ預かり保育が始まって 2 年目です

ので、閉園検討などはもう少し長い目で見ていた

だけたらと思います。 

よろしくお願いいたします。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など情報発信の強化に取り組

み、保護者の方に必要な情報が

適切に届くよう努めてまいりま

す。 

また、区立幼稚園の基本情報

や特色、園の様子が十分に伝わ

るよう、ホームページの内容充

実や公式 Instagram での発信強

化に努めてまいります。 

未就園児の会についても、直

接的に幼稚園を知っていただく

機会であるので、一層の周知に

努めてまいります。 

297 

全体を通じて、「グレイゾーンの子供と外国人

の子供を引き受けるのが公立園の役割」と強調さ

れているのが気になった。もちろんそれも役割の

一つであるとは思うが、いわゆる普通の子供に向

けてもしっかり入園を宣伝、アピールしていって

ほしい。あまりにグレイゾーンの子供と外国人向

けをプッシュされると健常児（日本人）の保護者

としては自分の子を預けてよいものか不安にな

る。 

安心してお子様を預けること

ができるよう、区立幼稚園への

入園を検討される保護者に向け

て、区立幼稚園の基本情報や特

色を十分に情報発信してまいり

ます。 
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298 

■未就園児の親への区立幼稚園の訴求の強化 

・区立幼稚園の情報と就園児の親とのコンタクト

ポイントが薄い 

1 歳児検診、3 歳児検診、児童館や支援センタ

ー、また保活を相談しに来た方への選択肢の一つ

としての案内をするなど、未就園児の親が集まる

場での訴求をもっと行って、区立幼稚園のを知っ

て選択肢に入れて欲しい。 

・園の HPや SNSの有効的な運用を 

保護者が園を検討する際には、その園の HPは閲

覧する可能性は非常に高い。園の様子や未就園時

の会の様子はこまめな更新をして、保育の様子を

在園児の親だけじゃなくて未就園児の親にも訴求

できるといい。LINE やインスタグラムなど閲覧し

てもらえるような動線をしっかり考えて欲しい。 

・区立幼稚園の良いところの情報がわかりにく

い画一的な情報だけではなく、区立幼稚園の良さ

をもっとわかりやすくアピールした方がいい。

「充実した保育」「預かり保育の実施」「弁当給

食」「隣接小学校との交流」「地域との交流」など

を、先生視点や保護者視点の声を入れたり、わか

りやすいリーフレットや SNS を駆使して、未就園

児の親にわかりやすく届けて欲しい。預かり保育

や給食などは幼稚園はやっていないと思い込み、

知らない保護者は多いと思う。 

・未就園児の会のアピール 

プレ保育に行ってみてその園の雰囲気や子供の

様子を実際に体験することは大きな判断材料にな

る。区立幼稚園の広い園舎や小学校との連携、台

東区の幼稚園の先生方の人柄や保育の素晴らしさ

などを実際見て体験して判断材料にしていただき

たい。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など情報発信の強化に取り組

み、保護者の方に必要な情報が

適切に届くよう努めてまいりま

す。 

また、区立幼稚園の基本情報

や特色、園の様子が十分に伝わ

るよう、ホームページの内容充

実や公式 Instagram での発信強

化に努めてまいります。 

未就園児の会についても、直

接的に幼稚園を知っていただく

機会であるので、一層の周知に

努めてまいります。 

299 

預かり保育や幼稚園給食の有無について、知ら

ない保護者も多いのではないか。またその手続き

が煩雑になっていないか見直しも必要だろう。 

周知の強化に加えて、手続き

もわかりやすく簡素に改善でき

るよう検討してまいります。 

300 

当事者のみの討義ではなく、区の教育委員会の

幼稚園教育の実体を知ってもらうことを最優先に

やってほしいと考えます。区の公報活動では方針

を知り得ませんでした。これまでの預かり保育の

充実で成果が得られることもありましょう。決め

た方向で処理するだけでなく、運用で上げられる

成果もあると思えるからです。教諭と保育士の違

いをも知って欲しい。子どもたちにとってはどち

らも先生なのです。 

区立幼稚園の基本情報や特

色、園の様子が十分に伝わるよ

う、広く周知に努めてまいりま

す。 
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301 

知り合いの方からこちらの意見募集について伺

い、初めてまとめ（時間が無いので概要だけ）を

見ました。現在娘が認証保育園（1 歳児クラス）

に通っており、3 歳児クラスからどこの保育関連

施設に進めば良いか検討していくためにも、こち

らに回答することにしました。 

私は区立幼稚園についてほぼ何も知りません。

まとめを拝見して初めて区立幼稚園の園児数減少

やいろいろなニーズに対応する取り組みを知りま

したが（特に弁当給食と預かり保育延長の全園実

施→保育園化を目指している？）、私のような無

知な保護者には、もう一段階前の部分での理解促

進が必要なのではないかと思います。それは

「で、結局うちの場合はどこに預けたらいい

の？」ということです。 

「区立幼稚園に対する保護者の理解を促進させ

ていく」という課題についても関係してくること

ですが、これは 0 歳時に預け先を探したときにも

思ったことですが、保険でいうところの「ほけん

の窓口」のように、全ての区の保育関連施設につ

いて熟知している方の中立的な立場での相談会が

あればぜひ参加したいと思います。（せめてエリ

アごとにでも）一昨年、無職で点数が全く足らな

かった私は「よく分からないけどなんとか就職し

て認可保育園に入れたほうが良い」と思い込んで

おり、焦って区役所に電話し、たまたま担当者の

方が認証保育園の専願について教えてくださった

ので今がある状態です。私のように最初はなんと

なく認可保育園と思っている人は多いのではない

でしょうか。 

出産前に引っ越してきて台東区についてもまだ

まだ分からないことばかりです。知り合いも少な

いです。自分で保育園子ども園幼稚園の比較リス

ト等を作成して検討するよりも、誰か一発でニー

ズマッチする施設を 2～3教えてくれないかなぁと

日頃から思っています。（住所と点数を入れたら

近隣の園が出てきておすすめしてくれるページを

作って載せて欲しいくらいです）他力本願なのか

もしれませんが、育児相談会等でそのようなこと

も実施されると良いのではないかと思いました。 

 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、幼稚園、保育園、こど

も園それぞれで未就園児の保護

者を対象とした相談を現在も実

施していますが、各園の特色や

比較といった情報がわかりやす

く伝わるよう、周知方法の工夫

についても検討してまいりま

す。 
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302 

「共働きの場合は保育園と言う選択肢しかな

い」と考えるのは自然です。何故ならば数年前ま

では本当に選択肢が保育園しかなかったから。状

況は確かに変わりました。しかし延長の預かり保

育があること自体まだまだ浸透していないのでは

ないでしょうか。時間がかかると思いますし、認

知を高める工夫も必要だと思います。 

区役所に相談した際に「延長保育があるからと

言って安易に幼稚園を選んではいけない。保育園

と違って PTA があるから」と丁寧に諭された記憶

があります。（区役所の保育園担当の方の発言

か、幼稚園担当の方の発言かは忘れました。）PTA

があることは事実ですが、「面倒なものだ」との

刷り込みは不要です。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

頂いたご意見を参考に、今後

も関係部署と一層連携しなが

ら、子育て中の保護者に向けて

必要な支援情報を発信してまい

ります。 

303 

Instagram での情報発信は、なかなか現地に足

を運べない転入組にとっても大事な情報源であ

る。素晴らしいので続けてください。 

区立幼稚園の基本情報や特

色、園の様子が十分に伝わるよ

う、公式 Instagram での発信強

化に努めてまいります。 

304 

何も知らない時にどのように情報を集めるか。

今はインターネットや SNS です。写真で園の様子

をたくさん見られるとどんな風に過ごしているか

がわかり、未就園児の会に行ってみようかなとい

う気持ちになる。大変だとは思いますが幼稚園か

らの発信はとても大事。まずはホームページを充

実させてほしい。 

区立幼稚園の基本情報や特

色、園の様子が十分に伝わるよ

う、ホームページの内容充実に

加えて、公式 Instagram での発

信強化にも努めてまいります。 

 

 

305 

ここの幼稚園はどんなところに力を入れている

かを先生だけではなく区立幼稚園のいいところを 

教育委員会の方々からももっと発信していって

ほしいし現場に来て、見て、空気を感じて内部

（先生や保護者）からでは気付けないところを教

育委員会の外部の方々からこういう取り組みいい

ですね！とか世の中にアピールも一緒にしてほし

いです。地域との関わりも大事だと思いますが幼

稚園の月ごとでこんなイベント（母の日は制作を

するとか季節にあったイベントをとても大事にし

ているとか）幼稚園内部のことを発信できる機会

があるといいなと思います。 

区立幼稚園の基本情報や特

色、各園の様子が十分に伝わる

よう、ホームページの内容充実

や公式 Instagram での発信強化

に努めてまいります。 
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306 

台東区ホームページの「区立幼稚園とは」のペ

ージなどに、もっと各幼稚園の内部の写真や特徴

的なイベントの一覧などがパッと分かる紹介ペー

ジ(PDFとかでいいので)があるといいです。 

〇〇幼稚園では何月には◯◯遠足、何月には◯

◯祭り、何月にはもちつき、お茶会、何月には発

表会といった感じで写真付きで年間行事の紹介が

あったり、教室や園庭、飼っている生き物などの

写真があったりなど。現状は各幼稚園のホームペ

ージにとんで園日記を見るしかなく、更新頻度も

園によってばらつきがあるので。 

他にも自分の子どもの幼稚園を決める際に、小

学校と校庭が共用なので遊具がほぼないことも気

にかかっていたのですが、実際はフロアカーなど

乗り物に乗っていたり砂場道具もいっぱいあった

し、園内にある道具で室内に遊具を組み立てたり

自分たちで作って遊ぶということをしていたので

遊具がないデメリットのかわりのメリットを紹介

してもいいのではと思いました。 

区立幼稚園の基本情報や特

色、園の様子が十分に伝わるよ

う、公式ホームページの内容を

工夫することも検討してまいり

ます。 

また、公式 Instagram も活用

しながら、各園の様子が広く伝

わるよう発信強化に努めてまい

ります。 

 

 

307 

台東区内へのアピールは勿論のこと、台東区の

子育て支援の中にしっかりも盛り込み、外から転

入してくる人(検討している人)にもアピールする

べき。実際に、昨年度も今年度も少人数の園に転

入している子供たちがいる。(学級編制されない

学年があると転入できないことも起こりうる。) 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

また、区外の方にも情報が伝

わるよう、ホームページや公式

Instagramを活用した情報発信に

も取り組んでまいります。 

308 

現在、小人数規模で子どもを診ていただいてい

て、多人数のところにはない、一人一人と先生と

の距離の近さ、手厚さが魅力でもあると思うの

で、９人以下２年連続で閉園となってしまうのは

悲しい。預かり保育も全園で実施されるのであれ

ば、働いている家庭で幼稚園の教育環境に入るこ

とができてすごく良いことだと思う。区の定期健

診で保健師さんとの面談時、区立幼稚園を勧めて

いただき入園を決めたので、健診の時などにも宣

伝というか、区立幼稚園についての案内、相談、

プレ保育の説明など力を入れていくのも一つの手

だと思います。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 
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309 

娘が通わせていただいている台桜幼稚園のクラ

スは現在 6 名です。入園当初は人数の少なさに不

安があり、また預かり保育で乳児保育園に通園し

ていたときと同様の生活ができるかも心配でした

が、おかげさまで現在は最善の選択をしたと思っ

ております。愛情深く手厚く関わってくださる先

生方には感謝しかありませんし、こども園のよう

に幼稚園・保育園両方のメリットを享受できる現

在のスタイルはもっと多くの方に知っていただく

べきことだと思います。たしかに、働きながらで

すと行事参加への調整は大変なところもあります

が、家庭ではわからない子供の成長を感じられる

大切な機会です。現在、行事後に子供を預けて仕

事に向かえており、育児と仕事をバランスよく両

立できていることに大変満足しています。そうい

った区立幼稚園ならではのメリットを今まで以上

に未就園児が集まる場で周知していただけないで

しょうか。私はほかの幼稚園の体験入園後に子供

を園庭で遊ばせていたときに、たまたま台桜幼稚

園が預かり保育をしていること、18 時まで預かっ

ていただけること、お弁当があることを教えても

らい、私立幼稚園への申し込みをキャンセルして

入園手続きをしました。もし、あのときに教えて

くださった方に会わなければそのまま別の幼稚園

に入園し、仕事も現在のようにできていなかった

と思います。 

そういった周知はまさに草の根運動かと思いま

すので、来年度からクラス編制基準を 10名にする

のは時期尚早であるとも思われます。周知に関す

る協力はぜひしたいと思います。親も子も個性豊

かな素敵な園だと思いますので、どうか閉園にな

らないようお願いいたします。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布のほか、未就園児の会への周

知など、情報発信の強化に取り

組み、保護者の方に必要な情報

が適切に届くよう努めてまいり

ます。 

また、新たな学級編制基準の

適用時期については、預かり保

育（定期利用）非拡充園は、実

施後の浸透期間も考慮して、令

和 9 年度入園分からの適用と変

更します。 

310 

周りの人はまだまだ、幼稚園の預かり保育のこ

とを知らないしよくわかっておりません。このよ

うな状態でいきなり来年度 10人の人数制限をかけ

るのはおかしいと思います。 

まずは幼稚園でも預かり保育があれば働けるん

だ！！ということをもっと広めていただきたいと

思います。例えば、0歳から 2歳までを預かる保育

園に PR、区内の子供が来るようなイベントで PR、

児童館など。 

幼稚園も、子供を集めるのに努力されていま

す。区の方もあたたかく支援していただけたらと

思います。 

未就園児の保護者にも、今後

の対応策（中間のまとめ）が広

く伝わるよう、小規模保育施設

や児童館、子ども家庭支援セン

ター、浅草保健相談センター等

でも、パブリックコメントの周

知を行ったところです。 

また、対応策の決定後も、健

診事業などの機会も活用しなが

ら、周知に努めてまいります。 
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311 

例えば育英幼稚園は今年の年少・年中ともに 20

名を超えているようだが、今後定員をオーバーす

るようなことがあった場合抽選となってしまうの

か。区立幼稚園は徒歩で通えることも大きな魅力

の一つであるので、抽選落ちの結果ほかの公立幼

稚園を選ぶというのは厳しい。仮に定員オーバー

することがあっても数名の範囲であれば先生を増

やすなどして全員受け入れてほしい。 

現在の取り扱いでは、定員を

オーバーした際は抽選となりま

す。 

今後、園児数や入園希望者の

動向を注視しながら、出来る限

り入園を希望される園に入るこ

とができるよう園運営に努めて

まいります。 

312 

保育園の時ほど、先生と密にやりとりができ

ず、子どもが園内でどのように過ごしているのか

正直わかりません。また、二歳児の時に通ってい

た保育園ではスマホで日々の様子をたくさん撮影

してくれ、3ヶ月に一度 WEL KIDS photoというア

プリで園児の親たちに共有されていたので、後か

らですが子どもが楽しそうに過ごす様子がわかり

とても安心しました。 

園での生活をブログで公開したり、Instagram

に投稿したりと一般公開しているのであれば、園

児の親たち向けに日々の生活の写真を限定された

環境で見せることに何の異論もないかと思いま

す。 

連絡帳などがなく、何をしているか分からない

ので、せめて写真など毎日楽しんでいる様子を後

からで構わないので見せてほしいです。 

子どもに聞いても、わからない、忘れたとしか

言われないので、3～5 歳の毎日の生活がぽっかり

育児日記に残せず残念に思っています。 

ほとんどの園で、遊びや生活

の様子、教育内容が伝わるよ

う、降園時の写真掲示・スライ

ドショー表示や、HP の活用など

の取り組みを行っています。 

今後も個人情報に配慮しなが

ら、保護者の方に子供たちの様

子や園の教育内容がしっかりと

伝わるよう努めてまいります。 

313 

幼稚園の中でも延長保育をして下さるところが

増えていると思うのですが、やはり夫婦共働き、

核家族が増えて行く中で日中子供を自宅で見てあ

げれるご家庭はこれからも少なくなっていくと思

います。 

通常保育の時間や延長保育の中で小学校入学に

向けて、文字の練習（うんぴつ）や、英会話など

の勉強時間を増やしたり、平日はなかなか難しい

と思うので、週末などに親子で参加できるイベン

ト（夕涼会）などの行事があれば良いのではない

かと思います。 

現在も、区立幼稚園では小学

校への円滑な接続に向けて、

「台東区幼児教育共通カリキュ

ラム『ちいさな芽』」に基づ

き、幼児教育を実践しておりま

す。 

引き続き、質の高い教育内容

を維持していくとともに、土曜

日の園行事の拡充に関しては、

振替休業日の問題もあるため、

保護者参加の機会拡大も含め

て、今後検討してまいります。 
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314 

昨今の気候変動により、夏季の外遊びは非常に

難しいのが現状です。また頼みの綱の児童館も夏

季休暇中は学童利用の小学生であふれておりま

す。乳児ならともかく、ある程度の年齢の子供を

保護者だけで長時間みることのメリットはあまり

感じられず、子供の健やかな育成のためには同年

代の子供たちとふれ合うほうが望ましいと感じま

す。つきましては夏季保育の拡充や、所属園を問

わない幼児を対象としたサマースクールの開催が

あると助かります。 

在園児に対しては、預かり保

育（定期利用）の全園実施に伴

い、長期休業中の預かり保育を

実施してまいります。 

全ての幼児を対象としたサマ

ースクールについては現在検討

しておりませんが、頂いたご意

見は今後の参考にさせていただ

きます。 

315 

遠足など両親共に参加を認めて欲しい。入園料

の負担は個人で構わないので。 

土日の休み校庭開放日を作って欲しい。公園は

小学生が溢れ、運動量が違うので、園児にしては

公園が危ない時もある。園児のみ校庭の使用を許

可して欲しい。 

遠足については、様々な事情

のあるご家庭もあり、各園の行

き先や交通機関の利用状況など

によっても園の対応が違うた

め、一律で決めることは困難で

す。 

学校施設については、利用ル

ールを定めて、学校や教育委員

会の事業、区開催事業、コミュ

ニティや社会教育登録団体の活

動、個人利用などに開放してい

ます。現在の利用状況を踏まえ

ると、園児に向けて定期的な開

放日を設けることは困難です

が、実現可能性について、学校

や園と協議してまいります。 

316 

自分の子ども達は区立幼稚園でした。先生方に

はとても良くしていただき、幼児教育に対する意

識の高さも感じていました。幼稚園に愛着もあ

り、できれば閉園はしてほしくないです。しか

し、今後も共働きの家庭が増えていくのかなとい

うことを考えると、幼稚園の保育時間のさらなる

延長、特に始業時間をもっと早くすることは必須

だと思います。できれば区立保育園と同程度の時

間だったら、保育園ではなく幼稚園で幼児教育を

受けさせたいという保護者もいると思います。 

幼稚園の教育時間の変更につ

いては現在、検討しておりませ

ん。 

また、預かり保育（定期利

用）のサービス内容の更なる充

実も現時点では検討しておりま

せん。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施後に、利用状況や要望な

どを分析しながら、必要性を検

討してまいります。 
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317 

通常保育の時間について年少クラス 14 時、年

中、年長クラス 14時 10分が短く感じ 14時半～15

時ぐらいが理想です。  

月 1 行われているわくわくデーを月 3 回に増や

して私立幼稚園で行われているような英語、体

操、ダンス、音楽などの習い事のようなことを体

験出来たら良いな…と思います。 

幼稚園教育要領では、一日の

教育時間は、4時間を標準とする

と定められています。 

各園で行っている子育て支援

のための延長保育では、教育時

間内とは違い、子供たちの生活

の流れを考えて、家庭的な雰囲

気の中で、のんびり過ごした

り、友達と関わったりできるよ

うに工夫しています。 

区立幼稚園が大切にしている

教育内容については、今後も丁

寧に周知していきます。 

318 

来年度から 14時以降の預かりが全園対象になる

ということですが、それだけでなく、慣らし保育

の期間を短くしてほしいです。5 月から 14 時にし

ていただけると、保護者も働きやすくなると思い

ます。またこども園のように長期休み(お盆、正

月除く)の際も就労の預かりがあると嬉しいで

す。保育園には預けずに幼稚園に行かせたい家庭

もいます。ぜひご検討よろしくお願いします。 

初めての集団生活の場に慣

れ、安心して生活できるように

なることは簡単なことではな

く、個人差も大きいため、区立

幼稚園では、すべての子供たち

が安心して園に慣れることがで

きるよう、3歳児の保育時間につ

いて毎年検討し、ある程度の期

間を設けています。 

頂いたご意見も参考にしなが

ら、今後も子供たちの実態に応

じて検討してまいります。 

また、預かり保育について、

長期休業中も実施してまいりま

すが、学校閉鎖期間の運営につ

いては今後検討してまいりま

す。 

319 先生の人数がもう少し増えたら嬉しいです。 現在、各園に教員を適正配置

しているところです。 

また、現在、区教育委員会で

は、持続可能な教育環境の整備

に向けて、台東区立学校園にお

ける働き方改革に取り組んでい

ます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 

320 

・未就園児の会の開催回数を増やすとありまし

たが現状の先生数では足りなくなるのではと思う

ので、教員数増加についても検討してほしい。 

・区立幼誰園を選ぶか、他の施設を選ぶかとい

う選択肢でみた時に PTA 活動の保護者の比重が大

きいと、尻ごみしてしまうところがあるので、な

るべく PTA 活動の負担が少なくできるといいなと

思うが、現状の教職員数で保護者の負担削減は難

しい気もするので、教職員数を増やして欲しい。 
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321 

0～2 歳児の預かりのある認証、小規模保育園な

どもっと連携する必要があるのではと思います。 

頂いたご意見も参考に、小規

模保育施設等との連携について

どのような取り組みができるか

検討してまいります。 

322 

今後園の数の減少は不可避とは思いますが、園

児が進学後に戸惑わぬよう自分の進学予定の小学

校と交流を図るプログラムを導入すれば、無為な

越境通学など減るのではないでしょうか。 

現在実施している園もござい

ますが、併設小学校に加えて、

近隣小学校との交流機会を今後

も積極的に作るよう努めてまい

ります。 

323 

浅草寺幼稚園・寛永寺幼稚園は夏場のプール遊

びの実施がありません。（近年猛暑が続き暑い日

は園庭にも出られず室内遊びのみ） 

ですが大正幼稚園は大きなプールを出し、夏場

の暑い日はほぼ毎日プールをさせてくださるのは

とても良い点ですし、学校のプールにも入れるの

で水泳学習の先駆け・水に慣れるという点でもっ

とアピールすべきかと思います。入園するまでこ

んなに水遊びが充実していることを知りませんで

した。 

子供たちの体験活動を大切に

し、安全に留意しながら、教

育・保育を行っています。 

小学校に併設しているという

区立幼稚園の特色を生かした取

り組みを今後も続けてまいりま

す。 

324 

区立幼稚園の入園後、1 学期は年少の降園時間

がずっと早いので、最初の 1週間が午前保育、2週

間目は給食を食べて 13 時ごろ降園、3 週間目から

1日保育などと早い段階で 1日保育にすると良いと

思います。(これでも遅いと私は感じます。) 

台東区の私立幼稚園がどのようかわかりません

が、もし 1 日保育や預かり保育が早い段階から始

まるのであれば、区立幼稚園の 1 学期の保育時間

が短いのはすごくマイナス点だと思います。(預

かり保育も 2 学期から始まるので遅いと思いま

す。) 

初めての集団生活の場に慣

れ、安心して生活できるように

なることは簡単なことではな

く、個人差も大きいため、区立

幼稚園では、すべての子供たち

が安心して園に慣れることがで

きるよう、3歳児の保育時間につ

いて毎年検討し、ある程度の期

間を設けています。 

頂いたご意見も参考にしなが

ら、今後も子供たちの実態に応

じて検討してまいります。 

325 

以前よりは進んでいるとは思いますが、人手不

足、人手不足、というフレーズをよく耳にしま

す。先生方の業務をもっと簡素化して、先生方に

時間をもっと与えてほしいです。妊娠した先生の

代わりを探すのにも難航していて、女性が活躍す

る職場だろうに、女性にとって働きやすい環境が

整っていない印象を受けます。内部の事は私たち

親からはよくわかりませんがもう少し職場環境も

整ったら良いと思いました。 

現在、区教育委員会では、持

続可能な教育環境の整備に向け

て、台東区立学校園における働

き方改革に取り組んでいます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 

 



 

103 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

園
運
営 

326 

幼児教育の質を高めるために、区や園との連絡

や手続きを効率的にして頂きたいです。 

特に預かり保育の申込と還付の手続きが手書き

で、非常に効率が悪いです。園が集約・確認に時

間を要し、そのため日常の保育の伝達、行事など

の質を高める事が手薄になっているのではとも思

います。 

PTA 役員をしていますが、諸々の連絡が非効率

（特に園の PCのセキュリティのためかファイルの

受渡に限度があり時間を要します）、PTA 会議、区

や都で招集される会が多数あり、日常や勤務時間

を逼迫しています。 

園や子どもたちのため、地域コミュニティも大

切と考え役員をし、教育の場だからと非効率さを

辛抱していますが、時間、体力、金銭的にも限界

があります。PTA 活動は任意ですが、参加の圧が

あり、PTA の協力がないと園の行事に支障がある

と思い尽力している部分もあります。 

「区立幼稚園の今後の対応」の説明会で、私を

含め、幼稚園の幼児教育をと、働いていても無理

をして通わせている人がいるのを知りました。現

状、就労している人はかなり無理をして通わせて

いると思います。 

預かり保育の拡充は必要と思いますが、保育園

化せず幼稚園の良さを大事に「人手や事務効率の

改善」「働いていても幼稚園に入れる事を未就園

児の母親が集まる場で周知」をお願いしたいと思

います。 

預かり保育利用にあたっての

利便性向上については、引き続

き検討してまいります。 

また、頂いたご意見につい

て、各園と共有し、子供たちの

ための PTA 活動のあり方や負担

軽減に向けての方策など検討し

てまいります。 

園児の募集案内をはじめ区立

幼稚園の基本情報や特色につい

て、未就園児保護者が利用する

施設や健診事業等へのチラシ配

布など周知の強化に取り組み、

保護者の方に必要な情報が適切

に届くよう努めてまいります。 

327 

区レベルの子育て支援制度情報の共有・発信が

叶う場所となれば、子育て世代が制度を有効に活

用できるようになると考えます。また、こどもが

毎日通い送迎する場所にこそ子育て世代のリアル

な意見が集約されます。部署間の領域に柔軟性を

持たせ、例えば住宅課が実施している【台東区子

育て世帯住宅リフォーム支援制度】等の情報を掲

示板に掲示したり保護者限定の連絡 NET などがあ

るようなら類する【区が取組む子育て支援情報】

を身近に閲覧できるよう工夫をする。若し問い合

わせを受けた場合は担当部を知らせあげる。程度

の事で良いのだと思います。従来からのアナログ

な対処、対話でのきめ細かなやりとりこそ本来変

えてはいけない【現代に欠けるもの】と危惧して

います。大人を見て育つこどもたちへ【人として

見聞きを学べる場】になれば【良質な選ばれる

園】の選ばれるきっかけになると思います。  

現在も、区立幼稚園では掲示

板やチラシ配布等で、区の様々

な情報を発信しています。             

今後も関係部署と一層連携し

ながら、子育て中の保護者に向

けて必要な支援情報を発信でき

る場となるよう、努めてまいり

ます。 
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328 

私服に幼稚園ズボンで過ごすのが区立幼稚園で

すが、私服に直接名札を安全ピンで留めると、洋

服に穴が開いてしまい洋服が傷んでしまったり、

お下がりに行きにくい、目立った汚れはないのに

フリマアプリで販売できない等のデメリットが生

じています。保育園では名札はしませんし、それ

でも職員・子供達同士お互いの名前は生活の中で

すぐに把握しています。毎日顔を合わせ、少人数

になってきている区立幼稚園においてこそ名札の

意味はもうないのではないでしょうか。 

制服に安全ピンならまだしも休日にも着用する

子供服に穴が開いてしまうのは保護者としては大

変気になる点です。衣類を長持ちさせたいので安

全ピン以外の方法や名札の廃止を検討していただ

きたいです。私立幼稚園では制服に名札の着用

で、私服に安全ピンを通すことはありませんでし

た。区立幼稚園では 4 歳児から自分で名札を着用

する練習を取り入れているそうですが、4 歳から

無理に練習せずとも小学生になれば手先の発達と

共に自ずとできるようになります。4 歳児が頑張

って自分で名札の取り付けをすると無理に引っ張

ったり、穴が大きくなったりして洋服が穴だらけ

になるのと、針で手を刺してしまい、怪我するこ

ともありました。 

名札については、子供同士だ

けでなく、様々な職員が関わ

り、名前を呼ぶこともあるた

め、必要であると考えていま

す。 

着用方法や形状については、

頂いたご意見も参考に、今後検

討してまいります。 

329 

竹町幼稚園に通わせていた卒園児の保護者とし

てご意見を送らせていただきます。前任の園長先

生には人見知りの息子を根気強く見守っていただ

き、温かい目で息子の気持ちをほぐしていただ

き、順応に対応していただいたお陰で今日の息子

があると言っても過言ではありません。主任、担

任、補助についていただいた先生にも細やかな配

慮、積極的にイベント等をしていただきました。 

しかし、残念なことに現在の園は色んな事に消

極的で善意、ボランティアでなさってくれていた

とは思うのですが、その落差がありお友達の兄弟

を他の前任の先生がいらっしゃる園に行かせよう

と思ってる方が多数いると聞きとても残念に思っ

ております。 

是非、またここに通わせたいと思える幼稚園に

してもらえたらと思います！ 

頂いたご意見については、各

園と共有し、安心して子供を預

けられるよう、今後のより良い

園運営につなげてまいります。 
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330 

デジタル化含めた利便性の向上 

特に私立保育園は、手ぶら登園、DX 化等進んで

おり、経験上、日々の登園準備に手間を感じるこ

とはほぼありませんでしたが、一方、幼稚園は持

ち物に関する細かな決まりが多く、当日の朝に準

備しなければならないものが複数あり、負担を感

じることもしばしばです。何かと時間がなく、タ

イムパフォーマンス重視の共働き世帯について

は、あまり歓迎されない点のように思います。 

さらに、日々のコミュニケーションに関して言

えば、幼稚園は紙ベースの連絡が多く、加えて掲

示板、スママチ、さらに PTAの LINEまであり、多

チャンネル化しており、情報経路が煩雑になって

います。この辺りについては、連絡帳アプリをメ

インとした情報発信に切り替えるなど、経路を見

直すとともにシンプル化してほしい所です。デジ

タル化を進めることで、多言語対応もより容易に

なり、一定数いるという外国籍児童世帯とのコミ

ュニケーションもより円滑になるのではないでし

ょうか。現在利用されているスママチは活用度が

低く、また UIにも優れていないことから、今後、

再考する機会があれば、他のアプリ導入も検討し

てほしいと思います。 

 

園での活動に必要なものを

日々最低限持参していただくよ

うにしていますが、保護者の負

担が過度にならないよう、改善

できる点がないか検討してまい

ります。 

また、日々のコミュニケーシ

ョンツールについても、頂いた

ご意見を参考に、引き続き利便

性の向上について検討してまい

ります。 

331 

【園だより、行事などの配布物のデジタル化の強

化】 

スママチで通知されるものと、紙ベースのもの

が混合しているので統一してほしい。通知も遅い

ので情報得るのも遅くなり混乱する。スママチで

お知らせしますと言われていたのに来なかったり

するので通知するまでのシステムがもう少し簡略

化されると先生方も利用しやすいのではないか。 

連絡ツールが古臭い(紙・ホワイトボード)、時

代に合っていない印象。連絡事項がホワイトボー

ド頼り、子供に気を取られ見そびれてしまうので

スママチ・コドモンなどデジタルのツールをもっ

と積極的に使ってほしい。 

日々のコミュニケーションツ

ールについては、頂いたご意見

を参考に、引き続き利便性の向

上に向けて検討してまいりま

す。 



 

106 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

園
運
営 

332 

わが子を区立幼稚園に通わせて良かったのは、

地域との交流がもてたことです。通園の際も近所

の方々と挨拶を交わし、親子で顔を覚えてもらえ

たことで、卒園後、一人で活動する範囲が広がっ

ても安心することができました。当時よりも保護

者は忙しく時間の余裕がないため、地域との交流

機会も少ないのではないでしょうか？同幼稚園出

身者が地元に多く残っている台東区は幼稚園サポ

ーターの宝庫です。時間に余裕のある幼稚園卒園

者やその関係者（父母や祖父母など）がサポータ

ーとして園活動に参加する機会があれば、地域の

交流も活発になり、安心して子育てできる環境を

作れるのではないかと思います。 

区立幼稚園では、地域との交

流を大切にしており、様々な地

域行事に参加したり、園行事に

地域協力者や保護者 OB に参加し

ていただいたりするなど、地域

の人材活用を積極的に進めてい

るところです。 

今後も、頂いたご意見を参考

に、地域とのつながりを大切に

して、より良い園運営に努めて

まいります。 

333 

人数がギリギリになりそうな園は、申し込みの

段階で、「本当は入園を希望するけれど、人数がギ

リギリで来年度開園できるか不安だから、別の園

に申し込もうかな？」という判断になって敬遠さ

れがちかと思います(この判断が数名集まったせい

で廃園になるのでしたらとても残念なことだと思

います)。 

例え、開園されないとなっても、私立園への申

し込みがスムーズにできるよう、区立園の入園申

し込みの時期を早めたり、1 次募集(一学期など早

期に行う)、2 次募集(従来通りぐらいの時期に行

う)の期間を作るなどして頂きたいと思います。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

また、学級編制が出来ない状

況が判明した際には、該当園を

希望されている保護者に速やか

に周知し、対応してまいりま

す。 
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満 3歳児保育の事も意見に書かれていました。私

の子供も 4月の前半に生まれているため、数日早く

生まれた子は幼稚園年少さんなのに、うちの子は

もう 1 年家庭でという事が残念に思っておりまし

た。子供が通っていた区立幼稚園では、4 月生まれ

の子は圧倒的に少なく、クラスのほとんどが早生

まれの子でした。これは、3 歳になったばかりでは

不安だからのんびりした区立を選び、4 歳間近のお

子さんは、色々なことが経験出来そうな派手な私

立を選んでいるのかなと感じました。満 3歳児入園

が出来れば、年少クラスの人数不足が改善され、

遅生まれの子も区立幼稚園の体験を通じて、その

良さを知り、3 歳児になる年も区立幼稚園を選びた

いと希望する家庭が増えるのではと期待しており

ます。子供たちも、3 歳児の学年になる前に園生活

に慣れ、3 歳児の学年になる頃に自信を持って通園

できるのではと期待します。満 3歳児入園は是非と

もご検討いただけますと幸いです。 

今回まとめました区立幼稚園

の今後の対応に基づいて、適切

に対応策を講じて、区立幼稚園

のより良い運営に努めてまいり

ます。 

満 3 歳児保育の実施について

は現時点では考えておりません

が、頂いたご意見は今後の参考

にさせていただきます。 

335 

セキュリティが脆弱。ゲート、玄関開けっ放し

で無人の場面が度々あった。保育園はオートロッ

クであった。 

個人情報の取り扱いが雑。個人情報書類を間違

えて渡された場面があった。また教員の出産に際

し、写真とお子さんの名前が書かれた掲示物を道

路に面した場所に出しており、個人情報の取り扱

いの雑さを感じた。 

清掃が甘い。区立保育園は用務の方がおり、汚

いと感じた事はなかったが、幼稚園は汚れも目立

つ。  

衛生観念が低い。幼稚園は子どもが風邪を多少

引いてても当たり前のスタンス。マスクを推奨し

たり、早退させたりなどなく、感染症が常時蔓延

している。保育園は両親が共働き前提なので、風

邪を引かせまい！という先生方の気概があった。 

振替休日が多すぎる。運動会などの行事は仕方

ないが、引き取り避難訓練(午前中までの保育)や

小学校の運動会見学で振替は意味がわからない。

避難訓練は本当に訓練なのであれば平日午後にや

るべきであるし、小学校の運動会見学もわざわざ

休日潰してまでやる目的が不明。幼稚園の振替休

日の多さは共働き家庭が多い現代社会に全く即し

てない。 

 

今後も、お子さんを安心して

預けていただけるよう、園の安

全管理及び衛生管理に十分注意

してまいります。 

また、変化する保育ニーズに

柔軟に対応できるよう、頂いた

ご意見も参考にしながらより良

い園運営に努めてまいります。 
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こどもの事故は周囲の大人が余程気を付けてい

てもちょっとした隙に発生します。園の安全性を

高めるため、窓サッシ箇所に自動窓ロックを設置

しベランダを有する構造の場合は転落防止ユニッ

トを設置する事でこどもの飛び出し・転落は防げ

るようになります。区立幼稚園に転落事故防止装

置の設置を標準化出来るように予算化をご検討く

ださい。 

区立幼稚園では、園児への安

全指導と職員による安全点検を

毎月行うとともに、子供の安全

を最優先に留意した施設の改善

を毎年行っています。 

頂いたご意見も参考に、引き

続き、お子さんを安心して預け

ていただけるよう、園の安全管

理に十分注意してまいります。 

337 

入園してから、私立幼稚園・保育園に比べ、メ

リットがなくデメリットしかないことに落胆して

いる。デメリットのどれかでも改善しないと、区

立幼稚園を周囲の人に全く勧められない。共働き

でも歓迎と言っている割には、たくさんの不便さ

や不満を感じる。園児数を集めたいならば、しっ

かりと実際に通っている保護者の意見を聞いて改

善して欲しい。 

危機管理能力の低さ 

他園に通っていたこともあり、他園に比べて先

生達の危機管理意識がとても低く感じられる。水

分補給やオムツ替えに対しての意識が低い。預か

り保育無しの 14 時降園に対しての意識のままだ

と、18 時までの預かり保育の長期保育には不十

分。熱中症対策に対しても、最新の正しい知見を

持っていないようなので、しっかりと研修して欲

しい。また、各園に経口補水液を常備するなど対

策は早急に必要。 

指定物の改善希望 

半ズボンを履くことを強制されている。今すぐ

にでも撤廃し、自由にするべき。理由が風邪予防

のため薄着推奨と入園の際に案内されて、古い悪

しき勘違いが続いているようで、現代の多様性や

機能性最優先に対して真逆の印象を受ける。これ

では、園児は集まらない。 

ベレー帽も洗濯不可の素材であり、機能面?衛生

面で全く園児の日常使いに合っていない。 

これらの悪しき昔からの習慣をそのまま続けて

いることに対して不満や不信感をもつ保護者は多

いことに真剣受け止め、改善をするべき。 

幼稚園の熱中症対策について

は、現在も、水筒の持参や園で

作った麦茶の補給などでこまめ

な水分補給を心掛けています。 

おむつ替えについては、3歳児

入園ということから、排泄の自

立が早い段階で出来ている幼児

が多いですが、おむつを必要と

する幼児に対しては、預かり担

当職員とも連携を図りながら対

応しています。 

また、園での活動における服

装の指定については、安全性や

動きやすさを考慮して、半ズボ

ンを推奨しています。子供の体

調や天候に合わせて柔軟な対応

をしてきているところではあり

ますが、今後も、お子さんを安

心して預けていただけるよう、

保護者の声も参考にしながら、

柔軟に対応してまいります。 



 

109 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

園
運
営 

338 

両親が働いていることを前提にした保育/教育

をお願いしたいです。 

・長期休業はなし、またはごく短期間（盆暮れ正

月のみ、カレンダーどおり） 

・有償でもよいので、送迎バスがあると更に使い

やすい 

・保護者会、役員会などと親をしょっちゅう呼び

出さない 

・卒園式などの際は、下の子供が家庭は困ってい

る所が多いです。ここのベビーシッターなども。 

・希望者のみ、有料で保育時間内に習い事（子供

が複数いる家庭では、習い事送迎に親が大変な思

いをしていることもあります。たとえば、赤ちゃ

んを連れての上の子の送迎は大変です） 

・指定制服、上履きの撤廃→指定品以外の市販品

の方が安価なものがたくさんあります 

今後も、お子さんを安心して

預けていただけるよう、また、

変化する保育ニーズに柔軟に対

応できるよう、頂いたご意見も

参考にしながらより良い園運営

に努めてまいります。 

 

 

339 

・グローバル化。区の予算も有ると思うのですが

今後も円安傾向は続くと見て外国席の方が日本で

働く事が増える可能性も無きにしも非ず。又次世

代に繋がる為に非常勤講師（多国語が出来る）先

生を検討してはいかがか？ 

・クラスに一台タブレットを置いて頂き小学校に

行っても困らないアピールを区幼としてすると

か！IT 化の基礎を作る。先生方も非常に頑張って

頂いているなか区立幼稚園のメリットとしての特

色を考えて見る事もあった方が良いかと思いま

す。台東区の幼稚園はこんな特色もあるから台東

区に住みたいとなれば税収も増えるかと？ 

見守り保育、障害サポートにしてもアピールが

もう少し必要ではないか（支援員さんで出来ない

部分は介護 NPO法人に依頼） 

・子ども食堂運営も含め地域に力を借りる 

区議会議員（派閥無し）での意見も我々は知り

たいです。 

340 

7年前に、子どもが、3年保育で区立幼稚園でお

世話になりました。広い校庭で走ったり、自転車

に乗ったり、思いきり体を動かして遊べること

が、1 番良かったです。今は改善されていると思

いますが、3 歳児の慣らし保育が 9 月まであった

り、ＰＴＡの仕事の負担、土曜日の行事後の月曜

日の代休など、保護者が働ける環境になかった点

は残念でした。園庭のない保育所が区内に沢山あ

ると思います。安全に伸び伸び遊べるように校庭

を予約制など開放してもらえると助かります。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、安心して子供を預

けられるよう、今後のより良い

園運営につなげてまいります。 

また、学校校庭については、

現在の利用状況を踏まえると、

園児に向けて定期的な開放日を

設けることは困難ですが、実現

可能性について、学校や園と協

議してまいります。 
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連絡帳もなく、お迎え時にも何も言われないの

で、なにをしているのか分からない日が多い。昼

食の様子や昼寝をどのくらいしたかの連絡すら無

いので心配になり、転園したくなった時もあっ

た。子に関しての報連相が少ない印象、子ども本

人に自分で説明する能力がまだないので積極的に 

園での様子を教えてほしい。何時間昼寝をした

か、食事は食べられたか等、尋ねるとその時いな

かったから分からないと平気で答える方がいま

す。 

午前・午後などで人が入れ替わるのは理解しま

すが連絡事項引継ぎができる体制が必要かと思い

ます。幼稚園の預り保育の質の悪さを感じまし

た。食事と睡眠に関してだけでも把握してほしい

です。 

安心してお子さんを預けられ

るよう、頂いたご意見は各園と

共有し、預かり保育の質の向上

に努めてまいります。 

342 

幼稚園が保育園と比べ、特に何が良いのか入園

した今も実感があまりありません。まだ入園して

間もないので遠足しか体験していませんが、バス

遠足をイメージしていたのに言う事を聞かない 3

歳児を連れ、親は 1 人態勢で遅刻しないよう動物

園に現地集合、その時点で疲れました。お弁当を

一緒に食べる時間もなく約 1 時間で解散は何とな

く寂しかったです。他の保護者の方々やお友達と

親睦を深められるような遠足ではなかったような

気がしました。集合して解散まで 1 時間程度でバ

スを使わないなら年少クラスは隅田川公園やミズ

マチ公園で簡単なオリエンテーションをして一緒

にお弁当を食べる等でも十分良かったかなと思い

ました。他の幼稚園のようにバスで遠方に行けた

ら最高だと思います。幼稚園は子のために、保育

園は親のため、ここは子どもを預かる場所ではな

いと仰っていましたが具体的にその言葉の本質が

分かりません。保育園を悪く思うのは自由です

が、子ども達思いの立派な保育園の先生方を見て

きたのでそういう表現をする人を見て悲しかった

です。どちらも子どもの為に存在する場所だと認

識していたので幼稚園に壁を感じてしまいまし

た。   

頂いたご意見は、各園と共有

し、今後の園運営に活かしてま

いります。 
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分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

全
般 

343 
園児一人ひとりを大切にしてくれている印象

があります。現状のままで大丈夫です。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

344 

人数が集まらなければ閉園方向との事ですが

まだ閉園方向を公表するのはどうかと思いま

す。閉園に向かうんだと勘違いして尚更人が集

まりにくくなります。結局は我々の意見などは

全く参考にされないように感じます。子供たち

が減っているので苦肉の策かと思いますがあま

りにもやり方が下手すぎです。子供に優しい区

だと思っていましたがそうは思えませんでし

た。 

教育委員会も定年制を導入し子育て世代の人

員に刷新を希望します。 

345 

区立幼稚園は未就学児の受け入れ先として欠

かせない場所です。一時的な人数減少を理由に

廃園の方向性を示唆する文言が含まれている事

に驚きを持ちます。中間まとめにある様な、昨

今の時代に合わせた長時間預かりや病児、障害

児対応、外国籍児童対応などきめ細かな対応も

採算ベース外で出来る可能性があるのが公立の

役割だと思います。小学校統廃合により、元々3

校あった地域を 2校に減らし、1校になった蔵前

小学校が多額の費用をかけて新校舎にしたもの

の児童増加により既に教室不足になっている現

状は、見通しの甘さを証明しています。どうか

同じ轍をふまないよう、慎重な検討を望みま

す。 

346 

区立幼稚園は、保育園や私立幼稚園などには

ない地元住民にとっての拠り所であり、園児の

人数だけで閉園するかどうかの存続を決めてし

まうのはいかがなものかと考える。併設された

区立小学校と連携を密にすることで、子供達の

成長を地域・町会とともに見守る体制ができて

いる。PTAも然り、人数の多寡によって園児の居

場所をなくしてしまうことは、取り返しがつく

ものではないと思う。小学校に併設された園で

あれば、なくす必要はない。 

347 

杓子定規なやり方での廃園に反対致します。 

地域の声をもっと丁寧に確認して、方針を決定

していただきたいです。 
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項

番 
意 見 区の考え方 

全
般 

348 

閉園については、もう 2～3 年程ご検討いただ

けたら幸いです。 

私自身も入園後は預かり保育をしばらく様子見

していました。その間に周りも利用する人が増え

ていき、新入園児の数も年々増えました。預かり

保育の利用を始めるには準備や家庭での話し合い

等、時間がかかります。また、利用したい人に情

報が届くのも意外と時間がかかるようです。(預

かり保育を利用する目的の転園をよく聞きま

す。) 

区立幼稚園は厳選された質のいい先生方と支援

員さん達で、いい意味ででこぼこな幼児を、それ

ぞれの形で楽しく成長していける大切な場所だと

思います。区立幼稚園の魅力を日々感じているか

らこそ、次世代のお母さん方にも選択肢を減らさ

ず、「働きながらでも幼稚園教育」を浸透させ、

出来る限り区立幼稚園を存続させてほしいです。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

 

 

349 

運営の効率、人手不足等あると思いますが園

児の数が少なくても幼稚園は出来るだけ減らさ

ず区内子どもの成長の場として残して欲しい。 

350 

利用ニーズの変化に対応した長時間保育の受

け皿になるべき。外国人対応も必要だとは思う

が、第一義的には日本の少子化問題解決に繋が

る対応が優先される事を希望する。 

また、例えば根岸幼稚園は根岸小学校と隣接

しているが、この様な特色を生かせないもの

か。根岸幼稚園に通っていると、根岸小学校に

入学した際に小学校生活に早く馴染める等のメ

リットを感じる事が出来ても良いのではないだ

ろうか。決してそうでない人が不利になる事を

望む訳ではないが、メリットはあっても良いと

思う。 

351 

無償化により幼稚園は非常に厳しい立場にな

っております。待機児童がいなくなり、時代の

ニーズに応えられる預かり保育が確立した今、

区立幼稚園の認知度をあげる取り組みを見直し

ていただき、未来を担う子供たちが大きく成長

するこの幼児期に幼稚園での質の高い幼児教育

という機会を失うことがないよう慎重にご検討

いただきたいです。 
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全
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352 

区立千束幼稚園でこども 2 人お世話になった

母です。区立千束幼稚園はこのあたりで一番広

くて明るい環境の良い幼稚園だと思います。先

生も素敵な方ばかりです。こども 2 人は千束幼

稚園で 3 年間のびのび過ごし、沢山遊んで沢山

学んで成長して就学する事が出来ました。私は

千束幼稚園に感謝しかありません。区立幼稚園

は変わるべきだとも思いません！変わるべきは

今の日本ですね。少子高齢化の中、若い世代は

こどもを持つことを諦める。その中でも希望を

持ってこどもを持った家庭にも日本は厳しすぎ

ます。働いても働いても税金引かれ、社会保険

料引かれ、ひと月何十万引かれて無くなりま

す。これでは家賃も払えず母親が働くしか無い

から保育園に預けるしか無いですね。誰も狭く

て暗い保育園に好き好んで預けてないと思いま

すよ。昔のように金銭的余裕があり専業主婦の

家庭なら幼稚園に行けるし行かせますよ。専業

主婦なら PTA 活動も問題なくこなせますし。台

東区も高齢者の銭湯代助成する余裕あるなら、

区立幼稚園長時間にしてその長時間は民間に委

託してその費用負担したらどうですか。今の時

代風呂無い家なんてないし、毎日銭湯行く高齢

者贅沢で理解出来ません。銭湯通いの高齢者と

未来あるこどもがいる家庭どちらが大切が良く

考えみてください。台東区の議員さん。何卒宜

しくお願い致します。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

 

353 

小学校と同じ施設にあり、入学を見据えて子

供達が慣れ親しんだ環境からスムーズに進学で

きるという点から区立幼稚園の存在は大事だと

思います。また、お世話になった上級生が小学

校に上がっても近くにいる、触れ合える機会が

あるというのは、在園の子達にとってもとても

心強く、小学校生活を身近に感じられるいい点

だと思います。小学校に上がった子達にとって

も、大好きな幼稚園、先生がすぐ側にいていつ

でも顔を出せる、時々校舎内で会って挨拶を交

わせるというのは大きな心の支えになっている

と思います。 
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354 

「預かり保育・長期休み期間の保育の充実」

と、「3歳児の進路の不安要素の解消」「時間数・

内容の面で積極的に選びたくなる幼稚園」をお

願いしたいです。（また、新堀通り・菊屋橋交差

点周辺の「幼保園の少ないエリア」に施設が増

えたらありがたいです） 

「進路の不安要素」について、以下は我が家

の状況ですが、3歳児クラスへの進級について、

認証保育園など 2 歳児クラスまでしかない保育

機関に子を預ける父母には共通点が多い話と考

え書かせて頂きます。 

幼稚園の教育を子に受けさせたいと思って

も、親の状況を考えれば、結局は保育園の長時

間保育が第一希望になる。しかし、認可保育園

は 10 月申込で結果は 2 月。落ちてしまったらど

うしようもない。一方で、幼稚園も 10 月下旬に

は申込決断をせねばならず、本来は保育園に入

れたいという志望度にマッチしていなくても、

保育園を落ちる可能性を考えると渋々申し込む

しかない。また、上記のように、幼稚園入園の

決断をしても、預かり保育の抽選で落ちてしま

えば職場との交渉などが必要になる。つまり、

長期的に不安や後悔、リスクがある状態が継続

してしまいます。 

今回は幼稚園の在り方の意見ですので、保育

園の当落についてはさておいて、一昔前では

「幼稚園では預かり時間が足りない子供への受

け皿＝保育園」、幼稚園がベースだったと思いま

すが、現在は保育園が基準「保育園の預かり時

間を満たしつつ、教育機関としてのプラスアル

ファのある幼稚園」を求めています。当落リス

クで保育園を選べない消去法の結果の幼稚園で

はなく、積極的に選びたくなるような幼稚園が

あったらありがたいなと思います。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 
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355 

区立幼稚園は未就園児の会もあります。入園

前に子供だけでなく親もいろんな人と知り合う

きっかけの場であり、それぞれの悩みを話した

り、たわいも無い話をしたり先生や園を知るき

っかけとなる場です。コロナ禍で行けなかった

日々からようやく元通り生活ができるようにな

り未就園児の親たちが集まる場所も復活するよ

うになりました。そういった場所がある事は子

を持つ親にとってありがたい場所です。区立幼

稚園がどういう場所か知るきっかけにもなりま

す。閉園してしまうと希望する園に行けなく幼

稚園探しを一から始める、1年待っての入園も有

り得ます。小さくともこの園に行きたいと心待

ちにする子もいます。そういう期待する子供た

ちの声も受け止めていただきたいと思います。 

近年、地価高騰し台東区での子育てや生活維

持が厳しい。子供が増える対策、子育てに優し

い台東区なども同時に考えて頂きたいと思いま

す。保育園よりも幼稚園に通わせたい親もいる

と思います。幼稚園は短時間保育のため諦める

方も過去いたのではないでしょうか。預かり保

育の存在は本当にありがたいと思っております

ので、この先区立幼稚園が存続できる対策をも

う少し考えていただきたいと思います。どうぞ

宜しくお願いいたします。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

 

356 

定員割れしている幼稚園は全部子ども園にし

て下さい。認可ではなく公立で一歳から預かっ

てくれる場所を増やして下さい。 

学童的な場所として使うことは出来ないでし

ょうか。小学校入学した一年生を預かり保育？

学童？的に放課後を一時預かりをしてあげるよ

うにすれば、在学園児と交流も増えるし卒業し

たての新一年生は戻れて安心につながるかと。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

適切に対応策を講じながら、

区立幼稚園のより良い運営に努

めてまいります。 
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357 

中間報告によると、保育所が増えたことで待

機児もおらず、私立幼稚園も人数が減少し、厳

しい状態が続いているとのこと。その状況の中

で、区立幼稚園の人数を増やすために、色々な

政策を行うことで、どこから子どもたちを流れ

させようとしているのかも、私には読み取れま

せんでした。 

保育所から区立幼稚園の方に流れさせたいの

であれば、こちらも、長期的に考えて、逆に、

保育所の数を減らしていくなどの方法も必要な

のではないでしょうか？ 

区立幼稚園も、数が少ない地域と多い地域が

あり、少ない地域の区立幼稚園が閉園してしま

ったら、わざわざ別の遠い区立幼稚園に行こ

う、とはならないと思います。学区的にも併設

している小学校に行く予定だから、その幼稚園

に入れたい保護者がほとんどだと思います。も

し閉園となれば、近くの私立幼稚園に行くか、

保育園に子どもを預けて仕事を始めることも考

えるかもしれません。 

そうなれば本末転倒で、区立幼稚園自体の存

続が、できなくなってしまうと考えます。 

小学校と併設していて、いい環境でしかない

区立幼稚園が、全て閉園になってしまったら、

本当にもったいないと思います。なんとして

も、全ての園の存続を願っております。 

 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

適切に対応策を講じながら、

区立幼稚園のより良い運営に努

めてまいります。 

また、区全体の教育・保育に

関する量の見込みについては、

今年度策定予定の「子ども・子

育て支援事業計画」の中で検討

してまいります。 

358 

在籍数については、少人数よりはたくさんの

友達と関わり合って生活することでの心の成長

を希望し園を選択しました。しかしながら 3 歳

で入園する子ども達を連れての入園当初の登園

は、親子とも不安を抱えてのものになるので自

宅から近くの園に通えることの重要性はあるか

と考えます。また、小学校との併設園であるこ

とで幼小での連携を取りやすいという利点もあ

るかと思います。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 
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項

番 
意 見 区の考え方 

全
般 

359 

公立幼稚園が 2 年保育しかない地域が多い

中、3年保育が有るのは良いことです。保育料が

無償化されたとは言え、私立は制服代、バス代

などの費用がかかります。また、私立幼稚園は

宗教行事があり、お遊戯会などにも高い完成度

を求めがちで、区立の方がのびのびとしている

印象があります。夫の転勤や不妊治療、妊娠中

の体調不良で仕事を辞める人もいるので、区立

幼稚園の需要は有ると思います。 

「区立幼稚園の現況に対する課題」による

と、園児数が減少しているにもかかわらず外国

籍の園児や配慮を要する園児が一定程度在園

し、公の施設として、多様なニーズに対応する

受け入れ体制の確保が必要である、とありま

す。これも勿論必要とは思いますが、在園児数

の少なさから、いわゆる普通の子は、私立園に

行かないと一般的な友達関係が作れないのか、

とも読み取れます。 

預かり保育と弁当給食の実施で園児数が増え

れば良いのですが、園児数の集まらない園は統

廃合し、希望者の多い園は 1 学年 2 クラスにし

て定員を増やすなどして、ある程度の人数のも

とに集団教育が受けられる状態で区立幼稚園が

存続して欲しいです。そもそも公立なので、定

員という考え方をもっと柔軟に、小学校のよう

に入園希望者の人数に応じてクラス数を変えて

も良いのではないでしょうか。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

また、引き続き、園児数や入

園希望者の動向を注視しなが

ら、出来る限り入園を希望され

る園に入ることができるよう園

運営に努めてまいります。 

360 

全園週 5 預かり保育を開始しても園児が増え

るとは思えないです。1番いいのは保育園に行っ

ている家庭が区立幼稚園を選んでくれることで

すが、現状の政策では不可能かと思います。 

少子化で出生率も低く、子どもの数が増える

ことはなさそうなので、子ども全体の数が減っ

ているので、閉園する園が出ても仕方がないと

思います。統合をして、職員を充実させて、23

人程度のクラスがどの園でも作れるといいので

はないかと思います。子どもが多かった時代に

合わせず、少子化なら今いる子ども達を大切に

するような政策をして欲しいです。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 



118 

 

分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

全
般 

361 

まとめにあったように、今までの区立幼稚園

のニーズが減少していることは明らかなので、

新しい形へのシフトは必須だと思われる。 

要因としては、所得が増えずに物価高が進む

現代での共稼ぎが必須となる中での仕方ない要

因。 

こども園のような形を取り入れていくこと

は、普通の流れだと思われるので、新たなニー

ズとして駅に近くて通勤しやすい立地を活かし

て統廃合を検討してはいかがかと思った。大規

模な幼稚園がないかと思うが、0-5歳児を受け入

れられ、多くの教職員が配置できるような園が

出来たら、区民のニーズにこたえられるのでは

ないでしょうか。 

また、現在の働き方改革が進む中なので、現

場の教員への負担増にならないような配慮も多

いに入れていただきたいです。新しい形へは、

区立幼稚園で培ったノウハウが存分に生かせる

と、次へのシフトが楽しみだと思いました。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

362 

預かり保育の拡大や弁当給食の取り組みは保

護者にとってありがたいが、他区のような区立

幼稚園の廃止、統合について念頭に入れて話し

合いを行なった方がいいと思う。 

私立幼稚園は園バスがあったり、英会話や体

操などプログラムが充実していたり、私立保育

園でも様々な取り組みが行われていて、サービ

スの差別化ができない。また幼保無償化もあ

り、公立でなければという理由がない。 

多様なニーズに対する取り組みは、民間園へ

の補助で達成できないか議論してほしいです。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

また、私立幼稚園と連携を図

りながら、区全体の就学前教

育・保育の質の向上に取り組ん

でまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

363 

募集人数が基準より満たしてない場合閉園を

検討されてしまうことについて。 

預かり保育のスタートが全ての園、同時期で

もないのに他にも理由はあるかと思いますがそ

れで人数が集まらないからといって閉園を検討

されてしまうのはとても悲しいです。私も兄弟

も娘も大正幼稚園だったので閉園を考えられて

しまうときいてだったら近隣の幼稚園と合併を

するなどして名前は残していただきたい。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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番 
意 見 区の考え方 

全
般 

364 

従来通りの保育、最近の延長保育、支持いた

します。中間報告の問題は難しい所と思います

が、子どもの教育環境を守り進化させることこ

そ少子化対策になると思います。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

適切に対応策を講じながら、

区立幼稚園のより良い運営に努

めてまいります。 

 

 

365 

区立幼稚園が今後とも台東区の園児たちのた

めに存続することを願います。各園が、園児の

入園のためにご尽力なさっています。保護者の

ニーズに応えられることと考えております。 

366 

この地域は、マンション建設なども増え、住

民も増えていることから、幼稚園は必要だと思

います。利用者の低迷は、共働きの多く、長時

間の預かりを求めるニーズとの乖離です。現実

には、近くのこども園や保育園には入れず、遠

くまで預けに行っていました。朝から夜まであ

ずかってくれるような方式への延長により、伝

統ある幼稚園を閉園しないよう要望します。 

367 

区立幼稚園を希望している方もいるはずで

す。 

人数が少なくなってしまったからといって、

無くしてしまうのでなく、少ない人数でも区立

幼稚園は続けていっても良いと思います。 

今の社会に合わせて、預かる時間をのばすな

ど改善していけば良いと思います。 

368 

入園前の未就園児の集まる場がなくなってし

まうのは、子育ての母親にとっては困る原因の

１つではないでしょうか。 

併設小学校と園児の交流はお互いとって必要

に思います。小学生にとっては、小さい子の目

線になって行動したり、想いを考えたりする事

が出来ると思います。園児にとっては、これか

ら小学校へ上がる為の大事な架け橋となると思

います。 

369 

私立幼稚園と違って費用の面や、保護者との

関わりも多く、意見交換や PTA、地域の方々との

関わりも多くありのびのびと園生活が送れる区

立幼稚園は大事です！ 
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全
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370 

園の統廃合と廃園施設の再活用について 

特に園児数減少が著しい園は、比較的公立園

の数が多いエリアのように見受けられることか

ら、ある程度の統廃合もやむを得ないのではな

いかと感じます。あるいは、子ども園への移行

は選択肢としてないものでしょうか。台東区に

ある数少ない子ども園は、ご存知の通り非常に

人気があります。仮に廃園となる園が出てきた

場合にも、完全に閉鎖してしまうのではなく、

子どもの遊び場として活用してはと思います。

特に午後の時間帯の公園は、どこも子供で混雑

しており、少子化という割にバランスが悪く感

じるポイントであり、また温暖化が進む昨今、

夏場は室内での遊び場が不足しているようにも

感じます。このような状況を緩和するための一

手段として、廃園を活用できるのではと考える

次第です。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

 

371 

保護者が区立幼稚園に充実を期待することに対

して、時間の拡充や給食、時間外の習い事の実施

とあるが、そのニーズを満たすだけでよいのか。

もしそれであれば、保育園にいったほうが乳児期

より保育が行われるし、よいのではと判断されか

ねない。たとえ少人数であっても、幼児教育の充

実を図り、保育園とはまた違ったメリットのある

「子どもの居場所」を整えていくこと、そしてそ

の事実を子育て家庭にしっかりと周知することを

期待する。子育て家庭にとっては、自分の子ども

に合った、家庭の方針に合った場を探しているの

である。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

 

372 

少子化や各家庭の事情により園児数が減少し

ているのは事実ですが、閉園を促す様な施策で

はなく、園を存続させる取り組みを強化してい

ただきたいです。各園の定員人数を減らし分散

化を図ったり入園できる園を区域ごとで決めた

り、他にもできることを模索できるのではない

でしょうか。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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373 

「今後の対応」の 6 項目は、どれも納得でき

る内容だと感じました。特に（1）（3）（4）の内

容は公立幼稚園としての命綱ともいえる大事な

内容だと思います。気になったのは（2）の学級

編制ができない場合のことです。今後定員数に

足りず閉園となった場合、早ければここ数年で

台東区内の公立幼稚園が全廃ということも考え

ているのでしょうか。これからも大幅な入園者

の増加は見込まれないと思いますが、最終的に

各地区（単純に浅草地区、下谷地区・・・とは

いかないかもしれませんが）に１園は残してい

かないと、公教育としての幼児教育が失われる

懸念があります。今後の幼児数の推移を考えれ

ば、園数の見直しは必須だと思われますが、最

終的には〇園（園数）は公教育として残す、と

いう方向を示すことを検討していただきたいと

思います。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

374 

区内在勤で子供を以前区立幼稚園に通わせて

いた立場です。私立幼稚園も利用したことがあ

ります。 

区立幼稚園のメリットは 

①教諭の扱いが私立よりも良く、心に余裕が

ありベテランの先生や教育方針の良い先生に出

会う確率が高いこと②小学校との連携があるこ

と③行事や用品が華美ではなく過度に教育費が

かからないこと④持病や特性のある子も通える

ことだと思います。 

反対にデメリットは私立幼稚園や保育園に比

べて保育時間がとにかく短いことや平日に保護

者が出向く行事があることですが、こちらは延

長保育の枠と時間の増加、保護者のボランティ

アや PTA 活動の見直しで解決できると思いま

す。その為の体制整備の為のある程度の区立幼

稚園の統廃合が必要ならばそれは仕方がないと

思います。 

共働き家庭が増える中で、共働き家庭にも対

応した園にするか、数少ない専業主婦家庭を幼

稚園同士で奪い合う形にするか、どちらかの戦

略を立てて実行していかなければいけない段階

だと思います 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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375 

近隣の園は統合して、もっと充実した保育が

できるのではないでしょうか。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

376 

私立幼稚園はそれぞれ個性があり、特に台東

区は仏教系の園が多いゆえにしつけ重視の園が

多い。また下町であることから私立園は園庭が

こじんまりしているケースも多い。思い切り外

遊びをしたり失敗を恐れずに様々なことにチャ

レンジできるおおらかな幼稚園も選択肢として

必要である。公立幼稚園は園舎も定員を考える

と広々しており、園児一人一人が使えるスペー

スの広さに驚かされる。公立幼稚園の強みをし

っかり理解し、大切にしていってほしい。私は

台東区の幼児教育の良さが決め手で地元台東区

に戻ることを決めた。これからも公立幼稚園に

期待している。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

また、私立幼稚園と連携を図

りながら、区全体の就学前教

育・保育の質の向上に取り組ん

でまいります。 

377 

公立幼稚園・私立幼稚園が軒並み園児数を減

らす中、ことぶきこども園教育枠は人気であ

る。ことぶきこども園教育枠を選択した保護者

に選択理由をアンケートすることで、幼稚園に

対する潜在ニーズがつかめるのではないか。 

こども園の短時間保育内定者

に向けて、選択理由などのアン

ケートを令和 5 年度より実施し

ていますので、そうしたアンケ

ートも活用しながら、ニーズの

分析に努めてまいります。 

378 

日本の資源は「人」。国の根幹である人口減少

をなんとしてもくいとめる事が最重要課題。そ

の為には若い御夫婦が安心して預けられる園児

教育が重要である。今日お聞きした①週 5 回給

食②2 外国籍園児受入等を着実に推進して欲し

い。 

弁当給食については、保護者

ニーズが高いことが確認された

ので、令和 7 年度より週 5 回の

弁当給食を実施してまいりま

す。 

また、様々な背景を持つ子供

たちを受け入れられるよう、教

員や支援員の対応力向上や適正

配置など受入れ体制の充実を図

ってまいります。 
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379 

区立幼稚園の先生方が、幼児の健やかな心身

の発達のために、丁寧に温かい保育を実施して

くださっていることに対し、感謝しておりま

す。しかし、それがなかなか伝わっていないこ

とにもどかしさを感じます。現代の子育てのニ

ーズ（給食、預かり保育の充実等）に応えてい

くことも存続のために不可欠かと思いますが、

それと同時に、広く一般に分かりやすく、区立

幼稚園の先生方がされている保育の素晴らしさ

や大切さがもっと伝わればいいのにと思いま

す。時代の変化により、アンケート結果を見て

も、いかに保護者の負担なく園生活を送れるか

ということに重きを置かれている方が多いよう

に思います。身の周りでもそれを感じます。子

育て環境も考え方も様々であるため、一概に何

がいいとは言い切れません。それに、育児負担

が軽減することは、仕事がある方、実家が遠い

など頼れる場所の少ない保護者にとっては有難

いことであることは事実です。しかし、区立幼

稚園は、幼児の心身の健やかな発達のためとい

う軸のもと、幼児主体に、様々なこと（給食や

預かりの実施も含め）について検討しながら取

り組まれてきたのだと思います。その考え方こ

そが、子どもにとって大切なことであり、広く

知られていくことは全保護者にとっても大切な

ことなのではないかと思います。次年度から新

たなことを実施するとしても、幼児の心身の健

やかな発達のためという軸は揺らがずにいてほ

しいです。そしてそれがしっかり伝わっていく

ことで、安心感をもって区立幼稚園への入園を

選択される方が増えるのではないでしょうか。 

難しい時代の変化の中ですが、長く地域に愛

されてきた区立幼稚園がなくなることなく、良

さが広まり、園児が集まり、活気づいていくこ

とを願います。 

区立幼稚園の基本情報や特色

について広く発信していくとと

もに、区立幼稚園の良さをしっ

かりと守りながら、今回まとめ

た対応策を適切に講じて、区立

幼稚園のより良い運営に努めて

まいります。 
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全
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380 

今、少子化と言われていますが、子どもを安

心して産める社会環境なのか？の議論が決定的

に少ないと思います。台東区民に限っても、住

宅も物価も保育条件も学童保育も、（未婚、既

婚、シングル、外国人、障がい児者、様々な多

様な人々の区別なく）日々暮らしていくだけで

精一杯の人がどれほどいるのかを、幼稚園対策

に限らずに全般的に丁寧に調べ上げなければ、

すべての対策の隙間から抜け落ちていく人が後

を絶たないのではないでしょうか？ 

我が家の孫たちも本来なら保育園生活をする

予定でしたが、育休明けても希望保育園に入園

できず、（母親は）泣く泣く退職・・・し、幼稚

園生活が始まったのです。「少子化」でも、安心

して子どもを預けられる保育施設が住んでいる

地域にあれば、子どもは増えていくのです。台

東区は企業の保育園や認可外が多いことが、絶

対的に“安心”にはつながりません。 

地域にあることでは、幼稚園の立地は好条件

です。働かなければ暮らしていけない子育て世

代を応援する気があるのなら、今ある公立幼稚

園を最大限に活用して、0 歳からの長時間保育

を、きちんと保育資格のある正規職員で実施す

べきです。『あずかり』なんていう位置付けは間

違っています。保育園も幼稚園も“子どもを育

てる”施設です。保育条件も労働条件もしっか

り保障していけば、働き続けられ、その結果保

育経験のある、優れた保育士を多数育てること

ができます。子育て不安でいっぱいの親たちに

とっては、そういう質の高いベテランの保育士

が「頼りがいのある」「地域の宝物」になってい

くのです。 

住みにくい台東区では、人口減少は止まらな

くなると思います。学費の軽減も子育て政策に

は緊急の実現課題です。ことわっておきます

が、これは幼保一元化や「認定こども園」をや

れということでは絶対にありません。 

『地域にある』ということが大前提なので

す。今ある公立幼稚園を取り潰すなんてことが

あってはなりません。今ある施設を生かしてく 

今後の対応の中で掲げた区立

幼稚園に求められる役割をしっ

かりと果たしていけるよう、今

回まとめた対応策を適切に講じ

て、区立幼稚園のより良い運営

に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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全
般 

 

ださい。老朽化しているのなら、耐震補強すれ

ばいいのです。 

台東区民であることを誇りに思えるような、

子どもたちを行政や議会も含めて“みんなで”

育てているんだ！と、子どもたち自身が実感で

きるような方針づくりを期待しています。 

 

381 

現在、金竜幼稚園に通っている娘がいます。 

今後の対応については、概ね異論ありませ

ん。総活躍社会を目指すに当たっては、保育園

を拡充していく等の流れは今後も続くと思うか

らです。 

一方、保護者目線としては姉妹で幼稚園が異

なる可能性に不安を感じています。対応変更に

よる転園は子供に皺寄せさせるだけであり、こ

れは避けていただきたいです。募集前から入園

予定を把握し、園の統合が可能か、お迎え時間

をずらすことが可能かなどの検討をスピード間

を持って行うことにより、子供および保護者へ

の影響をできるだけ避けていただきたい。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

また、頂いたご意見も参考

に、子供を安心して預けられる

よう、必要に応じて適宜見直し

を図ってまいります。 

382 

行政と区民(保護者)が結束して園児減少とい

う困難を乗り越えるために尽力してほしいし、

私自身も区民として、保護者としてその取り組

みに参画していきたい。未来を担う子供たちの

第一歩となる幼稚園が、この台東区において今

後も賑やかに持続していくことを期待してい

る。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

383 

幼稚園の教育方針や対応など満足していま

す。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

384 

僕も区立幼稚園に通っていました。子供がで

きたら区立幼稚園に通わせたいと思っているの

で廃園にならないように時代にあった形で存続

してください。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 
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385 

区立幼稚園に関して、区の取り組みとして時

代のニーズに対応して頂けていることを区民の

一人として感謝申し上げます。区立幼稚園の役

割として、質の高い幼児教育の発信、幼児教育

と小学校教育との円滑な接続、地域における子

育ての支援、多様なニーズをもつ子供たちの受

け入れなど、担う役割は大きいと考えます。し

かし、課題も確かにあります。集団生活として

の適切な人数の確保、満 3 歳児の受け入れも考

えていくことが必要かもしれません。台東区は

公私立幼稚園のバランスも良く、研修等も一緒

にやってきています。また保育園との研修も充

実していると思います。実績があります。台東

区としての成果として、自慢できるものだと考

えます。乳児保育、幼児教育が人格形成の根幹

です。ここで育った子供たちが、将来の台東区

の地域を、日本を支える人材になっていきま

す。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

また、私立幼稚園と連携を図

りながら、区全体の就学前教

育・保育の質の向上に取り組ん

でまいります。 

386 

区立幼稚園や私立幼稚園の園児数が減少して

いる現状で、保育園自体の数が純増で勢いを増

しているのはどうにかならないのでしょうか。 

まずはそこがどうにかならないと、太刀打ち

できるものもできなくなると思います。 

近隣の公立園との交流を増やしたり、地域の

相談の場としても使っていただいたり、区立幼

稚園の良さをみんなで広めていければと思いま

す。 

資料にも書いていただいたような区立幼稚園

の良さを今後も残せるよう、どうぞ、よろしく

お願いいたします。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

また、区全体の教育・保育に

関する量の見込みについては、

今年度策定予定の「子ども・子

育て支援事業計画」の中で検討

してまいります。 

387 

区立幼稚園は残して欲しい。私立も区立も教

育機関である。 

 

 

 

 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

また、私立幼稚園と連携を図

りがら、区全体の就学前教育・

保育の質の向上に取り組んでま

いります。 
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388 

地域との関係が大切である。私立幼稚園のサ

ービス内容(時間延長等)に比べられて、公立幼

稚園への希望者が少なくなるという見解もある

が、幼稚園教育の充実さから見れば、公立幼稚

園の信用は大きいと思う。小学校に臨接してい

ることで、地域との関係が密であるという利点

がある。公立幼稚園が地域との交りを広げるこ

とで幼稚園への理解も深まり、入園希望の保護

者は増加すると思われる。(運動会、音楽会、学

芸会、作品展等の案内を地域に広く知らせる等)

育英幼稚園 50 周年記念式典に参列してくれた地

域の方々はおどろく程多数で、浅草橋地区の大

方の代表者が集ったと思われる。この地域との

密接な関係保持の努力が 23 名の入園者として結

実したと言える。公立幼稚園は小学校と手を組

んで、地域の交りの中心になるという意欲が大

切である。地域との関係を広げることで公立幼

稚園の存在をアッピールすることができる。 

今回まとめた対応策を適切に

講じながら、区立幼稚園のより

良い運営に努めてまいります。 

389 

統廃合については、十分な議論を重ねた上で

慎重に判断してほしい。人数が少ないからこ

そ、一人ひとりをしっかりと見ていただけて、

安心感がある。先生方ともコミュニケーション

が取りやすく、相談もしやすい環境であるた

め。 

 

 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

適切に対応策を講じながら、

区立幼稚園のより良い運営に努

めてまいります。 

390 

もう成人した子 3 人がお世話になりました。

時代が変わり、働く母が多くなった現在、保育

園のニーズが高まっているのを通感していま

す。ですが、個性のある(例えば宗教色があるな

どの)私立幼稚園とは異なる区立幼稚園の良さが

あると思って選んだ私としては、基本、全ての

区立切維園を子ども園にするのが良いのでは?と

思います。保育園には少ない教育要素のある区

立幼稚園を是非残して下さい。 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

適切に対応策を講じながら、

区立幼稚園のより良い運営に努

めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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391 

区立幼稚園は、小学校と同じ敷地にあること

が多く、幼稚園の子どもたちは入園したときか

ら、小学校を身近に感じることができます。小

学生への憧れも自然に育まれ、それは小学校へ

のスムーズな移行にも繋がることとなります。

保護者として、区立幼稚園に入れてよかったと

心から思う点です。小学生となり、なんとなく

心細くなったときもすぐ横に懐かしい先生がい

るということが子どもたちの心の支えになって

います。また、母親の方も、子育てに不安を持

っていたとき、孤独を感じたとき、幼稚園の未

就園の会などで園長先生に温かく迎え入れても

らったことや同じ子育ての悩みを持つ母同士の

つながりを持つことができる場として、区立幼

稚園はありがたい場所でした。その後の小学校

生活においても、幼稚園時代から繋がりのある

保護者のネットワークは大変心強く、ありがた

い存在です。 

つまり、区立幼稚園は単なる幼児教育を受け

るだけの場所ではなく、子どもと母親両方への

サポート的な役割も持っていると考えます。 

無くすのは簡単です。その前に区立幼稚園の

良いところをたくさんの人に知ってもらい、そ

の上で選択してもらえるよう台東区としても力

を入れて周知活動をしてほしいです。100年以上

の歴史のある区立幼稚園もあります、台東区と

して大事にすべきと考えます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

区立幼稚園の基本情報や特色

について広く発信していくとと

もに、区立幼稚園の良さをしっ

かりと守りながら、今回まとめ

た対応策を適切に講じて、区立

幼稚園のより良い運営に努めて

まいります。 

392 

 

・「近い」ということは、子供を連れていく場

所を決めるにあたって重要なことだと思うの

で、もし閉園基準を満たしてしまった場合にも

その区域に幼稚園がゼロになってしまうような

ことにはしないで欲しい。 

 

 

 

 

園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

なお、万が一閉園を検討する

際には、0～5 歳の就学前人口や

周辺の幼稚園の分布状況等、

様々なデータを基に総合的に判

断いたします。 
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393 

台東区の学校は幼稚園に限らず、地域との関

わりという部分が非常に大きいと思う。また、

公立ということで、想定していた人数に満たな

くても存続してきた部分があると思う。定数に

満たないから募集停止→閉園ではなく、統廃合

を考えていくことはできないのでしょうか。 

千束幼稚園の施設環境しか見たことがないの

ですが、陽当りのよさや、園庭、常設プール、

幼稚園の遊戯室があること、校庭や屋上など併

設の小学校の施設を使用できることがある魅

力、また、職員室の広さなども充分確保されて

おり、体調が悪くなっても職員室の片隅で先生

に見守られつつ、横になってお迎えを待つスペ

ースがあったり、施設環境はとても良いと思い

ます。既存の施設を活かしてほしいです。 

私自身の子たちはピークの H28 年度や人数の

減少が顕著になってきた令和 2 年度に在園児と

して通園していました。人数が多くても少なく

ても、教育を同じように受けさせていただいた

と感じています。園児数が少ないことで、多い

時と比べると出来ないことや制約が出てしまう

こともあることは実感しましたが、教育の質が

落ちたということは感じませんでした。一定数

の園児が確保されることは集団を学ぶという視

点で考えると望ましいと思いますが、一方で

色々な背景を持つ人たちを受け入れる受け皿と

もなっているので、人数が多い=質の高い幼児教

育の提供とはならないと思います。 

区立幼稚園に求められる役割を挙げられてい

ますが、保育ニーズに柔軟に対応するには、受

け入れる側の発信力（園独自ではなく全園で統

一した認識のもの）や、人員の配置が必要だと

思うし、格差のある世の中において区立幼稚園

があるという安心感がある施策をお願いしたい

です。 

 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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394 

私は区立幼稚園に通っていました、今でたま

に遊びに行きます。結婚して子供ができたらや

はり区立幼稚園に通わせたいです。 

しかし、きっとダブルワークになってしまう

と思います、そうすると保育園？でも幼稚園が

良いと思うので、ダブルワークでも通園できる

ように区立幼稚園も対応してください。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、多くの保護者が安心し

て子供を預けられるよう、区立

幼稚園のより良い運営に努めて

まいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

395 

これから台東区の子どもの数も減少していく

のならば、幼稚園にしろ、保育園にしろ、数が

少なくなるのは避けられないのかもしれませ

ん。これからの生活様式に合っているのは保育

園なのかもしれませんが、幼稚園の今まで培っ

てきた幼児教育は素晴らしいものだと思ってい

ます。わが家の子ども達も幼稚園で本当にのび

のびと楽しい 3 年間を過ごさせていただきまし

た。小学校と同じ敷地にあり、広い校庭を使え

たり、小学校に入学後比較的スムーズに馴染め

たりするのもいいですよね。 

これから入園をする子ども達のため、幼稚園

か保育園か子ども園か、という枠にとらわれ

ず、子ども達と保護者が双方充実した生活を送

れるような保育・幼児教育機関・システムを強

く希望いたします。よろしくお願いします。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

引き続き、関係部署と連携し

ながら、区全体の就学前教育・

保育の質の向上に向けて取り組

んでまいります。 

396 

子供 2人を区立幼稚園に通わせたものです 

その頃は抽選入園でした、社会の仕組みがか

わり共稼ぎが当たり前の時代 

未就学は義務教育では無いけれどほぼみんな

が何かしらの施設に通う時代に適した区立幼稚

園になるように教育委員会は何もしてこなかっ

たように思います、人数が減ったら廃園と言う

前に魅力のある、共稼ぎでも通園出来る園作り

をしてもらいたいです。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、多くの保護者が安心し

て子供を預けられるよう、区立

幼稚園のより良い運営に努めて

まいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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397 

区内の地域交流もあり、幼稚園だけではな

く、区全体で、必要な場所だと思います。 

人数制限を変更するのではなく、預かり保育

があることを認知できる場を増やしてから検討

して頂けたらと思います。プレ保育などがあ

り、各幼稚園では、積極的な募集をして頂いて

いると思いますが。 

共働きの場合、延長保育が前提になってしま

うので、保育園だけでなく幼稚園も預けること

が出来るという選択肢が合った方が良いと思い

ます。 

「年齢ごとに教育の狙いは異なるが、集団遊

びなどの際は 10 人以上が望ましい」とありまし

たが、保育園も区内のいくつか見学しました

が、例え人数が多くても、少なくても、他のク

ラスとの交流が少ないように思いました。幼稚

園では、他の学年との交流も多く、同級生以外

でも、年下・年上との交流も深く、子供の成長

にとても良いことだと思いますし、小学校との

交流もあり、とても良い環境であると思いま

す。人数ではなく、環境ではないかと思いま

す。何卒、検討の程、お願い致します。 

子供たちの「生きる力」の基

礎を培うための幼児教育を実践

し、小学校へ円滑に接続してい

くためには、一定の園児数が確

保された環境が必要であると考

えます。 

また、園児の募集案内をはじ

め区立幼稚園の基本情報や特色

について、未就園児保護者が利

用する施設や健診事業等へのチ

ラシ配布など周知の強化に取り

組み、保護者の方に必要な情報

が適切に届くよう努めてまいり

ます。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

398 

少子化による乳幼児の減少は避けられない事

ではありますが、2年連続で学級編制が出来ない

場合の閉園検討については地域の意見を踏まえ

て慎重に進めていたただきたいと思います。 

地域における子育てのニーズをしっかりと集

めた上で閉園ありきではなく、幼稚園施設の多

様な活用と募集の拡大に努めていただきたい。

例えば近隣区から台東区に働きに来られている

親の子どもの預かり保育や園児募集、外国籍乳

幼児への対応などの検討をお願いいたします。 

とくに外国籍の子どもにしっかりと対応でき

るように専門的な知識をもった支援員の充実を

図っていただきたいと思います。 

台東区は地域一体となって幼少連携を進めて

きた実績があります。地域の支援者との連携を

図りながら子どもの教育を最優先に考える施策

をぜひともお願いいたします。 

区立幼稚園の良さや特色をし

っかりと守りながら、今回まと

めた対応策を適切に講じて、区

立幼稚園のより良い運営に努め

てまいります。 

なお、現時点では、区立幼稚

園の申込資格である区内在住と

いう要件について緩和すること

は検討しておりませんが、頂い

たご意見は今後の参考にさせて

いただきます。 
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399 

令和 7 年度から全園預かり保育が始まるとの

事で、浸透するには時間がかかるはずです。実

施年度からの入園児数を参考にするのは早すぎ

ると思います。 

我が子は特別な配慮を必要とする児童です。1

歳前後から成長に違和感があり、幼稚園に行け

る日は来ないかもしれないという気持ちで過ご

してきた中、区立幼稚園は息子の入園を歓迎し

てくれました。 

実際に入園し、登園がスムーズにできず、手

をつないで道を歩くという当たり前のことがな

かなか難しかった時に、歩いて行ける距離に幼

稚園がある、ということがとても重要だったと

思いますし、支援員の先生がしっかりと適切な

支援をしてくださったおかげで、現在集団活動

にも加わることができ、楽しく毎日を過ごせて

いると思います。 

私たちにとって、区立幼稚園は欠かすことの

できないものでした。ですから、幼稚園を減ら

すことはしないでほしいです。  

どうしたら幼稚園への入園を選んでもらえる

のか、入園者数を増やすためにということで

様々な試みをされていますが、個人的に気にな

るのは、入園後に引っ越し等で退園してしまう

ケースが多いということです。 

離れる人の話を聞くと表向きは引っ越し等の

理由ですが、PTA活動の負担によるものも少なく

ありませんし、実際、上の子の幼稚園を経験し

てみて、下の子は保育園を選んだパターンもい

くつか知っています。  

私は今年度の途中で台東区を離れることにし

ました。年少クラスの時、家庭教育学級で聞い

た講師の方のお話は発達障害児の親の私にとっ

て、胸が苦しくなるような内容でした。小学校

は幼稚園とは全く世界が違う場所である。とい

う現実を突きつけられました。 

その頃は、息子は小児科医から知的障害と言

われたこともあり、また毎晩の夜泣きが治まら

ず、漢方薬を飲んでいました。 

同じ話を聞いても年少児の親と年長児の親で 

感じ方が違うのだと思います。ただ、立場の

上の方が発達障害をよく知らないということ

は、この先、私たち親子にとって、とても生き

づらい場所であると判断し、情緒級のある近隣

県へと引っ越すことにしました。 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

また、区立小学校の自閉症・

情緒障害特別支援学級について

は、今後 5 年程度の間に設置す

ることとし、現在準備を進めて

います。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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全
般 

 

台東区には情緒級がなく、園で支援員さんに

マンツーマンで見てもらっているような子は、

どうしていけばいいのか、不安で仕方ありませ

んでした。そんな親子の不安を少しでも取り除

けるような幼稚園と小学校の連携は必要ではな

いかと思います。 

 

400 

区立幼稚園に子が在園し、週 5 で預かり保育

を利用しています。 

保育園が手ぶら登園などのサービスや課外活

動（習い事）を充実させていますが、本来の福

祉の観点ではなくサービス業に近い状態にな

り、職員の負担が大きく保育の質に影響がある

という危惧、幼児教育は家庭と園が両輪となっ

て実践するという園の指針に共感し保育園から

幼稚園に転園しました。 

区立幼稚園も人員募集の観点から様々な面で

緩和されていることを実感し恩恵を受け有難い

気持ちもあります。パブリックコメント内に

「幼児教育の本質を丁寧に実践してきた」と記

載があったように、本来の「幼児教育の質」に

影響を与えるようなことはないようにして頂き

たいというのが率直な思いです。親の負担軽減

が教職員の負担にならないようにご配慮くださ

い。 

区立幼稚園の良さや特色をし

っかりと守りながら、今回まと

めた対応策を適切に講じて、区

立幼稚園のより良い運営に努め

てまいります。 

また、現在、区教育委員会で

は、持続可能な教育環境の整備

に向けて、台東区立学校園にお

ける働き方改革に取り組んでい

ます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 
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401 

区立幼稚園入園希望数の減少を止めるため、最

も重要な課題・対応として「区立幼稚園の魅力や

教員の指導力向上」「質の高い幼児教育の提供」

と資料と説明で挙げていらっしゃいました。区立

幼稚園の教職員方にお世話になっている在園保護

者の立場からすると不快でした。 

教職員方は十分に取り組んでくださっているに

も関わらず、幼稚園側がその課題や対応により努

力すれば入園希望が単純に増えると予想している

のでしょうか。区立幼稚園入園希望が減少してい

るのは、各家庭の就労時間などに係る生活様式に

幼稚園の制度が合致していないため保育園やこど

も園が選ばれていることが要因だと思います。 

また預かり保育の制度実施は選択肢として大変

ありがたいと思っていますが、区立幼稚園が保育

園化を進めることにより「保育園の代わりとして

区立の幼稚園が選ばれる」ことについて幼稚園側

としては本望なのか気になります。 

区側は区立幼稚園の現場に指導力や質の向上を

強いるのではなく、教員が幼稚園教育の理想に向

かって取り組むことができる十分な環境を整えて

ください。保育園化していく制度、様々なニーズ

がある保護者・園児との状況などの一方、幼稚園

らしい教育や繋がりも求められており、その状況

でバランスを保ちながら教員が取り組むことにつ

いて、現場での無理がないか注視してください。 

そして、各区立幼稚園が実施している取り組み

を、区側が入園を検討している方に伝える努力を

課題としてください。 

今後の対応策の中に、「情報

発信の強化」を新たに追加し、

園児の募集案内をはじめ区立幼

稚園の基本情報や特色について

周知の強化に取り組み、保護者

の方に必要な情報が適切に届く

よう努めてまいります。 

これまでも区立幼稚園が取り

組んできた質の高い幼児教育の

実践をはじめ、預かり保育（定

期利用）の全園実施や弁当給食

の本格実施など保護者ニーズに

対応した施策を展開するととも

に、各園との連携をより密にし

ながら、適切な園運営に努めて

まいります。 
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402 

こどもが 7 名以下ですと、たくさんの子ども

と一緒に遊んだり行事に取り組んだりする経験

がもてず、協調性も育たないと思います。その

結果相手への思いやりに欠ける子や、集団に入

ることができない子どもたちをうんでしまうの

ではないでしょうか。また、保護者が求めるも

のは長時間の保育です。私は専業主婦ですの

で、就労や介護認定を受けている親の世話はし

ていません。しかし、娘が幼稚園児の時は自営

の手伝いや病気、老老介護をしている家族の手

伝いなどで忙しく 14 時に迎えに行くのが本当に

大変でした。今のお母さんたちはワンオペで育

てている方が多いと思いますので本当に大変だ

と思います。台東区は 23 区の中で一番面積が狭

い区のようですが、区立幼稚園の数が多いよう

に思います。私が育った練馬区は今現在一つの

ようです。是非他の区を参考にしてみて下さ

い。私は区立幼稚園を減らし、その人件費で長

時間見られる方を起用する方向に持っていって

頂きたいと思っております。 

共働き世帯の増加や核家族化

の進行などにより、長時間保育

にニーズが移行している一方

で、幼稚園に対するニーズも一

定数存在することが、次世代育

成支援に関するニーズ調査結果

から確認されています。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

 

 

 

 

 

403 

幼稚園の土地、建物を住民のために有効活用

してほしいです。新しい保育園を建設するな

ら、幼稚園の建物の一部を保育園として利用す

る方が経済的です。私立保育園を誘致すれば収

入も見込めます。私立保育園以外にも、民間企

業に幼稚園の施設を貸し出しても良いかと思い

ます。貸し会議室、リモートワーク用オフィ

ス、幼児向け各種教室に使えるのでニーズはあ

るのではないでしょうか。 

個人的には、幼稚園の施設で保育園のサービ

スを提供してほしいです。現在 2 歳の子供が保

育園に通っています。保育園のサービスには満

足していますが、環境（ビルにある保育園で園

庭なし、室内も狭い）には満足していません。

子供を近くの幼稚園にあるような広い園庭で遊

ばせたいですが、保育園の施設はどこも幼稚園

の施設ほど広くないので無理なのが残念です。 

404 

幼稚園と石浜橋場こども園の幼稚園機能はい

らないと思います。税金が無駄遣いされてると

思ってます。 
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405 

区立幼稚園の園児数が少ない今、早急に合併

等の対策もするべきだと思います。 

個人的な意見になってしまいますが、子供に

はたくさんの経験をさせてあげたいと思ってい

ます。しかし人数の少ない園ではできる事が限

られ、更にお手伝い等の分担が難しく親の負担

も増える事になると思います。実際に今通って

いる園は人数が少なく、運動会・こども会等、

人数が足りなくてできない事が多いのが見て分

かります。 

合併により通う園が多少遠くなったとして

も、より良い経験をさせてあげられるのであれ

ば私はその方が良いと思っています。 

合併に反対の意見もあると思いますが、園児

数は年々減っているのはデータとしてあり、数

年で何倍にも増える事はないかと思います。園

児数の増加傾向が何年も続いた時にまた対策を

考え、今やるべき事は今いる子供達により良い

環境を整えてあげる事だと思います。 

不確定なことを理由に現状のままでいると、

少なくとも私は自分の周りの人や将来子供達が

大人になった時に台東区の区立幼稚園を勧める

ことは出来ません。そういった方が他にもいら

っしゃった場合、更に園児数が減って行くと思

います。 

しかし現状をより良くする為の動きがあれ

ば、台東区は今いる園児の事もしっかり考えて

くれているのだと分かってもらえると思いす。 

そして合併等によりお金の面でも余裕が出来

るのであれば、送迎バスなどを用意する事によ

り、家から幼稚園が遠くても通いやすくなるの

ではないでしょうか？(利用者は有料など) 

共働き世帯の増加や核家族化

の進行などにより、長時間保育

にニーズが移行している一方

で、幼稚園に対するニーズも一

定数存在することが、次世代育

成支援に関するニーズ調査結果

から確認されています。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 
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406 

区内で来年度 3 歳児入園を迎える子どもは何

人くらいいるのでしょうか。近年、子どもの数

が減っているにも関わらず保育園数の増加を頓

に感じますが、その点は区としてどのように計

画されたのでしょうか。保育園数が増加し、希

望者が大方保育園に入園することができるよう

になった後、区立幼稚園で延長保育を始められ

ても、一度保育園に入園すればやはりなかなか

転園まではしないように感じます。そういった

状況の中で、今回の学級開設基準人数増加で

は、近い将来閉園となる区立幼稚園が多くなる

かと思います。もしそれを既に予測されていた

とすれば、今回の閉園基準はひどく乱暴なもの

に感じます。閉園を念頭に入れるならば、全園

アンケート「お子様の入園先に区立幼稚園を選

択した理由を教えてください。」の回答にある、

「併設小学校と連携した活動があるから・自宅

から近いから」という、計 45.9％にもなる意見

をくみ取って、慎重に計画を進めなければなら

ないのではないでしょうか。もし仮に、富士幼

稚園・金竜幼稚園・大正幼稚園・千束幼稚園を

いう、比較的近くに集まっている 4 園全てで閉

園が決まった場合、自宅近くに幼稚園が無いと

いう家庭がたくさんあるのではないでしょう

か。 

また仮に、先述 4 園のうち 3 園が廃園となっ

た場合、残り 1 園の人数が増え、その併設小学

校への入学希望者が大幅に増加することも考え

られるのではないでしょうか。幼稚園は、その

先の小学校にも大きく関わってきます。今一

度、閉園が子どもたちに与える影響はもちろん

のこと、地域やその先の学校教育に与える影響

も合わせて熟考して頂きたいと思います。 

「一部の園では園児数が少なく、集団生活や

友達づくりに不安を感じるため」が幼稚園を第

一希望としない理由の 8 位として挙がっていま

す。「今後の対応」が、区立幼稚園の魅力を高め

るものであるならば、その結果を見てから学級

編制基準見直しを計るべきであり、同時の閉園

検討は尚早だと、強く思います。同アンケート 

で 13.6％もの回答を占める、「幼稚園のことが

よくわからないため」という点にも、ぜひ区を

上げて取り組んで頂きたいです。今回の対応策

で、時間やお弁当といった物理的障壁をできる

だけフラットにした上で、保育園か幼稚園かを 

新たな学級編制基準の適用時

期について、預かり保育（定期

利用）非拡充園は、実施後の浸

透期間も考慮して、令和 9 年度

入園分からの適用と変更しま

す。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

なお、万が一、閉園を検討す

る際には、0～5 歳の就学前人口

や周辺の幼稚園の分布状況等、

様々なデータを基に総合的に判

断いたします。 
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分

類 

項

番 
意 見 区の考え方 

全
般 

 

考えられることが、「変化する保育ニーズに柔軟

に対応していく」ということになるのではない

でしょうか。 

 

407 

区立幼稚園は私立と違って送迎バスがありま

せん。保護者はみんな、色々な手段を駆使して

園まで子どもたちを安全に送り届けています。 

身近な区立幼稚園が閉園してしまったら自転

車での送迎が増え、保護者の負担も増え、交通

事故も増えるかもしれません。そうなった場

合、区は責任をどう取られるおつもりですか？ 

送迎バスを設置することまで考えているので

しょうか？ 

どうか、子どもたちの幼稚園を閉園させない

でください。自分たちの幼稚園がなくなってし

まうのはとても寂しいことです。よろしくお願

い致します。 

万が一、閉園を検討する際に

は、0～5 歳の就学前人口や周辺

の幼稚園の分布状況等、様々な

データを基に総合的に判断いた

します。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

408 

就学前の子供様の減少が見られ、親子様の生

活スタイル(共働き)など変化しています。保護

者のニーズに合わせた形態に移行が必要と思わ

れる。 

未就園児も対象にして園児数を増やし、それ

に対する職員の配置をするべきと思います。地

域に根差した見守りと子育て支援が出来ると良

い。 

預かり保育（定期利用）の全

園実施や弁当給食の本格実施に

ついて令和 7 年度より実施して

まいりますが、今後も、変化す

る保育ニーズに柔軟に対応でき

るよう、より良い園運営に努め

てまいります。 

また、満 3 歳児保育の実施に

ついては現時点では考えており

ませんが、頂いたご意見は今後

の参考にさせていただきます 
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番 
意 見 区の考え方 

全
般 

409 

現状の少人数保育は、手厚い対応をしていた

だいていて、とても満足しております。ただ、

現実的に考えて、学年が上がるに連れて集団活

動をするには、人数が少ないことは良いとは言

えないとも実感しております。子供の人数が減

っている以上、統廃合は避けて通れないと思い

ますが、4月時点で人数が集まらないクラスは開

園出来ないと言うのは、兄弟で通わせたい保護

者にとっては、絶望的な状況です。上の子供が

入園して、翌年、年子の子供のクラスが開園出

来ないとなると、兄弟で別の園に通わせたり、

上の子供を転園させたりと、保護者だけでな

く、子供にも多大な負担を強いることになりま

す。 

また、それを避けるために、人数がギリギリ

の園は上の兄弟の入園時から避けて選ぶ保護者

も出ると思いますし、入園してからも不安を抱

えながら通園することになります。統廃合が避

けられないのであれば、4年以上前から廃園のお

知らせをし、それを参考に、保護者が安心して

幼稚園を選べるようにしていただきたいです。

廃園が決まっていても、自宅との距離や兄弟が

通っていることを理由に廃園予定の園を選択す

る保護者もいると思います。 

また、廃園を決めるにあたっては、区立幼稚

園であることを理由に、近隣幼稚園・こども園

との立地も考慮して、園を決めていただきたい

です。 

個人的な意見になりますが、小学生になる前

に、保護者と一緒に日常的に荷物を持って自分

で歩くことは、子供の交通安全意識と親子のコ

ミュニケーションにとって、とても良い影響が

あると感じております。すべての子供が毎日徒

歩で通うことは難しいと思いますが、出来るだ

けの配慮をお願いしたいです。 

万が一閉園を検討する際に

は、0～5 歳の就学前人口や周辺

の幼稚園の分布状況等、様々な

データを基に総合的に判断いた

します。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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全
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410 

説明会で入園児童が 2 年連続で 9 名以下だと

閉園と聞きました。一度閉園にすると再設立は

困難だと思いますが、同時に園児を増やすため

の政策がまだ不十分に思います。幼稚園だけで

なく行政でも公立幼稚園の利点や情報をもっと

発信して頂きたいと思います。仕事を持つ保護

者のために給食、預かり保育は必須です。公立

幼稚園での給食の提供や一部でも預かり保育が

あることを知らず保育園や私立に決める保護者

も有ります。公立の利点としては、 

●小学校と隣接や併設しているので、小学校

との連携、交流があり、学校にも慣れ親しんで

いる。  

●様々な環境の児童が入園しているので（多

様性）、3 年間の間に 思いやり、いたわる、助

け合うなど自然に身についていると感じられる

（入園・行事・卒園を見て）。  

●オープンスペースでの遊びはクラスが少人

数でも、年少から年長まで合わせると 20 人以

上となり、集団での遊びが出来、それなりに成

果があると思う。 

人生の土台としての幼稚園教育、設備の整っ

た広い（都心としては）施設で伸び伸びと遊び

や友を通して学べることは、小学校での教育に

すんなりと移行できると思います。また、地域

の人々との交流、国や地域の文化などにも触れ

るイベントもあります。 

コロナで中止になったこともありましたが、

学校運営連絡協議会委員としてほぼ 15 年行事や

一緒にお弁当を食べるなど参加して感じた思い

です。 

毎年のやっと親離れの児童から友達を手助け

できるようになった卒園生まで、大きな成長を

感じる素晴らしい公立幼稚園の教育と思いま

す。 

他区の公立幼稚園の実態、幼児教育の行政方

針も比較検討し優れている点は採り入れ進めて

頂きたいと思います。 

また、区外であっても近隣なら入園可能にし

てはどうかとおもいます。 

区立幼稚園の良さや特色をし

っかりと守りながら、今回まと

めた対応策を適切に講じて、区

立幼稚園のより良い運営に努め

てまいります。 

また、他自治体の取り組みな

ども参考にしながら、今後の施

策を検討してまいります。 

なお、現時点では、区立幼稚

園の申込資格である区内在住と

いう要件について緩和すること

は検討しておりませんが、頂い

たご意見は今後の参考にさせて

いただきます。 
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全
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411 

課題をまとめるのは大事ですが、そもそも根

本的に幼稚園ができることは複数あります。閉

園にする前に預けられる家庭が増えるよう、区

が他の自治体を見習って改善して欲しいです。

資料にもありましたが、・預かり時間伸ばす・給

食を出す 

・兄弟を優先的に入れる、これだけでも閉園は

防げるはずです。学童とかも異年齢保育でもい

いのではないでしょうか。とにかく入園までの

ハードルが高すぎる。条件が厳しい。が結論で

す。 

分析されていてもその分析が活かされ整った

環境に幼稚園にはない事が原因なんではないで

しょうか。またこの取り組みの決済者の年齢は

おいくつですか。この現状を分かる世代、環境

にある方を役員、担当者として選出していない

ように思います。そうでなければこのような事

は起きないはずです。古い考えのお持ちの方々

が仕切るのでなく次世代交代で新たな方々が見

直して欲しいです。 

話は戻りますが、正社員や契約社員の働き方

だと先ず預けるのが無理ですし、保育園と足並

みを揃えてみてください。私たちは幼稚園に入

らないのではなく、入れないのが現状です。共

働きが大半のこのご時世で資格ない。って言わ

れてるようなもんです。また、他にも意見を聞

くと兄弟いるだけでも条件厳しくて入れないと

いう話を聞きました。（台東区在中です）入園対

象者が狭き門すぎる。 

質の高い幼児教育の実践をは

じめ、預かり保育（定期利用）

の全園実施や弁当給食の本格実

施など保護者ニーズに対応した

施策を展開するとともに、区立

幼稚園の魅力を十分に発信し

て、園児数の確保に努めてまい

ります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

412 

・定員 10 名未満の場合、開園しない、2 年連続

した場合は閉園について 

→今年年少で入園しました。来年度以降その

ようになった場合、子どもたちは残りの 2 年を

今の同学年の人数のみで過ごすことになるので

しょうか？子どもには色々な体験をして欲しい

ですし、卒園まで同じ幼稚園で過ごしてほしい

と思います。 

個人的な意見ですが、息子は発達障害があ

り、入園前の 1 年間にプレに通わせて、場所に

慣れ、先生に慣れることから始めました。環境

の変化に対応するのは定型の子よりも難しく、

ストレスがかかります。卒園までは同じ幼稚園

で過ごさせてあげたいです。 

万が一、学級編制が出来ない

場合でも、該当園の在園児に対

して、幼児教育の質が低下する

ことがないよう、教育活動に取

り組んでまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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そ
の
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413 

ほとんどの小学校に幼稚園がくっついているの

で、蔵前小にも欲しい。場所がきついかもしれな

いが、校内、またはくっついているくらいに欲し

い。蔵前小は児童数が多いので、そのままあがれ

る(慣れている)近隣に子供が多いと思う。 

区内の就学前人口の減少や区

立幼稚園の定員に対する充足率

の低下から、現時点で区立幼稚

園の新設は検討しておりませ

ん。現在設置している園を適切

に運営し、子供たちを受け入れ

てまいります。 

414 

3 ページ「区立幼稚園の所在地」について、北

部地域には比較的多くの幼稚園が所在する一方

で、南部地域にはいささか少ないように感じられ

る。とりわけ人口増加が著しい蔵前小学校の学区

に区立幼稚園がないのは、ことぶきこども園や私

立蔵前幼稚園があるにせよ、あまりにバランスが

悪いように感じられるがどうか。 

415 

夫婦共働きのため、長時間の預かりに対応した

区立幼稚園の設立を希望します。台東区で子育て

をするために、選択肢を増やしていただくように

お願いします。 

416 

区の垣根を越えられないでしょうか。文京区で

は私立幼稚園もバスなし、給食なし、がほとんど

なこともあり、預かり保育もある区立園が抽選に

なるほどの大人気です。「区立は先生の質も高い

からオススメだ」という話も聞いていました。台

東区は抽選なしで区立に入れるという話をしたら

羨ましがられました。 

道路一本隔てただけで他の区の子が入園できな

いのはいかがなものでしょうか。区立だから仕方

がないことなのかもしれませんが、特定範囲内な

ら入園できるなど、もう少し融通を効かせること

が地域のためになると思います。 

区立幼稚園の申込資格である

区内在住という要件について、

現時点で緩和することは検討し

ておりませんが、頂いたご意見

は今後の参考にさせていただき

ます。 

417 

公立園を統廃合するのであれば、私立園の園バ

スルートを工夫するように区から援助してほし

い。幼稚園はただ預ければよいということではな

く、家庭の方針や雰囲気に合った園を選べるよう

に複数の選択肢があることが大切だと考える。例

えば私立園の中で比較的園庭が広い寛永寺幼稚園

のバスルートは南部地域をカバーできていないと

聞いているし、浅草寺幼稚園は園バスがないの

で、南部地域からは選びづらい。また園バスがあ

る園はルートをホームページで公開するよう指導

してほしい（細かいルートの公開が無理なら、大

まかなカバー範囲を地図で示すなど工夫してほし

い）。 

 私立幼稚園は、区の就学前教

育・保育の一翼を担う重要な存

在です。 

保護者が様々な施設から選択

できるよう、私立幼稚園と連携

を図り、区全体の就学前教育・

保育の質の向上に取り組んでま

いります。 
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そ
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418 

そのまま併用される小学校に学区外でも入学で

きるような枠が欲しいです。 

区立の幼稚園は併設の小学校との交流が盛んに

できており、こども本人も就学への心構えがしや

すいし、その枠の為に入園を検討する人は増える

と思います。 

 学区域内の就学前人口の推移

や学校の教室数等をもとに、指

定校変更を制限している小学校

があり、指定状況は流動する可

能性があります。 

そのため、併設小学校学区域

外から通う園児の就学枠を設定

することは困難です。 

 募集案内時に、学区域に関す

る説明を丁寧に行ってまいりま

す。 

419 

大正幼稚園を卒園した園児は、学区に関わらず

大正小学校に入学できるなどの優先権を得られる

といいと思います。馴染みのある校舎でそのまま

過ごせるのはメリットですし、幼稚園児と交流を

もってくれる小学生との関わりもより深くなると

思います。 

420 

隣接している小学校に優先的に入学できる制度

があるといいと思います。 

幼稚園で遊びの時間に小学校の校庭、体育館、

ドーム（屋上）を貸してもらえてとても楽しいと

子どもから聞いています。慣れた校舎でまた小学

生になっても遊べるのが楽しみとも言っていま

す。 

学区内でも学区外でも隣接しても幼稚園に入っ

たらそのまま入学できるシステムがあればいいの

になと思いました。 

421 

小学校は学区制ではあるが、区立幼稚園から隣

接小学校への優先入学制度があると、区立幼稚園

の大きなアドバンテージになると思う。 

弁当給食の無償化や預かり保育全園実施の実

施、子育て世代として非常に嬉しく思っておりま

す。台東区立幼稚園の良さがもっと未就園児の保

護者に届いて、入園先の選択肢になれば入園希望

人数は増えると思います。 

台東区がより子育てしやすい環境になる事を願っ

ております。 

422 

幼稚園と小学校は併設されている所が多いと思

うので、通っている幼稚園の隣の小学校にそのま

ま入れるようにして欲しいです。（もし人気の小

学校に集中するという意見があるとするなら、そ

ういう特典をつければ保育園から幼稚園に転園す

る子も増えるかもしれません。 
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423 

区立幼稚園の魅力を増やす施策（隣接小学校へ

の入学許可)を行っていただきたいです。 

区立幼稚園では日常において隣接小学校と緊密

な連携をとっており、幼稚園から小学校への切れ

目ない円滑な接続が可能となっており、区立幼稚

園の大きな魅力となっています。 

園児数が減少する中で、区立幼稚園の存続のた

めにも、区立幼稚園から隣接区立小学校へは指定

校制度や学区割に縛られず入学が許可される仕組

みを整えていただきたいです。(兄弟在学中、と

同様に「隣接区立幼稚園に通学」も指定校変更の

許可要件に加えていただきたいです） 

※学区割の規定のために、目の前にある馴染みの

隣接小学校への通学を断念せざるを得ない卒園児

をなくしてほしいです。 

学区域内の就学前人口の推移

や学校の教室数等をもとに、指

定校変更を制限している小学校

があり、指定状況は流動する可

能性があります。 

そのため、併設小学校学区域

外から通う園児の就学枠を設定

することは困難です。 

募集案内時に、学区域に関す

る説明を丁寧に行ってまいりま

す。 

424 

台東区立幼稚園の良さは、併設している公立小

学校との交流があげられます。その良さを最大限

活かせるように、来年度からでも学区域によら

ず、併設幼稚園から併設小学校に確実に上がれる

ように制度を見直ししてほしいと思います。清島

幼稚園で色々上野小学校と交流しても、学区域が

異なるため松葉小学校や大正小学校に入学すると

いう事例が毎年のようにあります。 

425 

小学校への円滑な接続については、せっかく区

立幼稚園に通っているのに学区が違うだけで併設

の小学校へ入学できないのは納得しかねます。 

せめて、学区外であっても幼稚園に通っている

園児は併設小学校へ入れるようになれば、区立幼

稚園を選ぶきっかけ、選択肢の一つになるのでは

なないでしょうか？ 

426 

学区外に住んでいても併設している小学校に入

学できる枠などが幼稚園独自であれば、私立の幼

稚園や保育園にはない充分な魅力となり入園数は

増えると思う。実際越境したいが難しいという声

も聞くため。 
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427 

いつも思うことですが区外の園児も受入れられな

いでしょうか?子どもたちが根岸幼稚園を経て根

岸小学校に行ったのですが、何人かの保護者から

「家は荒川区なので根岸幼稚園には通わせられな

かったんです。小学校と関わるから行かせたかっ

たのですが」と言っていました。ここが改正され

ると園児が増えそうですが、小学校の越境と違っ

て幼稚園は難しいのでしょうか?預かり&給食の実

現も素晴しいですが、もう一押しするとしたら、

そこの改善と小学校との連携部分をうまく未就園

児保護者に説明できれば根岸幼稚園良いなってな

るかなと思いました。 

区立幼稚園の申込資格である

区内在住という要件について、

現時点で緩和することは検討し

ておりませんが、頂いたご意見

は今後の参考にさせていただき

ます。 

428 

定員の引き上げにより、区立幼稚園の削減を念

頭に置いたものと受け取れます。園児の減少によ

り、募集停止もしくは閉園という処置はやむを得

ない事と考えます。 

しかしながら、記載されている定員の引き上げ

理由を読み解くと、変更する必要があるのか？

と、疑問が残ります。兄と妹が別々の幼稚園に通

園する、別の幼稚園に転園する等になると、保護

者家庭にかなりの負担増が推定されますので、慎

重な判断が必要と考えます。 

付きましては、再度説明会を開催するべきと思い

ます。その際、父兄の参加も促すべきと思います

ので、土曜日または日曜日での開催を考慮して頂

きたくお願い申し上げます。 

 園児数が減少しており、現状

のままでは集団教育の質の低下

につながりかねないことから、

今回、区立幼稚園の今後の対応

をまとめました。 

広くご意見を頂くため、パブ

リックコメントの実施に併せ

て、区立幼稚園全保護者への周

知、各園や PTA 連合会への説明

会など実施したところです。 

現時点では追加の説明会は予

定しておりませんが、今後もホ

ームページ等で対応策の周知に

努めてまいります。 

429 

現在、孫が区立幼稚園に通っています。来年度

には下の兄弟も入園を控えていますが、学級編制

基準が 10 名に引き上げになる事に危機感を覚えて

います。プレ保育に来ている児童も 10 名以下と聞

いています。在園児が少ない園に対してはかなり

高いハードルだと感じました。 

在園児が少ないと PTAの負担についてもネックに

なると思います。近年ニュースでも話題になって

いましたが、大きく改革をしないと子育て世代の

理解は得られない時代です。PTA の廃止をご検討お

願い致します。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 
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430 

PTA 活動の負担について。働く親が増えてきたこ

と、園児数が減少したことによる一人への負担増

加により、仕事と PTA活動の両立が大きな負担にな

っていると感じます。実際、上の子が卒園した家

庭でも、PTA が無ければ下の子も入園させるんだけ

ど…大変だから保育園又はこども園等に入園する

ことにした…という話をよく聞きます。PTA 活動の

一部だけでも外部に委託する等できないのか検討

していただきたいです。働く親のために預かり保

育を充実させる、しかし PTA活動の負担により仕事

との両立が難しい、というチグハグなことが起こ

っていると感じます。 

PTA は母親にとって凄く負担で嫌遠される大きな

原因になっているので(母親同士の会話や、入園以

前の児童館等での母親同士のコミュニケーション

の場でも、本当にとてもよく話題に出ます)その負

担が減るだけでも入園希望者は大きく増えると思

います。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 

431 

また最近では小学校の PTA 活動を外部注文する

ところも増えてきていると聞き及んでおります。 

幼稚園に通園されているご家庭でも共働きが増

えていたり、あるいは働きたいけど幼稚園の PTA

活動に負担を感じる保護者の方もいらっしゃるか

と存じます。 

従って、各幼稚園の判断で PTA 活動を外部注文

する選択肢も用意していただけると幸いです。 

いろいろ意見を申しましたが、今の台東区の現

状を考慮いただけましたら幸いです。 

何卒よろしくお願いいたします。 

432 

【PTAの在り方・平日の集まり・振替休日】 

専業主婦が担う時代はもう終わっており、働き

ながら参加が可能な簡素化した体制へ。PTA の存

在により幼稚園にアレルギーを持っている親御さ

ん達をよく見ます。平日の PTA 会合や振替休日は

フルタイム正社員や職業柄時間や休みに融通があ

まり利かない方にとってとてもハードル高く感じ

ます。 

433 

PTA 活動において、共働き世帯の増加や園児数の

減少等環境が変わってきている中、保護者の負担

が大きくなってきている。PTA 活動の負担軽減の

ため、今後の活動内容や方法等の見直しもしてい

ただきたい。 
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434 

親子参加行事と PTA活動の見直し 

まず、働く親にとって、幼稚園通園を選択する上

でネックとなるのは、預かり保育の時間帯に加え

て、親のコミット度が高いという点です。保護者

関連の会合、親子参加の行事、さらに PTA 活動も

あり、こうしたことが幼稚園という選択を躊躇さ

せる一因になっているのではないでしょうか。 

私自身、幼稚園入園前に上記の点について問い合

わせた所、参加必須の行事は年に数回程度、PTA

はできる範囲内で、という内容の回答でしたが、 

実際には毎回参加を断ることの心理的負担や親子

行事に子どもだけを参加させることへの抵抗か

ら、結果的に仕事を休む機会も多く、調整に苦慮

することもありました。また PTA については、古

くからの慣習的な側面が強く、現代の事情にそぐ

わない事案も多いため、こうした点を踏まえる

と、親子参加行事の削減、PTAのスリム化・廃止 

も検討に値すると考えます。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 

435 

PTA 活動が働いている保護者にとって負担になっ

ている。働いていない保護者に PTA 活動を頼り切

るのも違う気がする。外部委託などを行い子供達

に対する行事の数は減らす事なく、行えないか。 

436 

預かり保育によって労働者が区立にも多く集まっ

た場合、非労働者が PTA 役員等を引き受けること

が多くなりそうだなと思う。役員を引き受けても

負担にならない程度の活動に制限してもらいたい

です。 

437 PTA活動ももっと簡素化されれば更に有難い。 
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438 

現在年中の子どもがおります。小学生の兄は保

育園出身です。共働きが増えている環境下、保育

園のニーズが高まり、預かり時間が延長されるの

は当然かと思われます。一方幼稚園の問題点とし

ては、保護者の業務が多いことだと思います。 

保育園時代、保護者の参加は運動会、発表会、遠

足、保護者会のみであり、年に 5 回程度でした。

幼稚園は PTA 活動が多すぎると感じます。【PTA 総

会、広報誌、ベルマーク、観劇会、バザー、お茶

会×2 回、家庭教育学級×2 回、運動会リハーサ

ル、準備、片付け、式典の準備、片付け】これら

は保育園に一つもありませんでした。幼稚園には

名もなき家事のようなものがたくさんあり、それ

らは保護者の無償の働きのうえに成り立っていま

す。パートで働いて保育園に預けることが一番負

担が少ないとも聞きます。 

しかし、幼稚園は教育の質が高く環境が良いの

です。子どもにとって幼稚園で生き生きと園庭で

遊び工作をし、併設の小学生と交流することは素

晴らしい経験です。これらは保育園に出来ないこ

とも多いです。小学校入学への準備期間としては

最適な場所と考えます。 

幼稚園か保育園かを選択するのは保護者なので、

子どもにとって素晴らしい場所である幼稚園を

PTA 活動の多さから敬遠されては元も子もないと

考えます。伝統は大切かと思いますが今後、園の

存続が危ぶまれる現状であれば、一度 PTA の見直

しが必要かと思います。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 
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439 

園児数減少の背景に、PTA 活動が負担だという

声も耳にします。預かり保育を増やし、ワーキン

グマザーに優しい場所になったとしても、変わら

ず PTA 活動があることは、相反することだと思い

ます。現在の区立幼稚園に預けているくらいです

から、働いていないお母さん方も割合として比較

的多いと思います。その中で PTA 活動をすると、

働いているお母さんはとても片身が狭いです。

「自分の子供のためなのに、なんで参加しない

の？」と言う声は、小学校や中学校の PTA でも耳

にします。幼稚園ならなおさらだと思います。 

預かり時間が保育園以下、且つ PTA 活動も活発

な区立幼稚園は、今の共働きの親御さん達が預け

たい場所でしょうか。 

PTA 会費の使われ方も様々なようで、園の方に

も研究費的な名目で渡しているお金があると思い

ます。それも、各園バラバラです。これは、園が

必要としている経費でしょうか？ それならば公的

な費用になるはずです。 

内情は、たぶん一部の PTA 役員しか知り得ない

ものですが、お金の面に関しても、今一度問いた

だす方がいいと思います。 

区立幼稚園 PTA 連合会にしても同じです。教育

委員会をお招きして様々な会を開いたりしていま

したが、費用も手間もかかるものです。それを今

後もしていかねばならないのでしょうか。 

知れば知るほどにしがらみが多く、「何かをや

める」ことから始めないといけないと思います。

どれだけ環境を整えても、内部を変えることをし

ないと選ばれないのではないかと思いました。 

 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 

 

440 

台東区は子育て支援が少ない。 

建てられているマンションを見てみると、ファ

ミリー向けが少ない。（台東区が建築許可を出し

ているので、ファミリーマンションには支援する

などもいいと思う） 

土地の高騰もあり、共働きでも台東区で家を購入

するのが難しくなってきている。隣の荒川区の方

が安いことが多いので、荒川区に住みたくなる。 

区ではこれまでも、学校給食

の食材調達の全面支援や幼稚

園・保育園等の給食費等無償化

を恒久化する取り組みや子育て

世帯住宅リフォーム支援、全て

の産婦を対象とした 5 万円の助

成など様々な子育て支援策を実

施しています。 

引き続き、本区を取り巻く環

境変化を十分考慮しながら、子

育て支援の充実に取り組んでま

いります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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441 

谷中地区の場所を考慮してほしいと感じます。

台東区の中でも他の地域と違い上野の山があり、

近い幼稚園に行くにも上野に上がり鶯谷に降りて

いかないといけません。障害児児童の受け入れ、

外国人の方の受け入れなども区立幼稚園の重要な

点とあげられているのに、受け皿が地域になくな

るのは矛盾していると思います。 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

442 

区立幼稚園の預かり時間の短さ、PTA の煩わし

さ、金銭面の優遇、利用年齢など、保育園に比べ

て需要がない事は明らかだと感じています。そん

な中、募集停止や閉園の案が出るのも当然だと思

います。 

もし令和 7年度以降の既定人数に満たない園がク

ラス編制を行わない事が覆らないのであれば、区

立幼稚園として運営するのではなく、現在の施設

は継続して保育園やこども園として、親と子供達

の為の場所として残して欲しいです。 

恵まれた幼稚園の環境・施設を子供の為に残し

て欲しいです。 

 今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

 頂いたご意見は参考にさせて

いただきます。 

443 

社会の風潮的にも幼児教育に力を入れたいと思

うご家庭が増えており、英語・体操・リトミック

などの課外学習が私立園では取り入れられている

ことも人気の理由に加わっているのではないでし

ょうか。（浅草寺幼稚園は園長保育がないのにも

関わらず園児が多いのはネームバリューも大きい

かと思いますが…） 

現在は認可保育園でもリトミック・英語・体操

の課外学習等は取り入れていますので 

区立幼稚園でもそのような外部講師による教育

活動があると良いのではないでしょうか。 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育共

通カリキュラム『ちいさな芽』」

に基づき、幼児教育を実践して

います。 

また、区の事業を活用して全

園で体操教室を実施するととも

に、園の教育目標に応じて英語

教育を取り入れている園もござ

います。 

現時点で、外部講師による教

育活動は検討しておりません

が、頂いたご意見は今後の参考

にさせていただきます。 
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444 

園での通常保育終了後そのまま課外保育などが

欲しい。例えば体操、ピアノ、書道、美術、英語

などプラス料金が発生してもやりたい。 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育

共通カリキュラム『ちいさな

芽』」に基づき、幼児教育を実

践しています。 

現時点で、教育時間終了後の

課外学習の実施は検討しており

ませんが、頂いたご意見は今後

の参考にさせていただきます。 

445 

以前に比べて子供のニーズも多様化し、それに

対応するために職員側の研修なども増えてきてい

ると思います。これ以上年間行事を減らすことも

難しいなかで、教職員の負担は大きくなってきて

いるのではないでしょうか。業務の持ち帰りや休

日出勤などが発生しているのではと懸念していま

す。余裕のある人員配置、適切な昇給などで、現

場の方々をサポートする仕組み作りをお願いしま

す。 

現在、区教育委員会では、持

続可能な教育環境の整備に向け

て、台東区立学校園における働

き方改革に取り組んでいます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 

446 

先生方の行政関係の仕事が多いように思える、

とにかく忙しいそうで余裕がない様に見受けられ

る。幼稚園が子供の為の教育の場であれば、なる

べくそこに重点的時間を割いて欲しい。（現場を

知らないので、予想的意見で申し訳ないですが、

副園長が出張でいないと聞いた時、出張？！と思

い、区立だと行政への提出物とかも多いのかな

と）。申請、報告等が簡略化出来るのであれば先

生方の負担が減るのかと感じる。 

現在、区教育委員会では、持

続可能な教育環境の整備に向け

て、台東区立学校園における働

き方改革に取り組んでいます。 

引き続き、教職員が働きやす

い環境づくりを推進し、教育活

動の質の向上を図ってまいりま

す。 

447 

バスめぐりんの活用、バスに乗れる利点を生か

し遠くからも来られるようにする。 

現在も、家庭の事情に合わせ

て、バスを活用した登園を行な

っています。今後は一層の周知

に努めてまいります。 

448 

学識経験者への意見聴取が 2 名からというのは

少ない印象を受けました。 

 

 

各園の現状確認とともに、園

長とヒアリングを実施したうえ

で対応策を検討して、幼児教育

に専門的知見を有する学識経験

者２名から意見を聴取して、今

後の対応をまとめました。学識

経験者からは、区立幼稚園の役

割、対応策について貴重な意見

がうかがえたと考えています。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 
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449 

降園時刻後の体操・ダンス・学習等々の教室開

設及び民間委託を可能とする。 

 

 

 

 

 

 

区立幼稚園では、教員が様々

な研修を通じて専門性の向上を

図りながら、「台東区幼児教育共

通カリキュラム『ちいさな芽』」

に基づき、幼児教育を実践して

います。 

現時点で、教育時間終了後の

課外学習の実施は検討しており

ませんが、頂いたご意見は今後

の参考にさせていただきます。 

450 

・何年後かに募集停止でなくなった幼稚園の場

を支援センター等、療育の施設を作る計画をして

ほしい。松が谷を希望する子供が多くなり、すぐ

に対応できない等が増えている。・保護者の相談

の場や一時預かり、病児保育も視野に入れて預け

られたらと願います 

今回まとめた対応策を適切に

講じて、区立幼稚園のより良い

運営に努めてまいります。 

頂いたご意見は今後の参考に

させていただきます。 

451 

小学校との交流があるのがすごく良いとこだと

思うので学区外の園児でもその幼稚園に通ってい

たらそのまま小学校に入学できるようにしてほし

いです。小学校の校庭やプールが使用できたり、

小学校の子どもたちとの交流があることで慣れて

いる部分も多く、入学するのにスムーズになるか

と思います。保護者同士も知っているのでとても

心強いと思います。子ども同士も仲の良いお友達

と同じ小学校に行けると思うとメンタル的にもす

ごく良いと思います。 

学区域内の就学前人口の推移

や学校の教室数等をもとに、指

定校変更を制限している小学校

があり、指定状況は流動する可

能性があります。 

そのため、併設小学校学区域

外から通う園児の就学枠を設定

することは困難です。 

募集案内時に、学区域に関す

る説明を丁寧に行ってまいりま

す。 

452 

園児数確保の為に、まず併設の小学校があるな

ら、そこの幼稚園に通っている園児は学区域外に

居住していても入学 OK にした方がいいと思いま

す。小学校の定員が増えすぎてしまう様であれば

学区域外の場合、小学校まで徒歩 10分等の条件を

設ければそこまで増えすぎないのではと思いま

す。 

学区域内の就学前人口の推移

や学校の教室数等をもとに、指

定校変更を制限している小学校

があり、指定状況は流動する可

能性があります。 

そのため、併設小学校学区域

外から通う園児の就学枠を設定

することは困難です。 

 募集案内時に、学区域に関す

る説明を丁寧に行ってまいりま

す。 
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453 

我が家は 3歳まで保育園に通わせ、4歳から幼稚

園に通わせています。共働きなのですが、平日に

保護者参加イベントが多すぎます。 

PTA の活動も本当に必要か疑問に思います。バ

ザーの参加など効率の悪いものが多く、取りやめ

てもいいのではないでしょうか。 

今後幼稚園と保育園の垣根がなくなり、統合さ

れこども園化することになると思われます。今ま

での慣習を無理に残すのではなく、最新的な考え

をされてはいかがでしょうか。 

頂いたご意見については、各

園と共有し、子供たちのための

PTA活動のあり方や負担軽減に向

けての方策など検討してまいり

ます。 

また、今回まとめた対応策を

適切に講じて、区立幼稚園のよ

り良い運営に努めてまいりま

す。 

 

 


